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社会福祉法人さつき会  



 

法人の経営理念（願うこと） 

 

 

 

 

 

法人の使命（果たすこと） 

 

 

法人のビジョン（目指すこと） 

 

 

 

 

法人の介護理念（大切にすること） 

 

 

 

 

 

 

社  是（求められること） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『私たちは、社会福祉事業を通して地域社会・住民にとってなくてはならない

存在であり続ける。』 
（趣旨） 

 社会福祉法人さつき会は、地域や施設において『尊厳にみちた環境で人としてごく当たり前の生活

を保障されるべき高齢者』に対して、常に高齢者の立場に立った良質高度な高齢者福祉サービスを

提供し、地域から、社会から愛され、信頼される事業主体になることを目指すこと。 

『高齢者の自立した尊厳ある、人間らしい生活を守る』 

一 人間尊重 

一人ひとりをかけがえのない人間として大切にします 

一 当事者主体 

その人の人生や生活の主体は、相手にあることを大切にします 

一 利用者本位 

常に相手の身になり、相手の立場に立って考え行動することを大切にします 

自立（自律）    信頼    創造 
一 自立（自律） 
 自ら考え、自ら判断し、自らの良心と社会的規範に従い行動し、決定する。その結果について自ら

責任を持つ。職員一人ひとりが自立（自律）の心を真に理解し、育み、持てる力を十分に発揮するこ

とによって、法人の発展と自己実現の達成に結びつけていくことを目指すものである。 

一 信頼 
 法人の永続的な発展のためには、職員相互の信頼関係を大切にし、サービス・活動を通して顧客

満足度をより一層高め、お客様の信頼を得ることです。 

一 創造 
 経営は創造であり、各職員一人ひとりが常に進取の心を養い、自己啓発を進め、知恵と創意と工

夫によって優れた介護の技法を創造するとともに、職員の力を結集して豊かで安心できる高齢社会に

貢献し得る介護サービスを創出していくことである。 

一 自分が入りたいと思える施設をつくる 

一 自分が住み続けたいと思える地域をつくる 

一 自分と仲間がやりがいと働きがいのある職場をつくる 
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社  訓（心がけること） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．常に主体性をもって行動します。 

私たちは、自らの置かれた境遇や立場や状況を他人や私たちを取り囲むもののせいにするので

はなく、先ず、その中で自分たちに何ができるかを考え行動します。 

２．常にお客様の身になって行動します。 

私たちは、お客様を大切にします。ご利用者・お客様のニーズの把握に努め、具体的な内容とし

て居室の清潔性、同居者との相性、入浴回数、食事内容、食事時間、職員の対応等種々

多様に考えられます。それらのニーズに即応した良質な介護サービスが提供できるよう介護技術

の専門性を磨き、気配りし、利用者・お客様に満足していただけるようお客様の身になって行動し

ます。 

３．常に目的をもち計画的に行動します。 

私たちは、計画、目的、反省、改善のないところには進歩はあり得ないことを肝に銘じ、計画・実

践・反省評価のサイクルを全ての業務・活動の原則とし、１日・１週間・１か月・１年の単位におい

て計画し、最終の姿（目的）を描いてから行動します。 

４．常に人を理解してから、理解されるよう努めます。 

私たちは、自分たちのことを理解してもらおうとする前に、相手の言い分を十分理解しようと努めま

す。 

５．常に人と人との交わりの中で、相乗効果を発揮するよう努めます。 

私たちは、自分の考えと異なる考えを柔軟に受け入れ、相違点を尊び、お互いのいいところは認

め伸ばし、弱いところは合い補いながら、相乗効果が発揮されるよう努めます。 

６．常に重要事項を優先するよう、心がけます。 

私たちは、日々の活動の中で、緊急ではないが、重要なことを意識的にスケジュール化して活

動します。日々の学習であったり、将来を見据えた若手職員の育成であったり、つまり長いスパン

で物事を考えた場合に重要なことをさします。 

７．常に相手と自分が共に満足する結果が得られることを考えて行動します。 

私たちは、皆のために十二分な結果が得られることを信じ、自分だけの満足だけではなく、相手

（時には顧客であり、上司であり、部下であり、同僚であり、協力者である）の満足を考え、双方に

とって有益で満足のいく結果をめざします。 

８．常に自分自身を研く努力をします。 

私たちは、自分たちの生活において、肉体的・知的・社会的・情緒的・精神的に自分のもってい

る能力を維持し、伸ばすための時間を意識してつくります。 
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１ 平成 27 年度 基本方針 

『地域に生きることを支える』 

私たちの目標は、高齢者が最後まで住み慣れた地域で、自立した尊厳ある

人間らしい生活を送れることです。 

そのためにどうすればよいか。その答えは、一人ひとりの利用者によって

異なります。 

私たちは、一人でも多くの人が、一日でも長く、地域に住み続けられるよ

う、個々のニーズに的確かつ迅速に対応しながら、さつき会が地域安心拠点

となるための基盤づくりに全力を尽くします。 

 

２ 平成 27 年度 全事業所職場目標 

『常に明るく前向きに、そして楽しく』 

明るく、前向き、楽しく、どれもポジティブな人の思考や態度です。 

ポジティブな人の周りには、ポジティブな人が集まり、同時にチャンスも集

まります。 

一方、ネガティブな人の周りには、不安や取り越し苦労が集まり、チャン

スが遠ざかります。 

職場に来たら、ニッコリ笑って、今日一日、この笑顔を崩すまい、と自分

に約束し、明るく、前向きに、そして仕事が楽しくなるよう、一人ひとりが

与えられた環境の中でベストを尽くしましょう。 

 

３ 平成 27 年度 事業活動のポイント 

(1) 個人が尊厳を持って、自立した生活が送れるように支援する。 

① 専門職として、一人ひとりが介護過程を展開する。 
介護過程は、利用者一人ひとりの個別性に注目し、身体状況（健

康状態）、心理状態、社会的側面を総合的に判断して、どうすれば利

用者の「自立と QOL 向上」が図られるかを根拠（なぜそうするの

か、その理由を説明できること）に基づいて実践・評価することで

ある。 
さつき会の基本理念である、「自立支援介護」と「最後まで尊厳を

守る介護」の具現化をより図ることを目指し、ケアに従事する全て

の専門職が介護過程を意図的・計画的に実践し、より専門性の高い

ケアを提供する。 
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② 小規模多機能ホーム（二か所）・デイセンター・ヘルパーステーショ

ン・ショートステイ・居宅介護支援事業所の運営改善の強化・推進 
「自宅が一番」という高齢者・家族の願いに応えるために、小規

模多機能ホーム・デイセンター・ヘルパーステーション・ショート

ステイ・居宅介護支援事業所のケア・ケアマネジメントの質向上と

連携が益々重要となる。 
上記の事業所がより緊密な連携を図りながら、状態変化後の迅速

なケースカンファレンス、退院支援コーディネート、医療機関と連

携強化を図り在宅生活の維持及び退院後のスムーズな対応を図る。 
また、各事業所が、新規利用者獲得のための町内外の地域機関・

医療機関への営業・PR 活動を拡充し、わかりやすい情報発信と人的

ネットワークを築きながら、ニーズを発掘し、サービス提供に結び

つける。 
③ ボランティア・地域住民なども巻き込みながら学習療法・セラピー

ドッグ等に代表される根拠に基づくアクティビティプログラムを積

極的に取り入れ、魅力的で効果のある認知症予防・介護予防・ADL
維持改善プログラムの提供に努める。 

④ 介護・看護・栄養による連携強化 
高齢者は食べない・飲まないことがすぐに健康状態の悪化につな

がる。自立度の高い方から嚥下・摂食障害のある方まで、「より美味

しく、より楽しく、より安全に食べること」を実現するため、介護・

看護・栄養・調理委託業者が一体的になり食事ケアの実践に努める。 
 

(2) 常に、相手の立場に立ち、安心かつ安全な生活が送れるように支援する。 

① 中重度者に対する良質高度なケアとマネジメントの提供 
施設・在宅を問わず中重度化・重症化リスクのある人に対して、

状態悪化を早期に発見し、適切な介護・看護・栄養のトータルケア

を提供し、重症化予防や入院者を減らし、できるだけ最期まで鷹栖

町内で穏やかで笑顔のある暮らしをつくりだすケアを提供する。 
② モラルの遵守・マナー（思いやり）の向上 

職業倫理は私たちプロが絶対に守らなければならないものである。

日々、モラル・マナーを意識し、その延長線上にある、法令遵守と

利用者の尊厳を守るケアに努める。 
特に、１）抑制（言葉・薬・物理的・肉体的）・拘束・虐待・根拠

のない不適切なケアを廃止すること、２）利用者に対して「敬語」

を使うこと、３）職場内では「明るく笑顔で仕事する」こと、４）
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清潔で不快感を与えない服装・頭髪・身なりを徹底し、職員一人ひ

とりが思いやりの心を体現する。 
③ 基本理念の浸透・共有・共感 

職員一人ひとりの価値基準と方向性を一つにできるよう、研修・

会議等の機会を通じて、「理念とは何か」「なぜ理念が必要か」「さつ

き会が目指す福祉の仕事とは何か」について、リーダー以上の職員

が日頃から明確に語れるように努める。 
事業所単位では、理念を日々の仕事に生かすために、毎日の朝礼、

月例会議等において共有・浸透させるための工夫・改善に努める。 
④ 施設環境改善計画の策定 

さつき苑開設 27 年。なごみの家開設 11 年が経過する中、施設内

外の老朽化が進んでいる。施設が最後まで人生を楽しく豊かに暮ら

せる場となるために、施設設備や環境のプライバシー・快適性・安

全性・居住性を十分配慮し、定期的なチェックとメンテナンスを遂

行するとともに、中期経営 3 か年計画に基づいた施設環境改善を実

施する。 
 

(3) 一人ひとりがプロ意識を持ち、利用者と組織に求められる人材となる努

力と、その育成に努める。 

① 専門職として、主体性を持ち継続学習に努める。 
専門職とは、専門的な知識・技術・考え方（理念・介護観）を人

に伝えられる人である。学びの基本は自学自習・自修自得であるこ

とを踏まえ、一人ひとりが自分の将来像を明確にし、そのために必

要な「知識・技術・価値観」の習得・形成に努める。 
また、新しい知識・技術を習得し、短時間でも効果のある機能回

復訓練・アクティビティ等を取り入れ、利用者の ADL・QOL 向上

に努める。 
② 職員教育プログラムの体系化 

職員数の増加と部署の細分化および業務課題の多様化により、ス

タッフ一人ひとりの専門職としての成長も急務の課題である。利用

者本位の福祉・介護サービスを担う人材を育成するための教育プロ

グラムを階層別＜新任職員（入社時研修・フォローアップ研修）、総

合職研修、専門職研修、専任職研修、リーダー研修、管理者研修、

経営職研修＞に体系化し、年間計画をもとに定期的な研修を実施す

る。 
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③ 新・人事・賃金育成システムの推進と改善 
さつき会のキャリアパスを有効に活用して、職種・職位毎に求め

られる役割・行動・成果・目標を明確にし、より多くの職員が安心

と希望をもって働けるよう制度を運用する。同時に、介護職員の処

遇改善を図り、やりがい、働きがいの下支えとなる基盤を強固にす

る。 

④ さつき会独自の入社説明会の開催 
介護人材の枯渇は、もはや危機を通り越し“国難”である。新規

学卒者及び転職を検討している人に対象とした、法人独自の入社説

明会を開催し、さつき会で働きたいと思ってもらえるように、法人

の強みを PR する。 
 

(4) チームの目標実現のために、チーム一丸となる。 

① 上司と部下の共通目標の明確化 

期首（年度初めに）に部下と上司が面談を行い、部下の希望する

目標、上司として期待する目標を相互に確認した上で、部下ととも

にその期の目標（①個人目標、②事業所・ユニット単位のケア目標）

を設定し、部下・上司ともに成長の機会とする。平成 27 年度は、経

営職・管理職・指導職が実施する。 

② リーダーシップを適切に発揮できるリーダーの育成 

リーダーシップが発揮されなければ、その集団はバラバラとなり、

チームの目標は実現されない。リーダーが、明確にチームの目標を

明示し、その実現のために職員同士の心と心を通い合わせ、人と人

を結びつけ、業務と人間関係の改善を通して、チームワークを築き

向上させていけるよう、リーダー以上の対象とする「リーダー研修

会」を実施する。 

③ 第 4 回サービス向上発表会の実施 

年 1 回の実践発表の場を持つことで、自分たちの実践を振り返り、

評価・見直すことができた。また、ケア・サービスの改善にチーム

として取り組むことでチームワークが向上した。 
今年度も、各事業所・係が互いの実践を共有し相互理解を深める

機会とするとともに、より多くの地域関係者、養成校の教員・学生

を招き、さつき会のケア・サービスの質向上取り組みを発信する。 

 

  

6



 

(5) 地域住民・家族・関係機関との協働による施設運営に努める。 

① 地域包括ケアの推進 
居宅介護支援事業及び通所介護・小規模多機能型居宅介護・短期

入居事業を推進するとともに、地域における拠点施設をめざし、地

域住民・行政・社協・医療機関との連携を深めながら、住民参画型

地域包括ケアの事業展開を推進する。 
また、地域ケアマネジメント会議を定期的に実施し、在宅の中重

度者に対するケアマネジメントのスキルアップを図る。 
② 職員の地域活動の推進 

鷹栖町内で高齢者介護に関わる情報と知識・技術を一番持ってい

るのはさつき会である。その強みを生かし、職員が地域へ出向き介

護講座やサロン（地域の茶の間）を開いたり、地域への集会などへ

参加したりすることで地域との交流を図っていき、高齢者介護につ

いての理解を深めていただく。さらに職員自身が地域を知り、地域

を学ぶために自ら積極的に地域活動に参加する。 
③ 災害ボランティアのネットワークづくり 

小規模多機能ホーム、サテライト特養は、昼夜ともに少人数の職

員でケアにあたっている。火災が発生した場合に職員だけでは、迅

速な避難誘導が至極困難な運営体制である。万が一の時に、近隣住

民の協力を得られるよう、事業所毎に運営推進会議を通じて、災害

ボランティアのネットワークづくりをすすめ、協働による避難訓練

を実施する。 
④ ボランティア活動の積極的な受入 

施設のマンパワーだけで利用者の暮らしを豊かにすることは困難

である。地域住民ボランティアは、利用者の QOL 向上（生活の質

向上）を図るための「協力者」として位置づけ、更なる協力を得て

いく。 
 

(6) 法令遵守と適正利益の確保を図り、効率的・安定的な経営に努めます。 

① 適正利益の確保 
過去 3 か年、さつき会は適正利益を確保できておらず、「良い経営」

の実現に至っていない。 
全事業所において収益向上、及び収支改善を図り、介護保険収入

の 3％を目標収支差額（16,697 千円）に掲げ、その運営管理（マネ

ジメント）をつかさどる月次業績検討会議・リーダー会議等の方法

を変更・拡充する。 
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また、常にサービス需要及び業績に見合った要員計画を検討し、

職員の適正配置、事業運営の効率化等を図ることにより安定した経

営基盤の構築に取り組む。 
② 法人・施設運営の事務業務の再編と改善 

事務が扱う数値は、人に例えるなら健診データーである。つまり、

法人経営が健全か否かを見極める「会社の健診データー」である。 
その重要な法人経営に関わる財務管理・組織管理・事業管理全般

にわたる業務が滞ることのないように、分担と協同の再編を行い、

円滑かつ効率的に業務が完遂できるよう改善を図る。 
③ 新たなニーズに応えるための社会福祉事業・地域貢献事業の開発・

実施 
要支援・軽度の要介護者が、必要な在宅サービスを利用し、可能

なかぎり鷹栖町で自立した生活が営めるよう（仮称）高齢者あんし

ん福祉住宅の整備を行政・地域住民との連携・協同の下に計画・建

設に着手する。 
④ 第 3 次中期経営 3 か年計画の推進 

平成 27 年度報酬改定により、介護報酬が大幅に引き下げられ（法

人全体の基本報酬減少額－25,384,000 円、諸加算増加額 13,624,000
円、合計－11,760,000 円）、法人・設を取り巻く環境は極めて厳し

い状況下におかれている。 
いかなる環境下においても、私たちは、全ての事業所において良

質高度なケア・サービスの提供体制と適正利益を確保し続けられる

安定経営の実現を図らねばならない。このことから、人材育成と財

政状況の改善を図るために、第 3 次中期経営 3 か年計画に基づき、

諸課題を一つずつ確実に解決・解消していく。 
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４ 計数計画 
単位：円 

 
５ 第 3 期中期経営 3 か年計画 

別紙 2「中期経営 3 か年計画」のとおり 

６ 部門別事業計画書 
別紙 3「事業計画書（部門計画）」のとおり 

７ 要員計画 
期首人員 １４６名、期末人員 １４２名 
(１) 平成 27 年 4 月 1 日付けで、総務課長 1 名、介護職員 7 名を新規採用す

る。 
(２) 法人全体の目標離職率を５％以下とする。 
(３) 職員一人ひとりの成長と顕在化していない能力の発現を期待して、積極

的に事業所間の異動・研修交流を進める。 
８ 組織機構 

別紙 4「組織機構図」のとおり 
９ 資金収支予算書 

別紙 5「資金収支予算書（当初）」のとおり 

経理区分
H27

当期資金収支差額
（当初）

H26
当期資金収支差額

（見込）
増減

特養さつき苑 2,478,000 4,313,000 -1,835,000

ショートステイさつき苑 276,000 -3,006,000 3,282,000

デイセンターはぴねす 571,000 -2,243,000 2,814,000

ヘルパーステーション 2,343,000 2,631,000 -288,000

介護センターさつき苑 1,027,000 3,441,000 -2,414,000

グループホーム
なごみの家

-2,042,000 410,000 -2,452,000

小規模多機能ホーム
なごみの家

4,239,000 2,002,000 2,237,000

地域密着型特養
ぬくもりの家えん

3,226,000 2,931,000 295,000

小規模多機能ホーム
ぬくもりの家えん

-1,603,000 774,000 -2,377,000

本部 265,000 265,000 0

合　　計(a) 10,780,000 11,518,000 -738,000

適正収支差額(b)
介護保険収入×3%

16,697,000 16,370,000 327,000

収支改善額(b)－(a) 5,917,000 4,852,000 1,065,000
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１
．

　
基

本
方

針

２
．

　
重

点
目

標

３
．

　
重

点
目

標
に

対
す

る
取

組
み

H
2
5

H
2
6

H
2
7

○
◇

→
→

継
続

感
染

症
対

策
委

員
会

○
◇

→
→

継
続

感
染

症
対

策
委

員
会

○
◇

→
→

継
続

法
人

本
部

○
◇

→
→

継
続

全
事

業
所

○
◇

→
→

新
規

全
事

業
所

○
→

→
継

続
全

事
業

所

○
◇

→
→

継
続

さ
つ

き
、

な
ご

み
、

え
ん

○
◇

→
継

続
さ

つ
き

、
な

ご
み

、
え

ん

○
◇

→
→

継
続

全
事

業
所

（
総

務
除

く
）

○
◇

→
継

続
法

人
本

部

社
会

福
祉

法
人

さ
つ

き
会

　
中

期
経

営
３

カ
年

計
画

＜
２

０
１

３
年

～
２

０
１

５
年

＞

　
『
地

域
に

生
き

る
こ

と
を

支
え

る
』

私
た

ち
の

目
標

は
、

高
齢

者
が

最
後

ま
で

住
み

慣
れ

た
地

域
で

、
自

立
し

た
尊

厳
あ

る
人

間
ら

し
い

生
活

を
送

れ
る

こ
と

で
す

。
そ

の
た

め
に

ど
う
す

れ
ば

よ
い

か
。

そ
の

答
え

は
、

一
人

ひ
と

り
の

利
用

者
に

よ
っ

て
異

な
り

ま
す

。
私

た
ち

は
、

一
人

で
も

多
く

の
人

が
、

一
日

で
も

長
く

、
地

域
に

住
み

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

個
々

の
ニ

ー
ズ

に
的

確
か

つ
迅

速
に

対
応

し
な

が
ら

、
さ

つ
き

会
が

地
域

安
心

拠
点

と
な

る
た

め
の

基
盤

づ
く

り
に

全
力

を
尽

く
す

三
年

間
と

し
ま

す
。

　
(1

)　
施

設
で

生
活

す
る

利
用

者
が

、
最

後
ま

で
人

生
を

楽
し

く
豊

か
に

暮
ら

せ
る

よ
う
、

良
質

高
度

な
ケ

ア
・
サ

ー
ビ

ス
を

、
心

を
こ

め
て

提
供

で
き

る
基

盤
を

整
備

す
る

。
　

(2
)　

介
護

を
要

す
る

地
域

住
民

と
そ

の
家

族
が

、
的

確
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

下
、

必
要

な
時

、
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
、

鷹
栖

町
で

住
み

続
け

る
こ

と
を

支
援

す
る

基
盤

を
整

備
す

る
。

  
(3

)　
人

を
大

切
に

し
、

人
を

育
て

よ
う
と

す
る

、
温

か
く

意
欲

的
で

支
持

的
な

職
場

を
つ

く
り

、
安

心
ア

ッ
プ

、
や

る
気

ア
ッ

プ
、

チ
ー

ム
力

ア
ッ

プ
、

定
着

率
ア

ッ
プ

、
業

績
ア

ッ
プ

を
図

る
。

  
(4

)　
地

域
と

家
族

の
力

を
活

か
し

た
施

設
運

営
の

基
盤

を
整

備
す

る
。

　
(5

)　
効

率
的

・
安

定
的

な
法

人
経

営
・
施

設
運

営
体

制
の

基
盤

を
整

備
す

る
。

表
の

凡
例

　
■

＝
調

査
・研

究
　

○
＝

実
施

　
→

＝
継

続
　

◇
＝

目
標

達
成

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
取

組
み

目
標

取
組

み
目

標
期

間
新

規
／

継
続

所
管

部
署

／
委

員
会

1
（
１
）

（
２
）

組
織

的
・
総

合
的

な
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
の

推
進

①
利

用
者

の
安

全
確

保
と

事
故

防
止

を
最

優
先

に
考

え
、

事
業

所
毎

の
安

全
対

策
の

取
り

組
み

と
、

組
織

横
断

的
な

「
感

染
症

対
策

委
員

会
」
を

常
置

し
、

事
故

予
防

・
感

染
症

対
策

を
徹

底
す

る
。

②
安

全
対

策
・
感

染
症

対
策

・
虐

待
防

止
に

関
す

る
予

防
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
発

生
時

行
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
・
点

検
シ

ー
ト
に

基
づ

き
、

教
育

研
修

を
実

施
す

る
。

（
各

研
修

年
1
回

以
上

）
③

「
災

害
に

強
い

施
設

づ
く

り
」
を

目
指

し
、

防
災

用
品

・
備

蓄
品

の
完

備
、

各
種

訓
練

の
徹

底
、

地
域

と
の

共
同

に
よ

る
防

災
訓

練
を

実
施

す
る

。

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

集
団

感
染

ゼ
ロ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
集

団
感

染
ゼ

ロ

食
中

毒
発

生
ゼ

ロ

3
（
１
）

（
２
）

重
度

化
と

介
護

予
防

・
リ
ハ

ビ
リ
ニ

ー
ズ

に
的

確
に

対
応

で
き

る
基

礎
介

護
力

・
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

の
向

上

①
身

体
と

認
知

症
の

両
面

の
重

度
化

に
的

確
に

対
応

で
き

る
た

め
の

、
知

識
と

技
術

を
習

得
す

る
。

②
自

立
支

援
介

護
の

基
本

で
あ

る
、

①
ね

た
き

り
に

さ
せ

な
い

介
護

、
②

一
人

ひ
と

り
の

有
す

る
の

能
力

を
最

大
限

に
生

か
す

介
護

、
に

つ
い

て
、

新
任

・
現

任
を

問
わ

ず
す

べ
て

の
職

員
が

、
自

己
の

知
識

・
技

術
を

点
検

し
、

そ
の

向
上

を
図

る
。

介
護

の
知

識
5
0
を

ベ
ー

ス
に

し
た

基
礎

介
護

力
向

上
研

修
の

実
施

基
礎

介
護

マ
ニ

ュ
ア

ル
更

新

虐
待

・
拘

束
ゼ

ロ

防
災

用
品

・
備

蓄
品

の
完

備
と

地
域

と
の

共
同

に
よ

る
防

災
訓

練

2
（
１
）

（
２
）

根
拠

に
基

づ
く

、
心

を
込

め
た

丁
寧

な
サ

ー
ビ

ス
提

供
と

質
の

向
上

①
根

拠
に

基
づ

く
援

助
・
支

援
と

し
て

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

よ
る

課
題

・
ニ

ー
ズ

の
明

確
化

、
ケ

ア
プ

ラ
ン

に
基

づ
く

適
切

な
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

実
施

す
る

。
②

サ
ー

ビ
ス

提
供

後
、

そ
の

効
果

に
つ

い
て

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

実
施

し
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
経

過
も

あ
わ

せ
て

迅
速

か
つ

的
確

に
記

録
す

る
。

③
ケ

ー
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

定
期

的
に

開
催

し
、

修
正

事
項

を
速

や
か

に
ケ

ア
プ

ラ
ン

、
個

別
日

課
表

に
反

映
さ

せ
る

。

現
場

で
活

か
せ

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・
ケ

ア
プ

ラ
ン

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ
ン

シ
ー

ト
の

定
期

更
新

と
活

用

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

の
運

用
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３
．

　
重

点
目

標
に

対
す

る
取

組
み

H
2
5

H
2
6

H
2
7

表
の

凡
例

　
■

＝
調

査
・研

究
　

○
＝

実
施

　
→

＝
継

続
　

◇
＝

目
標

達
成

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
取

組
み

目
標

取
組

み
目

標
期

間
新

規
／

継
続

所
管

部
署

／
委

員
会

○
◇

→
継

続
全

事
業

所

■
○

◇
新

規
特

養
ホ

ー
ム

■
○

◇
→

新
規

総
務

課

○
◇

新
規

法
人

本
部

■
○

◇
新

規
法

人
本

部

○
◇

→
→

継
続

さ
つ

き
苑

以
外

○
◇

→
→

新
規

法
人

本
部

○
→

◇
新

規
法

人
本

部

■
○

◇
新

規
法

人
本

部

○
◇

→
→

継
続

全
事

業
所

■
■

■
新

規
総

務
課

○
◇

→
→

継
続

法
人

本
部

○
◇

→
継

続
法

人
本

部

○
◇

→
継

続
法

人
本

部

○
◇

継
続

法
人

本
部

○
◇

→
→

継
続

全
事

業
所

○
◇

→
→

継
続

法
人

本
部

■

5
（
２
）

新
た

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

の
社

会
福

祉
事

業
・
地

域
貢

献
事

業
の

開
発

・
実

施

①
要

支
援

・
軽

度
の

要
介

護
者

が
、

必
要

な
在

宅
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
、

可
能

な
か

ぎ
り

鷹
栖

町
で

自
立

し
た

生
活

が
営

め
る

よ
う
高

齢
者

住
宅

の
整

備
を

検
討

す
る

。

（
仮

称
）
「
高

齢
者

安
心

住
宅

」
開

設
準

備
室

の
設

置

高
齢

者
住

宅
＋

介
護

予
防

・
元

気
づ

く
り

拠
点

の
整

備

4
（
１
）

（
２
）

施
設

環
境

の
改

善

①
施

設
を

植
物

や
動

物
、

子
供

や
友

人
に

囲
ま

れ
た

に
ぎ

や
か

場
所

に
す

る
。

②
日

常
生

活
の

中
に

潤
い

、
豊

か
さ

、
家

庭
ら

し
さ

、
四

季
彩

色
を

実
感

で
き

る
住

環
境

を
整

え
る

。
③

特
養

と
デ

イ
は

ぴ
ね

す
で

使
う
浴

室
を

分
離

し
、

「
利

用
者

が
自

分
の

有
す

る
能

力
を

最
大

限
生

か
し

な
が

ら
、

安
全

・
快

適
に

入
れ

る
」
浴

室
設

備
を

整
え

る
。

④
将

来
的

な
需

要
や

修
繕

・
改

修
の

実
施

時
期

に
つ

い
て

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
う
え

で
、

計
画

な
工

事
を

実
施

す
る

。

住
環

境
の

改
善

特
養

の
浴

室
改

修

中
長

期
修

繕
計

画
の

策
定

7
（
３
）

福
利

厚
生

の
充

実

①
職

場
が

、
結

婚
、

出
産

・
育

児
、

家
族

介
護

等
の

ラ
イ

フ
イ

ベ
ン

ト
を

通
じ

て
就

業
継

続
で

き
る

よ
う
な

環
境

整
備

を
推

進
す

る
。

①
健

康
で

安
心

し
て

働
け

る
職

場
の

基
盤

整
備

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

安
全

衛
生

管
理

計
画

の
策

定
、

衛
生

管
理

責
任

者
を

選
任

し
、

職
員

の
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
を

中
心

と
す

る
対

策
を

推
進

す
る

。

社
宅

及
び

法
人

内
託

児
所

の
調

査 ス
ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
わ

る
研

修
会

の
企

画
と

実
施

6
（
３
）

安
心

と
希

望
を

も
っ

て
働

け
る

職
場

づ
く

り

①
エ

ル
ダ

ー
制

度
の

一
部

改
良

（
エ

ル
ダ

ー
の

手
引

き
、

面
談

シ
ー

ト
、

エ
ル

ダ
ー

カ
レ

ン
ダ

ー
等

の
導

入
）

②
エ

ル
ダ

ー
へ

の
教

育
方

針
・
方

法
の

理
解

と
習

得
の

た
め

の
研

修
会

を
企

画
・
実

施
す

る
。

③
不

安
を

取
り

除
き

、
上

司
・
部

下
が

心
を

通
い

合
わ

せ
る

た
め

に
、

定
期

的
な

面
談

を
実

施
す

る
。

④
職

員
自

身
が

自
分

自
身

の
行

動
特

性
や

傾
向

を
知

り
、

そ
れ

が
ま

わ
り

に
ど

の
よ

う
な

イ
ン

パ
ク

ト
を

与
え

て
い

る
か

を
振

り
返

る
。

同
時

に
、

自
分

の
変

え
る

べ
き

点
、

維
持

す
べ

き
点

、
新

た
に

獲
得

す
べ

き
点

を
知

る
機

会
と

な
る

よ
う
面

談
の

質
を

向
上

さ
せ

る
。

⑤
2
年

目
の

以
降

の
職

員
が

明
確

な
目

標
を

持
っ

て
、

意
欲

的
に

仕
事

が
で

き
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
を

整
備

す
る

。
⑥

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

す
る

た
め

に
有

給
休

暇
を

活
用

し
、

す
べ

て
の

事
業

所
に

お
い

て
年

一
度

、
5

連
休

（
も

し
く

は
3
連

休
×

２
回

）
を

取
得

す
る

。

エ
ル

ダ
ー

制
度

の
一

部
改

良

エ
ル

ダ
ー

研
修

の
企

画
と

実
施

面
談

の
質

向
上

O
JT

シ
ー

ト
に

よ
る

自
己

課
題

の
明

確
化

有
給

休
暇

の
計

画
的

付
与

・
活

用

9
（
３
）

自
主

的
な

学
習

活
動

と
実

践
成

果
の

理
論

化
と

共
有

①
事

業
所

毎
に

、
ケ

ア
の

質
向

上
と

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
の

研
修

会
を

企
画

・
実

施
す

る
。

②
法

人
全

職
員

対
象

の
「
サ

ー
ビ

ス
向

上
発

表
会

」
を

開
催

し
、

各
事

業
所

か
ら

代
表

者
が

発
表

す
る

。
③

サ
ー

ビ
ス

向
上

発
表

会
に

、
よ

り
多

く
の

地
域

関
係

者
、

養
成

校
の

教
員

・
学

生
を

招
き

、
さ

つ
き

会
の

ケ
ア

・
サ

ー
ビ

ス
の

質
向

上
取

り
組

み
を

発
信

す
る

。

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

研
修

の
企

画
と

実
施 サ

ー
ビ

ス
向

上
発

表
会

の
企

画
と

実
施

地
域

関
係

、
養

成
校

へ
の

発
信

8
（
３
）

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
向

上

①
職

員
同

士
が

心
と

心
を

通
い

合
わ

せ
、

人
と

人
を

結
び

つ
け

、
業

務
と

人
間

関
係

の
改

善
を

通
し

て
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
築

き
、

向
上

さ
せ

て
い

く
リ
ー

ダ
ー

・
主

任
を

育
成

す
る

。
②

リ
ー

ダ
ー

・
管

理
者

は
、

各
会

議
に

お
い

て
法

人
・
事

業
所

の
理

念
・
ビ

ジ
ョ
ン

、
介

護
観

を
部

下
に

共
鳴

し
て

も
ら

え
る

「
伝

え
る

力
」
を

身
に

つ
け

る
。

③
法

人
が

最
も

価
値

を
お

く
こ

と
は

何
か

、
仕

事
を

す
る

上
で

の
行

動
基

準
と

優
先

順
位

は
何

か
、

を
よ

り
明

確
に

わ
か

り
や

す
く

発
信

す
る

た
め

に
、

基
本

理
念

・
ビ

ジ
ョ
ン

・
行

動
指

針
の

再
構

築
を

図
る

。

リ
ー

ダ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

作
成

リ
ー

ダ
ー

教
育

（
O

JT
、

O
F
F
-
JT

）
の

実
施

基
本

理
念

・
ビ

ジ
ョ
ン

・
行

動
指

針
の

再
構

築
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３
．

　
重

点
目

標
に

対
す

る
取

組
み

H
2
5

H
2
6

H
2
7

表
の

凡
例

　
■

＝
調

査
・研

究
　

○
＝

実
施

　
→

＝
継

続
　

◇
＝

目
標

達
成

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
取

組
み

目
標

取
組

み
目

標
期

間
新

規
／

継
続

所
管

部
署

／
委

員
会

■
○

◇
新

規
法

人
本

部

○
→

◇
継

続
法

人
本

部

○
◇

→
→

継
続

法
人

本
部

○
◇

→
→

新
規

法
人

本
部

○
◇

→
→

継
続

法
人

本
部

○
◇

継
続

全
事

業
所

○
◇

継
続

法
人

本
部

○
◇

→
→

継
続

総
務

課

○
◇

→
→

新
規

総
務

課

■
延

期
延

期
継

続
法

人
本

部

○
◇

→
→

継
続

全
事

業
所

○
◇

→
→

継
続

居
宅

介
護

支
援

課

○
◇

→
→

新
規

全
事

業
所

○
◇

→
→

継
続

法
人

本
部

○
◇

→
→

継
続

全
事

業
所

○
→

◇
新

規
各

事
業

所

1
1

（
３
）

人
事

・
賃

金
シ

ス
テ

ム
の

改
善

①
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

を
有

効
に

活
用

し
て

、
職

種
・
職

位
毎

に
求

め
ら

れ
る

役
割

・
行

動
・
成

果
・
目

標
を

明
確

に
し

、
よ

り
多

く
の

職
員

が
安

心
と

希
望

を
も

っ
て

働
け

る
よ

う
制

度
を

運
用

す
る

。
②

介
護

職
員

の
賃

金
改

善
を

図
り

、
や

り
が

い
、

働
き

が
い

の
下

支
え

と
な

る
基

盤
を

強
固

に
す

る
。

新
人

事
制

度
の

効
果

的
運

用

賃
金

制
度

の
改

善

1
0

（
３
）

職
員

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

体
系

化

①
職

員
数

の
増

加
と

部
署

の
細

分
化

お
よ

び
業

務
課

題
の

多
様

化
に

よ
り

、
ス

タ
ッ

フ
一

人
ひ

と
り

の
専

門
職

と
し

て
の

成
長

も
急

務
の

課
題

と
言

え
る

。
心

を
込

め
た

丁
寧

な
介

看
護

・
支

援
を

直
接

・
間

接
に

担
う
人

材
を

育
成

す
る

た
め

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
策

定
し

、
階

層
別

＜
新

任
職

員
（
入

社
時

・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

含
む

）
、

現
任

職
員

研
修

、
リ
ー

ダ
ー

研
修

、
管

理
者

研
修

＞
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

体
系

化
し

、
年

間
計

画
を

も
と

に
定

期
的

な
研

修
を

実
施

す
る

。

階
層

別
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成

法
人

全
体

の
年

間
研

修
計

画
の

策
定

と
実

施

研
修

受
講

歴
の

デ
ー

タ
ー

ベ
ー

ス
化

1
3

（
３
）

広
報

活
動

と
求

人
活

動
の

充
実

①
「
法

人
・
施

設
の

顔
が

見
え

る
」
情

報
発

信
機

能
を

充
実

す
る

た
め

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

を
有

効
に

活
用

し
、

経
営

者
・
管

理
者

・
職

員
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

か
ら

メ
ッ

セ
ー

ジ
や

思
い

、
生

き
生

き
と

仕
事

を
す

る
職

員
の

姿
、

お
と

し
よ

り
と

ふ
れ

あ
う
様

子
、

地
域

と
の

か
か

わ
り

や
行

事
の

様
子

を
日

々
発

信
す

る
。

②
「
こ

こ
で

働
き

た
い

」
と

思
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

魅
力

あ
る

求
人

情
報

発
信

、
就

職
説

明
会

、
各

種
パ

ン
フ

作
成

を
行

う
。

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

に
よ

る
情

報
発

信

効
果

的
な

求
人

活
動

の
企

画
と

実
施

1
2

（
３
）

社
内

業
務

の
基

準
化

・
標

準
化

①
施

設
の

主
業

務
で

あ
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
は

じ
め

、
社

内
業

務
の

無
駄

、
ム

ラ
な

ど
現

在
の

課
題

を
明

確
に

し
、

基
準

に
基

づ
い

た
、

安
定

し
た

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
、

効
率

化
が

図
れ

る
体

制
を

構
築

す
る

。
②

同
時

に
、

新
人

教
育

、
引

き
継

ぎ
事

項
の

根
拠

の
明

確
化

、
担

当
者

や
責

任
の

所
在

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
で

、
や

り
が

い
と

働
き

が
い

の
あ

る
職

場
環

境
を

つ
く

る
。

業
務

手
順

書
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
チ

ェ
ッ

ク
表

の
作

成

業
務

手
順

書
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
チ

ェ
ッ

ク
表

の
編

纂

1
5

（
４
）

職
員

の
地

域
へ

の
貢

献

①
私

た
ち

職
員

が
地

域
へ

出
向

き
行

事
な

ど
へ

参
加

し
た

り
す

る
こ

と
で

地
域

と
の

交
流

を
図

っ
て

い
き

、
高

齢
者

福
祉

や
介

護
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
て

い
た

だ
く

。
②

さ
ら

に
職

員
自

身
が

地
域

を
知

り
、

地
域

を
学

ぶ
た

め
に

自
ら

積
極

的
に

地
域

活
動

に
参

加
す

る
。

地
域

活
動

へ
の

参
画

ケ
ア

ケ
ア

交
流

講
座

の
実

施

地
域

へ
の

出
前

講
座

（
茶

話
会

、
介

護
技

術
、

学
習

療
法

な
ど

）

1
4

（
３
）

福
祉

人
材

養
成

事
業

の
実

施
と

協
力

福
祉

系
養

成
校

、
認

知
症

介
護

実
務

者
研

修
へ

の
協

力
、

自
法

人
主

催
の

介
護

職
員

初
任

者
研

修
（
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

２
級

研
修

相
当

）
を

実
施

し
、

福
祉

人
材

の
育

成
に

努
め

る
。

介
護

職
員

初
任

者
研

修
の

実
施

1
6

（
４
）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
積

極
的

な
受

入

①
施

設
に

お
け

る
地

域
住

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は

、
入

居
者

と
の

な
じ

み
の

関
係

＝
「
ラ

イ
フ

パ
ー

ト
ナ

ー
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」
と

し
て

位
置

づ
け

、
更

な
る

協
力

を
得

て
い

く
。

②
ま

た
、

よ
り

一
層

、
地

域
住

民
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

意
欲

を
喚

起
し

、
行

事
へ

の
協

力
や

環
境

整
備

の
協

力
の

お
願

い
を

継
続

し
て

い
く

。
③

事
業

所
側

か
ら

依
頼

し
協

力
を

い
た

だ
い

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
々

に
、

事
業

所
毎

に
感

謝
の

気
持

ち
を

表
す

た
め

の
機

会
を

企
画

・
実

施
す

る
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
入

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

に
よ

る
年

間
行

事
の

策
定

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

へ
の

感
謝

の
気

持
ち

表
す

企
画

・
実

施

12



３
．

　
重

点
目

標
に

対
す

る
取

組
み

H
2
5

H
2
6

H
2
7

表
の

凡
例

　
■

＝
調

査
・研

究
　

○
＝

実
施

　
→

＝
継

続
　

◇
＝

目
標

達
成

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
取

組
み

目
標

取
組

み
目

標
期

間
新

規
／

継
続

所
管

部
署

／
委

員
会

■
○

◇
→

新
規

さ
つ

き
苑

な
ご

み
の

家

■
○

◇
新

規
さ

つ
き

苑
な

ご
み

の
家

■
○

◇
新

規
さ

つ
き

苑
な

ご
み

の
家

○
◇

→
→

新
規

在
宅

・
小

規
模

○
◇

→
→

新
規

在
宅

・
小

規
模

○
◇

→
→

新
規

在
宅

・
小

規
模

■
○

○
◇

新
規

総
務

課

新
規

総
務

課

○
○

◇
→

新
規

全
事

業
所

○
◇

継
続

総
務

課

○
◇

→
→

継
続

総
務

課

○
◇

→
→

継
続

総
務

課

○
◇

→
→

継
続

総
務

課

○
◇

→
→

継
続

総
務

課

○
◇

新
規

総
務

課

1
7

（
４
）

家
族

会
の

再
結

成
と

住
民

の
会

の
組

織
化

の
た

め
の

支
援

①
施

設
運

営
の

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

の
家

族
会

の
結

成
を

呼
び

か
け

、
入

居
者

と
ご

家
族

、
そ

し
て

施
設

の
三

位
一

体
に

よ
る

「
住

ま
い

」
づ

く
り

を
目

指
す

。
②

自
ら

の
老

後
を

豊
か

に
す

る
の

は
「
仲

間
」
と

い
う
こ

と
に

価
値

を
置

く
住

民
同

士
が

互
助

組
織

を
つ

く
り

、
仲

間
づ

く
り

と
施

設
運

営
に

協
力

・
参

画
し

て
も

ら
え

る
よ

う
支

援
を

行
う
。

家
族

会
（
後

援
会

）
の

設
置

家
族

会
参

画
に

よ
る

行
事

の
企

画
と

実
施

住
民

の
会

の
発

足
と

運
営

支
援

2
0

新
・
情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
の

再
構

築 全
事

業
所

の
黒

字
化

1
8

（
５
）

在
宅

ケ
ア

部
門

の
利

用
者

獲
得

の
た

め
の

集
客

・
営

業
活

動
の

強
化

①
わ

か
り

や
す

い
情

報
発

信
と

関
係

機
関

と
の

緊
密

な
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

ニ
ー

ズ
を

発
掘

し
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
結

び
つ

け
る

。

魅
力

的
な

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
・
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
の

整
備

（
更

新
）

町
内

外
の

地
域

機
関

・
医

療
機

関
へ

の
営

業

町
内

各
団

体
・
公

民
館

へ
出

向
き

、
Ｐ

Ｒ
活

動

1
9

（
５
）

社
内

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

の
再

構
築

①
社

内
の

電
算

化
さ

れ
た

情
報

・
デ

ー
タ

ー
の

管
理

方
法

を
抜

本
的

に
見

直
し

、
い

か
な

る
事

態
に

お
い

て
も

デ
ー

タ
ー

消
失

せ
ず

、
担

当
者

以
外

は
ア

ク
セ

ス
で

き
な

い
強

固
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

と
、

蓄
積

さ
れ

た
資

源
の

効
率

的
活

用
を

実
現

で
き

る
新

・
情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
を

再
構

築
す

る
。

経
費

（
委

託
費

、
リ
ー

ス
料

、
光

熱
水

費
等

）
の

削
減

月
次

決
算

報
告

－
毎

月
1
5
日

ま
で

業
績

管
理

報
告

－
毎

月
2
0
日

ま
で

四
半

期
毎

の
収

支
分

析
報

告

決
算

財
務

分
析

報
告

介
護

報
酬

に
関

わ
る

請
求

業
務

・
管

理
の

一
元

化

適
正

利
益

の
確

保
①

数
値

に
よ

る
経

営
管

理
を

徹
底

し
、

収
益

の
安

定
・
増

大
、

コ
ス

ト
の

適
正

化
を

通
じ

て
適

正
利

益
を

確
保

す
る

。
（
５
）

13



　
高

校
生

ア
ル

バ
イ

ト

シ
ダ

ッ
ク

ス

（
給

食
業

務
委

託
）

１
　

小
嶌

千
恵

美
１

　
坂

林
美

幸
１

　
藤

木
智

美

調
理

員

１
　

柿
本

由
紀

子
２

　
佐

藤
健

一
３

　
大

坪
信

子
２

　
三

浦
　

操
２

　
新

見
と

し
子

２
　

下
村

裕
子

２
　

渡
部

　
綾

２
　

松
浦

志
保

２
　

大
林

亜
由

子
３

　
高

橋
良

恵
３

　
藤

川
朋

恵
１

　
後

山
奈

那
子

３
　

渡
辺

珠
美

３
　

深
瀬

千
津

３
　

寒
河

江
ゆ

か
り

３
　

村
田

幸
子

４
　

小
笠

原
二

美
３

　
新

井
友

美
４

　
桑

原
ゆ

か
り

３
　

有
倉

広
恵

４
　

中
野

幸
恵

５
　

佐
々

木
恵

美
子

４
　

田
中

栄
子

２
　

牧
野

美
子

２
　

稲
井

幸
子

４
　

星
　

さ
お

り
ケ

ア
ス

タ
ッ

フ
（正

）
４

　
小

林
美

由
紀

４
　

長
門

石
民

子
５

　
中

田
恵

子
４

　
山

本
瑛

里
奈

調
理

師
６

　
高

橋
早

苗
５

　
臼

井
郊

美
５

　
山

本
忠

晴
５

　
千

葉
利

恵
６

　
相

原
く
み

こ

６
　

佐
藤

ひ
ろ

み
３

　
木

村
奈

々
３

　
堀

井
瑞

恵
５

　
喜

多
明

日
香

６
　

岡
本

琴
乃

６
　

加
藤

三
和

６
　

山
中

さ
ち

子
７

　
伊

藤
尚

子
４

　
下

川
由

美
４

　
寺

村
　

敦
６

　
荒

井
晃

代
７

　
坂

原
有

紀
６

　
茂

田
吏

音
香

６
　

畑
山

真
理

子
７

　
北

川
美

保
７

　
西

江
真

理

７
　

山
根

智
都

子
８

　
上

野
ま

ゆ
み

７
　

佐
藤

雪
菜

５
　

大
倉

隆
弘

５
　

蓮
井

里
予

７
　

高
橋

み
ゆ

き
８

　
樫

山
ひ

と
み

７
　

高
橋

拓
弥

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
正

）
８

　
柳

原
明

美

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

８
　

中
山

里
恵

６
　

吉
田

麻
唯

５
　

住
友

　
梢

６
　

佐
藤

美
由

貴
８

　
藤

原
　

響
９

　
古

屋
ま

ゆ
み

　
８

　
永

野
範

子
７

　
中

澤
真

理
８

　
若

宮
大

樹
９

　
佐

久
間

　
勝

（
現

場
責

任
者

）
２

　
永

山
利

治
９

　
松

原
美

咲
７

　
角

谷
美

紀
６

　
西

山
　

志
７

　
伊

藤
　

玲
９

　
鶴

谷
和

泉
1
0 

 菅
原

景
子

９
　

佐
藤

恭
子

８
　

宮
原

健
太

９
　

常
田

絢
子

1
0 

（津
野

良
江

）

８
  
寺

崎
　

豪
３

　
山

本
三

郎
10

 （
谷

口
尚

弘
）

８
 （

谷
岡

宏
樹

）
７

　
長

多
泰

志
８

　
近

間
愛

美
10

  
西

　
由

希
1
1 

（設
楽

剛
寛

）
1
0 

（
松

嶋
清

二
）

９
　

畠
山

孝
子

10
  
山

内
美

里
1
1 

（能
登

純
子

）

８
　

西
　

太
輔

９
 （

菅
原

雄
樹

）
11

 （
志

知
百

合
佳

）
1
1 

（
林

崎
美

紀
）

1
0 

 佐
々

木
　

彰
11

  
松

本
由

美

９
 （

佐
藤

晴
美

）
1
1 

 坂
口

竹
美

12
 （

室
橋

綾
乃

）

1
2 

（成
田

直
美

）

1
3 

（森
　

ひ
ろ

み
）

（
管

理
者

）
（管

理
者

）
（管

理
者

）
（
管

理
者

）
（管

理
者

）

　
　

（秋
保

友
美

）

　
副

施
設

長
 兼

　
法

人
本

部
事

務
局

長

　
リ

ー
ダ

ー

平
成

27
年

4月
1
日

（
谷

本
政

美
）

津
野

良
江

主
任

　
（秋

保
友

美
）

主
任

　
林

崎
美

紀

谷
本

政
美秋

保
友

美

　
主

任

総
務

課
長

 兼
法

人
本

部
事

務
局

次
長

谷
　

和
仁

尾
上

健
介

主
任

　
米

澤
美

絵

地
域

包
括

（
出

向
）

主
任

ケ
ア

マ
ネ

　
　

　
細

野
有

美

佐
々

木
政

雄

主
任

　
山

内
政

昭
主

任
　

谷
口

尚
弘

伊
藤

　
巧

法
人

の
経

営
理

念
　

　
「
私

た
ち

は
、

社
会

福
祉

事
業

を
通

し
て

地
域

社
会

・
住

民
に

と
っ

て
な

く
て

は
な

ら
な

い
存

在
で

  
 あ

り
続

け
る

。
」

法
人

の
使

命
　

　
「
高

齢
者

の
自

立
し

た
尊

厳
あ

る
、

人
間

ら
し

い
生

活
を

守
る

」
法

人
の

介
護

理
念

　
一

 人
間

尊
重

（一
人

ひ
と

り
を

か
け

が
え

の
な

い
人

間
と

し
て

大
切

に
し

ま
す

）
　

一
 当

事
者

主
体

（そ
の

人
の

人
生

や
生

活
の

主
体

は
、

相
手

に
あ

る
こ

と
を

大
切

に
し

ま
す

）
　

一
 利

用
者

本
位

（常
に

相
手

の
身

に
な

り
、

相
手

の
立

場
に

立
っ

て
考

え
行

動
す

る
こ

と
を

大
切

に
し

ま
す

）
社

是
　

信
頼

　
　

創
造

　
　

自
立

（
自

律
）

　
　

　
施

設
長

　
　

　
　

波
潟

幸
敏

　
　

嘱
託

医
　

　
　

浅
井

真
一

郎

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
'-

 評
議

員
 -

1 
木

津
真

庭
　

2 
波

潟
幸

敏
　

3 
浅

井
基

典
　

4 
川

口
幸

三
5 

木
村

義
明

　
6 

荒
　

尋
子

　
 7

 幸
村

敏
晴

　
8 

浅
井

真
一

郎
　

9 
石

部
直

幸
　

10
 山

崎
秀

子
　

1
1 

打
本

紀
美

恵
12

　
　

　
　

　
　

 1
3

　
　

　
理

事
長

　
　

　
　

木
津

真
庭

常
務

理
事

　
1
 波

潟
幸

敏
理

事
　

2
 浅

井
基

典
　

　
3 

川
口

幸
三

　
　

 　
 4

 木
村

義
明

　
　

5
 荒

　
尋

子
監

事
　

1
 前

井
文

憲
　

　
2 

島
畑

光
信

主
任

　
能

登
純

子

　
在

宅
介

護
支

援
課

長
居

宅
介

護
支

援
課

長
　

　
生

活
福

祉
課

長
地

域
密

着
小

規
模

Ｇ
Ｈ

課
長

地
域

密
着

小
規

模
特

養
課

長

主
任

　
西

中
恵

子

設
楽

剛
寛

成
田

直
美

　
　

　
介

護
部

長

主
任

　
森

　
ひ

ろ
み室

橋
綾

乃

１
　

鈴
木

さ
ゆ

り

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

松
嶋

清
二

佐
藤

晴
美

菅
原

雄
樹

谷
岡

宏
樹

志
知

百
合

佳
ユ

ニ
ッ

ト
リ

ー
ダ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
リ

ー
ダ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
リ

ー
ダ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
リ

ー
ダ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
リ

ー
ダ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
リ

ー
ダ

ー
　

リ
ー

ダ
ー

（秋
保

友
美

）
（
林

崎
美

紀
）

（
谷

本
政

美
）

（谷
本

政
美

）
（ 

能
登

純
子

）

１
　

己
上

純
子

栄
養

士
（正

）
（西

中
恵

子
）

11
 （

谷
　

和
仁

）
（波

潟
幸

敏
）

管
理

栄
養

士
（
正

）

９
　

（西
中

恵
子

）
（
秋

保
友

美
）

（設
楽

剛
寛

）
（
計

画
作

成
担

当
者

）
（
管

理
者

）

（管
理

者
）

（
管

理
者

）
（
管

理
者

）
（
計

画
作

成
担

当
者

）

　
　

（
伊

藤
尚

子
）

（
計

画
作

成
担

当
者

）
（計

画
作

成
担

当
者

）

（
サ

ー
ビ

ス
提

供
責

任
者

）

管
理

当
直

員
（
派

遣
）

４
　

霜
野

義
則

管
理

当
直

員
（
パ

ー
ト

）

５
　

出
倉

麻
紀

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
パ

ー
ト

）

４
　

鈴
木

み
ゆ

き
用

務
員

・
運

転
員

（
嘱

託
）

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
正

）

５
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

（
正

）
ケ

ア
ス

タ
ッ

フ
（
正

）

１
　

大
沼

昌
之

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
正

）
ケ

ア
ス

タ
ッ

フ
（正

）

４
　

服
部

み
ゆ

き

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（パ
ー

ト
）

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
正

）
ケ

ア
ス

タ
ッ

フ
（
正

）

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（正
）

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
パ

ー
ト

）
３

　
岡

田
か

ず
み

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
正

）
５

　
大

懸
恵

美

４
　

磯
部

愛
美

２
　

鹿
内

雅
幸

３
　

中
田

の
り

子
ケ

ア
ス

タ
ッ

フ
（
パ

ー
ト

）
４

　
佐

々
木

恵
子

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
パ

ー
ト

）
看

護
職

員
（
正

）
ケ

ア
ス

タ
ッ

フ
（
パ

ー
ト

）
ケ

ア
ス

タ
ッ

フ
（
派

遣
）

２
  
若

井
真

知
子

（リ
ネ

ン
業

務
委

託
）

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
（
パ

ー
ト

）
３

　
伊

賀
あ

け
み

１
　

坂
田

時
和

１
　

江
上

う
ら

ら
ケ

ア
ス

タ
ッ

フ
（
パ

ー
ト

）
２

　
山

元
洋

子
３

  
（己

上
純

子
）

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
パ

ー
ト

）
調

理
ス

タ
ッ

フ
（
パ

ー
ト

）
調

理
ス

タ
ッ

フ
（
パ

ー
ト

）
ケ

ア
ス

タ
ッ

フ
（パ

ー
ト

）

２
　

岸
部

弘
子

主
任

ケ
ア

マ
ネ

（
正

）
看

護
職

員
（
パ

ー
ト

）
看

護
職

員
（
パ

ー
ト

）
看

護
職

員
（正

）
１

　
森

島
菊

江

１
　

小
野

美
幸

　
（
谷

水
さ

お
り

）
１

　
谷

水
さ

お
り

１
　

小
野

明
子

１
　

稗
田

み
つ

よ
事

務
員

（
正

）
２

　
永

村
礼

子
看

護
職

員
（正

）
２

　
河

田
真

美
子

看
護

職
員

（
パ

ー
ト

）

食
事

介
助

ス
タ

ッ
フ

（
パ

ー
ト

・ア
ル

バ
イ

ト
）

北
野

夕
美

、
堀

江
八

枝
子

、
篠

崎
教

子
、

稗
田

郁
恵

、
渡

辺
美

千
子

、
成

田
京

子
、

古
田

キ
ヨ

エ
、

京
免

日
菜

（
清

掃
業

務
委

託
）

１
　

古
川

美
由

紀
１

　
竹

下
洋

一

調
理

ス
タ

ッ
フ

（
パ

ー
ト

）

１
　

佐
々

木
美

香

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
パ

ー
ト

）

看
護

職
員

（
パ

ー
ト

）
看

護
職

員
（
正

）
看

護
職

員
（正

）
看

護
職

員
（
パ

ー
ト

）
ベ

リ
ー

ジ
ャ

パ
ン

事
務

員
（
パ

ー
ト

）
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

（
登

録
）

運
転

員
（パ

ー
ト

）
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

（
正

）
調

理
ス

タ
ッ

フ
（
パ

ー
ト

）

（和
ユ

ニ
ッ

ト
）

（
洋

ユ
ニ

ッ
ト

）
（
小

規
模

多
機

能
）

（
そ

ら
ユ

ニ
ッ

ト
）

（
は

な
ユ

ニ
ッ

ト
）

（小
規

模
多

機
能

）

２
年

生
：
加

藤
か

な
こ

３
年

生
：

（
ヘ

ル
パ

ー
）

（
デ

イ
は

ぴ
）

（
た

ん
ぽ

ぽ
ユ

ニ
ッ

ト
）

（
な

で
し

こ
ユ

ニ
ッ

ト
）

（す
ず

ら
ん

ユ
ニ

ッ
ト

）

１
年

生
：

『
自

立
し

た
尊

厳
あ

る
人

間
ら

し
い

生
活

を
保

障
さ

れ
る

べ
き

高
齢

者
』

法
人

本
部

総
務

課
在

宅
介

護
支

援
課

居
宅

介
護

支
援

課
生

活
福

祉
課

地
域

密
着

小
規

模
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

課
地

域
密

着
小

規
模

特
養

課
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１
．

　
基

本
方

針

２
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
（
２

）
継

続
副

施
設

長
佐

々
木

佐
藤

2
（
３

）
継

続
施

設
長

副
施

設
長

介
護

部
長

3
（
３

）
継

続
介

護
部

長

事
業

所
名

（部
署

）
法

人
本

部

　
『
地

域
に

生
き

る
こ

と
を

支
え

る
』

私
た

ち
の

目
標

は
、

高
齢

者
が

最
後

ま
で

住
み

慣
れ

た
地

域
で

、
自

立
し

た
尊

厳
あ

る
人

間
ら

し
い

生
活

を
送

れ
る

こ
と

で
す

。
そ

の
た

め
に

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

。
そ

の
答

え
は

、
一

人
ひ

と
り

の
利

用
者

に
よ

っ
て

異
な

り
ま

す
。

私
た

ち
は

、
一

人
で

も
多

く
の

人
が

、
一

日
で

も
長

く
、

地
域

に
住

み
続

け
ら

れ
る

よ
う

、
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

的
確

か
つ

迅
速

に
対

応
し

な
が

ら
、

さ
つ

き
会

が
地

域
安

心
拠

点
と

な
る

た
め

の
基

盤
づ

く
り

に
全

力
を

尽
く

す
三

年
間

と
し

ま
す

。

　
(1

)　
施

設
で

生
活

す
る

利
用

者
が

、
最

後
ま

で
人

生
を

楽
し

く
豊

か
に

暮
ら

せ
る

よ
う

、
良

質
高

度
な

ケ
ア

・
サ

ー
ビ

ス
を

、
心

を
こ

め
て

提
供

で
き

る
基

盤
を

整
備

す
る

。
　

(2
)　

介
護

を
要

す
る

地
域

住
民

と
そ

の
家

族
が

、
的

確
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

下
、

必
要

な
時

、
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
、

鷹
栖

町
で

住
み

続
け

る
こ

と
を

支
援

す
る

基
盤

を
整

備
す

る
。

  
(3

)　
人

を
大

切
に

し
、

人
を

育
て

よ
う

と
す

る
、

温
か

く
意

欲
的

で
支

持
的

な
職

場
を

つ
く

り
、

安
心

ア
ッ

プ
、

や
る

気
ア

ッ
プ

、
チ

ー
ム

力
ア

ッ
プ

、
定

着
率

ア
ッ

プ
、

業
績

ア
ッ

プ
を

図
る

。
  

(4
)　

地
域

と
家

族
の

力
を

活
か

し
た

施
設

運
営

の
基

盤
を

整
備

す
る

。
　

(5
)　

効
率

的
・
安

定
的

な
法

人
経

営
・
施

設
運

営
体

制
の

基
盤

を
整

備
す

る
。

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

新
た

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

の
社

会
福

祉
事

業
・
地

域
貢

献
事

業
の

開
発

・
実

施
①

要
支

援
・
軽

度
の

要
介

護
者

が
、

必
要

な
在

宅
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
、

可
能

な
か

ぎ
り

鷹
栖

町
で

自
立

し
た

生
活

が
営

め
る

よ
う
高

齢
者

住
宅

の
整

備
を

検
討

す
る

。

職
員

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

体
系

化

階
層

別
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
体

系
化

し
、

定
期

的
な

研
修

を
企

画
・
実

施
す

る
た

め
の

プ
ロ

ク
ラ

ム
作

成
を

行
う
。

①
階

層
別

（
新

人
・
現

任
・
リ
ー

ダ
ー

・主
任

・
課

長
）
の

職
員

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
の

た
め

の
準

備
・
調

査
。

②
階

層
別

（
新

人
・
現

任
・
リ
ー

ダ
ー

・主
任

・
課

長
）
の

職
員

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
。

③
法

人
全

体
の

年
間

職
員

研
修

計
画

の
作

成
。

④
研

修
受

講
歴

（
社

内
・
社

外
）
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
。

エ
ル

ダ
ー

制
度

の
見

直
し

①
エ

ル
ダ

ー
制

度
の

一
部

改
良

（
エ

ル
ダ

ー
の

手
引

き
、

面
談

シ
ー

ト
、

エ
ル

ダ
ー

カ
レ

ン
ダ

ー
等

の
導

入
）

②
エ

ル
ダ

ー
へ

の
教

育
方

針
・
方

法
の

理
解

と
習

得
の

た
め

の
研

修
会

を
企

画
・
実

施
す

る
。
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３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

4
（
３

）
継

続
施

設
長

5
（
３

）
継

続
介

護
部

長

6
（
３

）
継

続
介

護
部

長

7
（
３

）
継

続
副

施
設

長

8
（
３

）
継

続
介

護
部

長

9
（
３

）
継

続
施

設
長

1
0

（
３

）
継

続
副

施
設

長

1
1

（
３

）
継

続
副

施
設

長

指
導

職
・
管

理
職

の
育

成
・
教

育
の

企
画

・
実

施
指

導
職

・
管

理
職

が
業

務
上

発
生

す
る

諸
課

題
に

対
し

て
、

「
強

い
精

神
力

」
、

「
前

向
き

な
考

え
方

」
を

持
ち

課
題

解
決

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
続

け
ら

れ
る

よ
う
、

心
理

面
・
思

考
面

の
強

化
を

目
的

と
す

る
研

修
を

実
施

す
る

。

定
期

面
談

の
実

施
職

員
の

不
安

を
取

り
除

き
、

上
司

・
部

下
が

心
を

通
い

合
わ

せ
る

た
め

の
定

期
的

な
面

談
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

適
正

な
運

用
が

継
続

で
き

る
た

め
の

諸
規

程
を

整
備

す
る

。

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

・
自

己
啓

発
の

た
め

の
研

修
の

企
画

と
実

施
介

護
に

お
け

る
救

急
時

や
感

染
予

防
、

ス
ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

の
職

員
が

身
に

つ
け

る
べ

き
技

術
・
知

識
に

関
す

る
全

体
職

員
研

修
を

企
画

・
実

施
す

る
。

福
祉

人
材

養
成

事
業

の
実

施
と

協
力

①
平

成
2
4
年

度
を

も
っ

て
訪

問
介

護
員

養
成

研
修

事
業

が
廃

止
と

な
り

、
こ

れ
に

伴
い

、
鷹

栖
高

校
居

宅
介

護
従

事
者

3
級

養
成

事
業

が
終

了
し

た
た

め
、

平
成

2
5
年

度
か

ら
新

た
に

制
度

化
さ

れ
る

介
護

職
員

初
任

者
研

修
の

実
施

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
②

福
祉

系
養

成
校

、
認

知
症

介
護

実
務

者
研

修
へ

の
協

力
を

積
極

的
に

行
い

、
マ

ン
パ

ワ
ー

の
育

成
に

努
め

る
。

基
礎

介
護

力
の

向
上

①
全

て
の

介
看

護
職

員
が

、
自

己
の

知
識

・
技

術
を

点
検

し
、

そ
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
の

基
礎

介
護

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

。
②

主
任

・
リ
ー

ダ
ー

に
対

す
る

介
護

の
基

本
・
専

門
知

識
の

習
得

研
修

を
、

管
理

職
が

中
心

と
な

っ
て

実
施

す
る

。

リ
ー

ダ
ー

育
成

・
教

育
の

企
画

・
実

施

職
員

同
士

が
心

を
通

い
合

わ
せ

、
人

と
を

結
び

つ
け

、
業

務
と

人
間

関
係

の
改

善
を

通
じ

て
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
を

築
き

、
向

上
さ

せ
て

い
く

リ
ー

ダ
ー

・
主

任
を

育
成

す
る

。
①

リ
ー

ダ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

す
る

。
②

リ
ー

ダ
ー

教
育

（
O

JT
、

O
F
F
-
JT

）を
実

施
す

る
。

実
践

成
果

の
理

論
化

と
共

有

①
各

部
署

・
各

事
業

所
の

取
り

組
み

を
よ

り
多

く
の

職
員

に
発

表
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

自
分

た
ち

の
取

り
組

み
を

振
り

返
り

、
そ

の
成

果
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
他

部
署

・
他

事
業

所
の

職
員

と
共

有
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

さ
つ

き
会

全
体

の
サ

ー
ビ

ス
向

上
を

図
る

た
め

、
全

職
員

対
象

の
「
サ

ー
ビ

ス
向

上
発

表
会

」
を

開
催

す
る

。
②

よ
り

多
く

の
地

域
関

係
者

、
養

成
校

の
教

員
・
学

生
を

招
き

、
さ

つ
き

会
の

ケ
ア

・
サ

ー
ビ

ス
の

質
向

上
取

り
組

み
を

発
信

す
る

。

各
種

資
格

取
得

の
た

め
の

支
援

専
門

性
向

上
の

客
観

的
根

拠
の

一
つ

と
し

て
資

格
取

得
を

掲
げ

、
資

格
取

得
推

進
の

た
め

、
研

修
助

成
の

見
直

し
を

行
う
。

ま
た

、
介

護
福

祉
士

・
社

会
福

祉
士

・
介

護
支

援
専

門
員

の
受

験
者

が
自

主
的

・
意

欲
的

に
参

加
で

き
る

受
験

対
策

講
座

と
な

る
よ

う
、

講
座

内
容

を
見

直
す

。
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３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

1
2

（
３

）
継

続
副

施
設

長

1
3

（
５

）
継

続
施

設
長

社
内

業
務

の
基

準
化

・
標

準
化

業
務

に
お

け
る

ム
リ
・
ム

ラ
・
ム

ダ
が

な
い

効
率

的
・
安

定
的

か
つ

標
準

的
な

業
務

推
進

体
制

を
確

立
す

る
た

め
の

基
盤

整
備

を
行

う
。

人
事

・
賃

金
シ

ス
テ

ム
の

運
用

と
見

直
し

①
新

た
に

制
度

化
し

た
人

事
・
賃

金
シ

ス
テ

ム
の

運
用

と
必

要
な

見
直

し
を

行
い

、
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

を
有

効
に

活
用

し
て

、
職

種
・
職

位
毎

に
求

め
ら

れ
る

役
割

・
行

動
・
成

果
・
目

標
を

明
確

に
し

、
よ

り
多

く
の

職
員

が
安

心
と

希
望

を
も

っ
て

働
け

る
職

場
づ

く
り

を
行

う
。

②
介

護
職

員
の

賃
金

改
善

を
図

り
、

や
り

が
い

、
働

き
が

い
の

下
支

え
と

な
る

基
盤

を
強

固
に

す
る

。
③

定
期

的
に

制
度

に
関

す
る

説
明

会
を

開
催

し
て

職
員

の
理

解
を

深
め

、
一

人
ひ

と
り

が
自

ら
の

役
割

と
責

任
を

自
覚

し
て

行
動

で
き

る
よ

う
、

ま
た

、
上

位
の

役
割

資
格

等
級

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

る
よ

う
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

（
サ

ポ
ー

ト
面

談
の

実
施

検
討

）
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１
．

　
基

本
方

針

２
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
（
１

）
継

続
己

上

2
（
１

）
継

続
己

上

3
（
１

）
継

続
己

上

4
（
１

）
継

続
己

上

事
業

所
名

（部
署

）
法

人
本

部
（
給

食
部

門
：
デ

イ
セ

ン
タ

ー
・
な

ご
み

の
家

・
ぬ

く
も

り
の

家
え

ん
担

当
）

１
）
 ご

利
用

者
の

栄
養

状
態

を
把

握
し

、
低

栄
養

状
態

の
軽

減
も

し
く

は
悪

化
の

防
止

に
努

め
ま

す
２

）
 食

事
が

お
い

し
く

感
じ

ら
れ

、
そ

の
人

の
生

活
を

潤
す

も
の

と
な

る
た

め
に

、
各

事
業

所
に

合
わ

せ
た

食
事

を
提

供
し

ま
す

３
）
 安

心
し

て
食

事
を

召
し

上
が

っ
て

頂
く

た
め

に
、

衛
生

管
理

の
徹

底
と

関
係

職
種

と
の

連
携

機
能

の
強

化
に

努
め

ま
す

（
１

）
お

い
し

く
楽

し
め

る
食

事
の

提
供

（
２

）
衛

生
管

理
の

徹
底

（
３

）
各

事
業

所
に

合
わ

せ
た

食
事

提
供

の
実

施
（
４

）
関

係
職

種
と

の
連

携
機

能
の

強
化

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

食
事

の
質

の
向

上
生

活
の

基
本

で
あ

り
、

楽
し

み
の

一
つ

で
あ

る
食

事
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

関
係

職
種

と
連

携
し

、
食

事
の

質
・
形

態
・
提

示
方

法
の

検
討

・
見

直
し

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
低

栄
養

状
態

の
ご

利
用

者
に

は
個

別
に

対
応

し
、

食
事

摂
取

量
の

向
上

に
努

め
ま

す
。

嗜
好

を
尊

重
し

た
献

立
作

り
ご

利
用

者
ご

本
人

の
意

思
・
嗜

好
を

尊
重

し
た

献
立

作
り

に
よ

り
、

満
足

感
と

Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

向
上

を
図

る
た

め
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

・
な

ご
み

の
家

・
ぬ

く
も

り
の

家
え

ん
に

て
年

1
回

の
嗜

好
調

査
を

実
施

し
ま

す
。

適
温

提
示

の
徹

底
食

事
を

「
温

か
い

も
の

は
温

か
く

、
冷

た
い

も
の

は
冷

た
く

」
提

供
す

る
こ

と
で

、
よ

り
食

事
が

お
い

し
く

、
楽

し
い

も
の

に
な

る
よ

う
食

事
提

示
方

法
の

作
業

確
認

を
行

い
ま

す
。

見
て

楽
し

め
る

食
事

の
提

供
①

満
足

感
と

Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

向
上

を
図

る
た

め
、

献
立

の
み

で
な

く
、

食
器

へ
の

配
慮

を
し

、
見

た
目

に
楽

し
く

、
食

べ
や

す
い

食
事

を
提

供
し

ま
す

。
②

年
2
回

、
栄

養
士

に
よ

る
手

作
り

お
や

つ
提

供
の

た
め

の
計

画
と

実
施

。
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３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

5
（
２

）
継

続
己

上

6
（
３

）
継

続
己

上

7
（
３

）
継

続
/
新

規
己

上

8
（
４

）
継

続
/
新

規
己

上

安
全

で
美

味
し

く
楽

し
い

食
事

の
提

供

①
食

中
毒

予
防

対
策

を
厳

守
し

、
安

全
な

食
事

を
提

供
す

る
②

摂
食

障
害

者
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
期

の
方

へ
の

適
切

な
食

事
形

態
や

提
示

方
法

の
実

施
（
美

味
し

い
ソ

フ
ト
食

・
や

わ
ら

か
食

を
3
食

導
入

）
③

あ
る

見
た

目
も

良
く

美
味

し
い

ソ
フ

ト
食

の
提

供
に

向
け

、
情

報
の

収
集

と
栄

養
士

に
よ

る
試

作
を

行
い

、
そ

の
情

報
を

各
現

場
に

提
供

し
て

い
き

ま
す

。
④

鷹
栖

な
ご

み
の

家
で

、
1
日

2
食

（
朝

・
夕

）
の

玄
米

ご
飯

の
提

供
と

玄
米

1
0
0
％

粥
の

導
入

（
1
日

3
食

）
⑤

多
職

種
に

よ
る

ミ
ー

ル
ラ

ウ
ン

ド
を

実
施

し
、

健
康

状
態

を
維

持
に

努
め

る
⑥

病
状

や
摂

食
状

況
に

合
わ

せ
、

美
味

し
く

健
康

維
持

が
で

き
る

食
事

の
提

供
に

努
め

る
（

⑦
入

居
者

・
利

用
者

の
嗜

好
を

取
り

入
れ

た
季

節
感

の
あ

る
食

事
、

行
事

食
の

計
画

、
実

施

関
係

職
種

と
の

連
携

機
能

の
強

化
①

ご
利

用
者

に
よ

り
安

全
・
安

心
・
満

足
し

て
頂

け
る

食
事

提
供

の
た

め
、

委
託

業
者

と
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
実

施
し

、
関

係
職

種
と

の
情

報
交

換
・
協

力
体

制
を

密
に

し
て

い
き

ま
す

。
②

各
部

署
と

の
給

食
に

関
す

る
情

報
を

共
有

し
、

問
題

点
の

発
見

と
改

善
に

努
め

ま
す

。

衛
生

管
理

お
よ

び
給

食
設

備
の

確
認

と
徹

底

①
給

食
設

備
調

査
指

導
結

果
を

基
に

、
衛

生
管

理
お

よ
び

給
食

設
備

を
定

期
的

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
異

物
混

入
や

食
中

毒
防

止
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

厨
房

器
具

等
の

見
直

し
・
必

要
備

品
の

購
入

に
よ

る
改

善
を

行
い

ま
す

。
②

各
現

場
で

安
全

な
食

事
が

提
供

で
き

る
よ

う
、

食
中

毒
予

防
研

修
を

行
い

ま
す

。

利
用

者
・
家

族
・
職

員
が

楽
し

め
る

行
事

食
の

実
施

地
域

密
着

型
特

養
ぬ

く
も

り
の

家
え

ん
・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

鷹
栖

な
ご

み
の

家
に

入
居

さ
れ

て
い

る
方

に
は

家
庭

の
温

か
み

が
あ

り
、

季
節

に
合

わ
せ

た
食

事
と

各
種

行
事

に
合

わ
せ

た
食

事
の

提
案

・
提

供
を

し
ま

す
。

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

ご
利

用
者

に
は

、
外

食
を

し
て

い
る

と
い

う
満

足
感

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

、
月

1
回

の
イ

ベ
ン

ト
食

の
提

供
と

、
各

種
行

事
に

合
わ

せ
た

食
事

の
提

案
・
提

供
を

し
ま

す
。
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１
．

　
基

本
方

針

２
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
（
１
）

継
続

佐
々

木
高

橋

2
（
２
）

継
続

佐
々

木
高

橋

3
（
７
）

継
続

佐
々

木
山

内

接
遇

の
向

上
①

地
域

に
密

着
し

た
信

頼
の

あ
る

施
設

を
目

指
し

、
接

客
対

応
の

向
上

に
努

め
る

。
②

ス
タ

ッ
フ

全
員

が
接

遇
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
に

参
加

す
る

。
③

接
遇

・環
境

等
に

対
す

る
総

務
課

満
足

度
調

査
の

実
施

す
る

。

施
設

環
境

の
維

持
管

理

①
全

事
業

所
の

建
物

・附
属

設
備

・車
輌

の
定

期
点

検
及

び
必

要
な

営
繕

を
行

う
。

②
さ

つ
き

苑
内

外
の

美
観

を
保

つ
た

め
定

期
的

な
点

検
と

必
要

な
営

繕
を

行
う
。

③
年

間
営

繕
計

画
を

作
成

す
る

。
④

お
も

て
な

し
の

心
を

表
し

、
来

客
者

が
快

適
に

過
ご

せ
る

空
間

を
演

出
で

き
る

よ
う
、

さ
つ

き
苑

の
玄

関
と

大
ホ

ー
ル

の
環

境
整

備
計

画
を

作
成

す
る

。
⑤

事
務

所
内

の
５

Ｓ
活

動
を

推
進

、
休

憩
室

の
改

修
工

事
を

通
じ

、
環

境
改

善
に

努
め

る
。

⑥
将

来
的

な
需

要
や

修
繕

・改
修

の
実

施
時

期
に

つ
い

て
、

中
長

期
的

視
点

に
立

っ
た

う
え

で
、

計
画

な
工

事
を

実
施

す
る

た
め

の
中

長
期

修
繕

計
画

を
策

定
す

る
。

⑦
清

掃
及

び
リ
ネ

ン
業

務
委

託
業

者
と

の
連

携
を

深
め

、
清

潔
で

衛
生

的
な

環
境

を
保

持
す

る
。

組
織

的
・総

合
的

な
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
の

推
進

「災
害

に
強

い
施

設
づ

く
り

」
を

目
指

し
、

防
災

用
品

・備
蓄

品
の

完
備

、
各

種
訓

練
の

徹
底

、
地

域
と

の
共

同
に

よ
る

防
災

訓
練

を
実

施
す

る
。

事
業

所
名

（
部

署
）

総
務

課

『
職

員
一

人
ひ

と
り

の
能

力
を

高
め

、
組

織
と

し
て

力
を

発
揮

し
ま

す
』

・
単

に
事

務
処

理
す

る
の

で
は

な
く

、
あ

ら
ゆ

る
問

題
点

を
い

ち
早

く
察

知
し

、
改

善
・
対

応
す

る
｢対

応
力

｣を
養

う
と

と
も

に
幅

広
い

業
務

を
迅

速
で

正
確

に
効

率
よ

く
行

う
｢計

画
性

｣を
求

め
ま

す
。

・
組

織
内

の
報

告
･連

絡
･相

談
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
朝

礼
の

活
用

等
に

よ
る

法
人

理
念

や
業

務
知

識
な

ど
の

共
有

を
通

じ
、

組
織

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

　 （
１

）
笑

顔
と

や
さ

し
さ

・
思

い
や

り
の

あ
る

心
の

こ
も

っ
た

接
遇

を
努

め
ま

す
。

（
２

）
施

設
で

生
活

す
る

利
用

者
が

安
全

で
潤

い
の

あ
る

生
活

が
で

き
る

よ
う

に
、

清
潔

で
快

適
な

居
住

空
間

と
環

境
整

備
を

つ
く

る
。

（
３

）
コ

ス
ト
意

識
、

効
率

、
ス

ピ
ー

ド
、

正
確

な
事

務
処

理
を

す
る

。
（
４

）
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く

り
と

と
も

に
、

安
心

で
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

を
つ

く
り

ま
す

。
（
５

）
チ

ー
ム

総
務

の
一

員
と

し
て

、
自

部
署

は
も

と
よ

り
各

部
署

と
の

連
携

を
密

に
行

う
。

（
６

）
各

種
法

令
を

遵
守

し
ご

利
用

者
へ

安
心

を
提

供
し

ま
す

。
（
７

）
効

率
的

・
安

定
的

な
法

人
経

営
・
施

設
運

営
体

制
の

基
盤

を
整

備
す

る
。

（
８

）
地

域
と

家
族

の
力

を
活

か
し

た
施

設
運

営
の

基
盤

を
整

備
す

る
。

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者
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３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

4
（
３
）

継
続

佐
々

木
山

内

5
（
４
）

継
続

伊
藤

佐
々

木

6
（
３
）

継
続

伊
藤

佐
々

木

7
（
８
）

継
続

佐
々

木
高

橋
小

嶌

8
（
４
）

（
８
）

継
続

佐
々

木
佐

藤

9
（
８
）

継
続

伊
藤

佐
々

木

1
0

（
３
）

継
続

伊
藤

佐
藤

仕
事

を
見

え
る

化
の

推
進

（業
務

推
進

体
制

）

①
定

例
会

議
に

お
い

て
、

毎
月

の
行

事
計

画
と

定
例

業
務

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

確
認

し
、

効
率

的
・安

定
的

な
業

務
の

推
進

を
図

る
。

②
ム

ダ
・ム

ラ
の

な
い

業
務

推
進

の
ツ

ー
ル

と
し

て
業

務
日

報
の

活
用

を
検

討
す

る
。

③
効

率
的

・安
定

的
に

業
務

が
進

め
ら

れ
る

よ
う
、

必
要

な
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
リ
ス

ト
ア

ッ
プ

し
、

計
画

的
に

作
成

し
て

い
く

。
④

勤
怠

管
理

と
給

与
支

給
事

務
の

効
率

化
と

正
確

さ
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

タ
イ

ム
カ

ー
ド

の
導

入
を

検
討

す
る

。
⑤

業
務

の
棚

卸
し

を
行

い
、

一
つ

ひ
と

つ
に

つ
い

て
の

必
要

性
を

検
討

す
る

。
⑥

事
務

フ
ロ

ー
の

見
直

し
や

簡
素

化
を

図
る

と
と

も
に

、
各

種
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整

備
し

て
事

務
処

理
方

法
の

標
準

化
と

効
率

化
を

目
指

す
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
入

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

事
業

所
運

営
に

協
力

し
て

く
れ

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

感
謝

の
気

持
ち

を
伝

え
ら

れ
る

よ
う
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
入

手
順

を
作

成
し

、
全

事
業

所
で

の
基

本
的

な
対

応
を

統
一

す
る

。

広
報

活
動

と
求

人
活

動
の

充
実

①
ブ

ロ
グ

や
そ

の
他

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

を
有

効
活

用
し

、
「法

人
・施

設
の

顔
が

見
え

る
」
情

報
（経

営
者

・管
理

者
・

職
員

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
や

思
い

、
生

き
生

き
と

仕
事

を
す

る
職

員
の

姿
、

お
年

寄
り

と
ふ

れ
あ

う
様

子
、

地
域

と
の

関
わ

り
や

行
事

の
様

子
な

ど
）を

日
々

発
信

す
る

。
②

法
人

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

現
在

の
事

業
を

網
羅

し
た

も
の

に
作

成
し

直
し

、
来

苑
者

に
も

積
極

的
に

情
報

を
発

信
す

る
。

③
年

間
を

通
し

て
定

期
的

に
会

社
説

明
会

を
開

催
や

新
卒

者
向

け
の

魅
力

あ
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

作
成

し
、

就
職

先
や

転
職

先
を

検
討

す
る

た
め

の
情

報
を

積
極

的
に

提
供

す
る

。

地
域

へ
の

貢
献

①
職

員
は

地
域

の
一

員
で

あ
る

と
い

う
自

覚
を

持
っ

て
、

職
員

が
地

域
を

知
り

、
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

深
め

る
た

め
、

積
極

的
に

地
域

行
事

に
参

加
す

る
。

②
鷹

栖
町

移
送

サ
ー

ビ
ス

事
業

の
受

託
を

継
続

し
、

事
業

対
象

者
の

病
院

受
診

や
社

会
参

加
な

ど
に

必
要

な
交

通
の

利
便

性
確

保
に

貢
献

す
る

。

費
用

を
抑

え
た

業
務

体
制

経
費

削
減

や
消

費
税

増
税

に
対

応
す

べ
く

、
物

品
関

係
に

つ
い

て
一

定
時

期
に

評
価

・検
証

会
を

行
う
。

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
向

上
仕

事
を

離
れ

て
楽

し
め

る
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

・
会

合
等

を
定

期
的

に
開

催
し

、
お

互
い

を
知

る
機

会
を

増
や

す
。

専
門

性
と

能
力

の
向

上

①
計

画
的

に
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
勉

強
会

を
実

施
し

て
、

関
係

法
令

の
構

成
、

諸
規

程
、

接
遇

・マ
ナ

ー
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
Ｐ

Ｃ
操

作
ス

キ
ル

、
報

告
・連

絡
・相

談
・確

認
の

質
向

上
な

ど
、

社
会

福
祉

法
人

の
総

務
課

職
員

に
必

要
な

専
門

性
と

能
力

の
向

上
を

図
る

。
②

専
門

性
と

能
力

の
向

上
に

役
立

つ
資

格
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

し
、

資
格

取
得

を
促

進
す

る
。

③
業

務
の

参
考

と
な

る
情

報
誌

の
購

読
、

他
施

設
と

の
情

報
交

換
、

外
部

研
修

の
活

用
な

ど
、

よ
り

高
い

意
識

を
持

っ
て

仕
事

に
向

き
合

え
る

取
り

組
み

を
進

め
る

。
④

他
部

署
の

要
望

に
応

じ
て

P
C

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

を
企

画
し

、
法

人
全

体
の

Ｐ
Ｃ

ス
キ

ル
向

上
に

努
め

る
。
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３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

1
1

（
４
）

継
続

山
内

伊
藤

1
2

（
３
）

（
７
）

継
続

山
内

伊
藤

佐
藤

1
3

（
７
）

継
続

山
内

伊
藤

1
4

（
７
）

継
続

山
内

佐
藤

1
5

（
４
）

継
続

伊
藤

佐
々

木

1
6

（
４
）

継
続

伊
藤

佐
々

木

1
7

（
４
）

継
続

佐
藤

小
嶌

有
給

休
暇

の
計

画
的

付
与

常
勤

職
員

が
リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

す
る

た
め

に
、

有
給

休
暇

を
活

用
し

た
、

年
一

度
５

連
休

（も
し

く
は

３
連

休
×

２
回

）の
計

画
的

取
得

に
取

り
組

む
。

福
利

厚
生

の
充

実
職

員
が

安
心

し
て

働
け

る
職

場
の

基
盤

整
備

を
推

進
す

る
た

め
に

、
社

宅
及

び
法

人
内

託
児

所
の

調
査

を
実

施
す

る
。

職
員

の
健

康
・

安
全

管
理

①
職

員
向

け
に

生
活

習
慣

の
改

善
を

目
的

と
し

た
健

康
づ

く
り

の
た

め
の

情
報

提
供

を
す

る
。

②
職

員
の

禁
煙

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
情

報
の

提
供

や
啓

蒙
ポ

ス
タ

ー
の

作
成

を
行

う
。

③
交

通
安

全
に

関
す

る
情

報
を

随
時

発
信

し
、

研
修

会
や

会
議

等
の

様
々

な
場

面
で

活
用

で
き

る
よ

う
啓

蒙
ポ

ス
タ

ー
を

作
成

す
る

。

経
営

状
況

の
把

握

①
日

々
の

経
理

処
理

を
確

実
に

行
い

、
介

護
保

険
収

入
確

定
後

速
や

か
に

月
次

決
算

報
告

を
提

出
す

る
。

提
出

期
間

は
毎

月
2
0
日

と
す

る
。

②
介

護
報

酬
請

求
事

務
の

完
了

と
同

時
に

業
績

を
入

力
す

る
手

順
を

確
立

し
、

毎
月

10
日

ま
で

に
入

力
を

完
了

す
る

。
業

績
管

理
報

告
の

提
出

期
間

は
毎

月
10

日
～

12
日

と
す

る
。

③
四

半
期

毎
の

収
支

決
算

報
告

を
各

四
半

期
終

了
後

速
や

か
に

提
出

す
る

。
提

出
期

間
は

各
四

半
期

ご
と

に
7月

、
10

月
、

1
月

、
4
月

の
2
0
日

と
す

る
。

④
年

度
終

了
後

、
速

や
か

に
決

算
報

告
書

作
成

事
務

を
進

め
、

5月
15

日
ま

で
に

決
算

報
告

書
を

提
出

す
る

。

適
正

利
益

の
確

保

①
全

事
業

所
の

業
績

及
び

収
支

状
況

を
定

例
会

議
で

報
告

し
、

法
人

全
体

の
経

営
状

況
を

把
握

す
る

。
そ

の
上

で
、

適
正

利
益

を
確

保
す

る
た

め
に

総
務

課
が

で
き

る
こ

と
を

検
討

し
、

提
案

す
る

。
②

総
務

課
が

中
心

と
な

っ
て

経
費

節
減

を
奨

励
す

る
と

と
も

に
、

毎
月

の
取

り
組

み
結

果
を

分
か

り
や

す
い

資
料

で
提

供
す

る
。

③
市

場
調

査
と

価
格

交
渉

を
徹

底
し

、
よ

り
一

層
の

経
費

節
減

を
実

現
す

る
。

④
費

用
比

率
（人

件
費

比
率

、
経

費
比

率
、

光
熱

水
費

比
率

な
ど

）の
分

析
を

行
い

、
改

善
方

法
を

提
案

す
る

。

新
会

計
基

準
へ

の
移

行
新

会
計

基
準

へ
の

移
行

を
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

る
よ

う
、

移
行

計
画

を
策

定
す

る
。

新
情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
の

運
用

及
び

活
用

い
か

な
る

事
態

に
お

い
て

も
デ

ー
タ

ー
消

失
せ

ず
、

担
当

者
以

外
は

ア
ク

セ
ス

で
き

な
い

強
固

な
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
と

、
蓄

積
さ

れ
た

資
源

の
効

率
的

活
用

を
実

現
で

き
る

新
・情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
を

平
成

25
年

度
に

お
い

て
再

構
築

し
た

が
、

今
年

度
は

新
シ

ス
テ

ム
の

運
用

及
び

活
用

面
の

充
実

を
図

る
。
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１
．

　
基

本
方

針

２
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
(1

)
新

規
尾

上
米

澤
稲

井

2
(1

)
新

規
尾

上
米

澤

取
組

み
内

容
担

当
者

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
　

鷹
栖

さ
つ

き
苑

重
点

目
標

と
の

連
動

尊
厳

を
守

り
、

痛
み

や
苦

し
み

を
緩

和
し

、
個

々
に

あ
わ

せ
た

、
よ

り
良

質
な

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

ま
す

①
下

剤
服

用
に

よ
る

苦
痛

、
認

知
症

の
周

辺
症

状
の

悪
化

を
予

防
す

る
た

め
下

剤
の

使
用

を
見

直
し

、
自

然
排

泄
の

た
め

の
補

助
療

法
等

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
、

刺
激

性
下

剤
常

用
者

 全
入

居
者

の
5
％

以
内

を
め

ざ
し

ま
す

。
②

長
期

間
見

直
し

さ
れ

て
い

な
い

向
精

神
薬

、
眠

剤
、

認
知

症
改

善
薬

、
そ

の
他

の
薬

剤
に

つ
い

て
、

薬
剤

の
特

性
を

理
解

し
、

通
常

期
待

さ
れ

る
効

果
が

認
め

ら
れ

て
い

な
い

、
ま

た
は

、
副

作
用

が
強

く
出

て
い

る
場

合
な

ど
、

本
人

の
状

態
を

踏
ま

え
た

う
え

で
医

師
と

相
談

、
見

直
し

を
図

り
ま

す
。

（
目

標
：
向

精
神

薬
、

眠
剤

等
の

服
用

者
前

年
比

－
5
0
％

）
③

尊
厳

あ
る

排
泄

を
め

ざ
し

そ
の

方
に

合
わ

せ
た

排
泄

方
法

、
オ

ム
ツ

形
態

を
見

直
し

し
ま

す
。

ま
た

、
尿

失
禁

の
あ

る
方

に
対

し
、

排
せ

つ
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

把
握

し
、

で
き

る
限

り
ト
イ

レ
で

の
排

泄
を

し
て

い
た

だ
く

こ
と

で
清

潔
な

状
態

を
保

て
る

よ
う
に

し
ま

す
（
目

標
：
各

ユ
ニ

ッ
ト
で

尿
失

禁
の

回
数

改
善

－
3
0
％

）

①
従

来
の

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

を
運

用
し

な
が

ら
、

ケ
ア

チ
ェ

ッ
ク

と
多

職
種

協
働

に
よ

る
ト
ー

タ
ル

ケ
ア

を
実

践
し

病
気

の
重

症
化

や
再

発
を

予
防

し
ま

す
。

（
目

標
：
新

規
受

診
数

 前
年

比
-
1
0
％

）
②

3
6
.7

℃
以

上
の

発
熱

を
微

熱
と

と
ら

え
、

微
熱

に
対

す
る

要
因

分
析

と
対

応
を

強
化

し
、

症
状

の
重

症
化

を
予

防
・
健

康
状

態
を

維
持

し
ま

す
③

状
態

変
化

が
あ

っ
た

際
、

多
職

種
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

速
や

か
に

開
催

し
要

因
分

析
と

対
応

策
を

た
て

ケ
ア

し
ま

す
。

（
目

標
：
年

間
入

院
日

数
2
5
0
日

以
内

）

事
業

所
名

（部
署

）

（
1
）
安

全
で

根
拠

に
基

づ
く

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
と

多
職

種
協

働
に

よ
る

ト
ー

タ
ル

ケ
ア

（
総

合
的

視
点

に
よ

る
予

防
的

ケ
ア

）
の

実
践

し
ま

す
（
2
）
入

居
者

の
A

D
L
及

び
Q

O
L
の

向
上

を
目

指
す

過
程

（
介

護
過

程
の

展
開

）
の

中
で

、
ス

タ
ッ

フ
の

専
門

性
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

と
仕

事
へ

の
や

り
が

い
の

向
上

を
図

り
ま

す
（
3
）
自

立
と

尊
厳

を
支

え
、

自
信

を
も

っ
て

活
き

活
き

と
楽

し
み

の
あ

る
生

活
を

送
っ

て
い

た
だ

け
る

よ
う
支

援
し

ま
す

（
4
）
安

心
と

信
頼

あ
る

地
域

密
着

の
施

設
を

目
指

す
（
5
）
豊

か
な

人
間

性
と

高
度

な
専

門
性

を
有

す
る

人
材

の
育

成
と

働
き

が
い

の
あ

る
魅

力
的

な
職

場
を

つ
く

る
（
6
）
安

定
経

営
の

持
続

と
業

務
の

効
率

化

（
1
）
 根

拠
に

基
づ

い
た

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
と

、
多

職
種

協
働

で
ト
ー

タ
ル

ケ
ア

（
総

合
的

視
点

に
よ

る
予

防
的

ケ
ア

）
を

実
践

し
ま

す
（
2
）
 社

会
の

一
員

と
し

て
活

き
活

き
と

し
た

暮
ら

し
が

で
き

る
よ

う
、

そ
の

方
に

合
わ

せ
た

役
割

づ
く

り
や

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
活

動
の

充
実

を
図

り
ま

す
（
3
）
 ス

タ
ッ

フ
の

専
門

性
の

向
上

を
図

る
た

め
、

そ
の

方
に

か
か

わ
る

情
報

を
集

め
、

求
め

ら
れ

る
ニ

ー
ズ

か
ら

ケ
ア

目
標

を
立

案
し

、
根

拠
に

基
づ

い
た

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

を
展

開
で

き
る

よ
う
育

成
し

ま
す

（
4
）
 最

後
ま

で
、

安
全

に
お

い
し

く
口

か
ら

食
事

を
食

べ
て

頂
け

る
よ

う
、

外
部

委
託

業
者

と
の

連
携

を
強

化
し

よ
り

質
の

高
い

食
事

の
提

供
を

目
指

し
ま

す
（
5
）
ご

家
族

や
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
し

、
積

極
的

に
交

流
の

機
会

を
も

ち
ま

す
（
6
）
働

き
が

い
と

魅
力

あ
る

職
場

環
境

を
つ

く
り

ま
す

（
7
）
適

正
収

益
の

確
保

と
コ

ス
ト
意

識
を

高
め

、
安

定
し

た
運

営
を

行
い

ま
す

（
8
）
業

務
の

効
率

化
と

業
務

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

し
ま

す

新
規

／
継

続
取

組
み

事
項

№

根
拠

に
基

づ
い

た
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

と
、

多
職

種
協

働
で

ト
ー

タ
ル

ケ
ア

（
総

合
的

視
点

に
よ

る
予

防
的

ケ
ア

）
を

実
践

し
ま

す
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３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

取
組

み
内

容
担

当
者

重
点

目
標

と
の

連
動

新
規

／
継

続
取

組
み

事
項

№ 3
(2

)
継

続
米

澤
佐

藤
菅

原
谷

岡

4
(1

)
継

続
米

澤
尾

上
稲

井

5
(4

)
新

規
鈴

木
尾

上
稲

井

6
(4

)
継

続
鈴

木
尾

上
米

澤

7
(5

)
継

続
尾

上
米

澤

①
全

職
種

、
全

職
員

を
対

象
と

し
た

基
礎

介
護

研
修

を
継

続
実

施
し

、
よ

り
実

践
的

な
知

識
、

技
術

を
身

に
つ

け
専

門
性

と
実

践
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
②

根
拠

に
基

づ
き

各
研

修
に

連
動

し
た

具
体

的
な

Ｏ
ＪＴ

を
取

り
入

れ
た

新
任

教
育

を
継

続
実

施
し

ま
す

。
③

現
任

職
員

の
O

JT
（
課

長
、

主
任

）
を

強
化

し
、

適
切

な
助

言
と

指
導

を
行

う
こ

と
に

よ
り

ケ
ア

の
統

一
と

徹
底

を
図

り
ま

す①
担

当
ス

タ
ッ

フ
に

よ
り

、
入

居
者

個
別

に
課

題
分

析
、

計
画

の
立

案
、

目
標

に
向

け
た

ケ
ア

を
展

開
し

Q
O

L
及

び
A

D
L

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
（
2
年

目
以

降
の

ス
タ

ッ
フ

が
全

員
取

り
組

む
）

②
残

存
機

能
を

活
か

し
役

割
を

持
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
で

活
き

活
き

と
し

た
暮

ら
し

が
で

き
る

よ
う
働

き
か

け
ま

す
。

ま
た

、
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

（
外

出
、

季
節

行
事

、
レ

ク
リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

活
動

、
手

作
り

お
や

つ
な

ど
）
を

充
実

さ
せ

、
計

画
的

に
実

施
し

ま
す

。
③

生
活

習
慣

や
Ａ

Ｄ
Ｌ

に
合

わ
せ

た
環

境
づ

く
り

と
、

安
心

し
落

ち
着

い
て

暮
ら

せ
る

生
活

環
境

を
つ

く
り

ま
す

。

自
立

支
援

を
視

点
に

お
き

、
活

き
活

き
と

暮
ら

せ
る

生
活

と
環

境
を

創
り

ま
す

安
心

し
て

生
活

で
き

る
施

設
づ

く
り

に
取

り
組

み
ま

す

外
部

委
託

業
者

と
の

連
携

を
強

化
し

ま
す

①
衛

生
管

理
及

び
給

食
設

備
を

定
期

的
に

確
認

し
、

食
中

毒
の

予
防

に
努

め
ま

す
。

②
委

託
業

者
と

の
情

報
交

換
、

協
力

体
制

を
密

に
す

る
た

め
、

毎
日

の
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

と
月

1
回

の
給

食
運

営
会

議
を

実
施

し
ま

す
。

③
よ

り
お

い
し

い
食

事
の

提
供

を
め

ざ
し

、
新

た
な

食
材

の
導

入
の

検
討

と
併

せ
て

厨
房

の
業

務
（
調

理
行

程
な

ど
）
の

効
率

化
を

図
り

ま
す

。

口
か

ら
食

べ
続

け
ら

れ
る

こ
と

に
こ

だ
わ

り
、

安
全

に
、

美
味

し
く

、
楽

し
め

る
食

事
を

提
供

し
ま

す

①
見

た
目

も
よ

く
、

お
い

し
い

嚥
下

食
の

提
供

に
向

け
研

修
会

や
先

進
施

設
と

の
情

報
交

換
に

よ
り

質
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。
（
目

標
：
先

進
施

設
に

調
理

実
習

研
修

に
行

き
、

施
設

の
メ

ニ
ュ

ー
に

反
映

す
る

）
②

食
づ

く
り

に
参

加
す

る
こ

と
に

よ
る

生
活

の
質

の
向

上
や

、
季

節
感

の
あ

る
も

の
を

食
べ

る
こ

と
に

よ
り

四
季

の
移

り
変

わ
り

を
よ

り
感

じ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
、

手
作

り
お

や
つ

の
提

案
、

実
施

し
ま

す
。

（
目

標
：
毎

月
1
回

、
ユ

ニ
ッ

ト
ご

と
に

開
催

す
る

）
③

 誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

と
嚥

下
機

能
の

低
下

や
認

知
症

の
進

行
に

よ
る

食
欲

・
食

事
摂

取
量

の
低

下
な

ど
に

迅
速

に
対

応
し

ま
す

。
「
口

か
ら

食
べ

る
こ

と
」
を

継
続

す
る

た
め

、
医

師
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
多

職
種

協
働

で
ミ
ー

ル
ラ

ウ
ン

ド
を

行
い

最
適

な
食

事
（
栄

養
）
ケ

ア
の

提
供

に
努

め
ま

す
。

（
目

標
：
誤

嚥
性

肺
炎

に
よ

る
入

院
者

数
前

年
比

－
5
0
％

）
④

玄
米

粥
の

継
続

と
、

新
た

に
玄

米
ご

飯
の

導
入

に
つ

い
て

調
査

研
究

し
、

導
入

を
目

指
し

ま
す

。
⑤

ご
入

居
者

の
意

志
・
嗜

好
を

尊
重

し
た

献
立

作
り

に
す

る
た

め
に

、
年

1
回

嗜
好

調
査

を
実

施
し

ま
す

。

①
事

故
に

対
す

る
危

険
予

測
の

意
識

を
高

め
る

た
め

の
研

修
会

を
開

催
す

る
ほ

か
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト
と

過
去

の
事

故
事

例
を

ユ
ニ

ッ
ト
会

議
内

に
お

い
て

継
続

的
に

周
知

し
予

防
意

識
を

啓
発

し
ま

す
。

（
目

標
：
事

故
件

数
、

前
年

度
よ

り
、

2
0
％

減
少

、
骨

折
事

故
ゼ

ロ
、

服
薬

に
関

す
る

事
故

を
-
3
0
％

）
②

高
齢

者
虐

待
や

身
体

拘
束

予
防

の
研

修
会

の
実

施
の

ほ
か

、
毎

月
の

ユ
ニ

ッ
ト
会

議
に

お
い

て
身

体
拘

束
（
及

び
不

適
切

な
ケ

ア
）
を

議
題

に
あ

げ
、

対
応

に
つ

い
て

全
員

で
検

討
、

共
有

し
ま

す
。

（
目

標
：
身

体
拘

束
と

虐
待

及
び

不
適

切
な

ケ
ア

0
件

）
③

医
師

及
び

感
染

症
対

策
委

員
会

と
連

携
し

な
が

ら
、

ノ
ロ

ウ
ィ

ル
ス

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
予

防
に

努
め

ま
す

。
(目

標
：

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
・
ノ

ロ
ウ

ィ
ル

ス
集

団
（
５

名
以

上
）
発

症
０

件
）

ス
タ

ッ
フ

個
々

の
基

礎
介

護
力

と
実

践
力

の
向

上
と

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
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３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

取
組

み
内

容
担

当
者

重
点

目
標

と
の

連
動

新
規

／
継

続
取

組
み

事
項

№ 8
(6

)
継

続
米

澤
佐

藤
菅

原
谷

岡

9
(7

)
継

続
尾

上
米

澤

1
0

(9
)

継
続

尾
上

米
澤

1
1

(1
0
)

継
続

尾
上

米
澤

業
務

の
効

率
化

と
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整

備
し

ま
す

働
き

が
い

と
魅

力
あ

る
職

場
環

境
を

つ
く

り
ま

す

適
正

収
益

を
確

保
し

、
安

定
し

た
運

営
を

行
い

ま
す

①
入

院
者

数
の

減
少

、
入

退
居

の
迅

速
な

手
続

き
に

よ
り

空
床

を
減

ら
し

稼
働

率
の

維
持

、
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

（
目

標
年

間
稼

働
率

9
8
％

以
上

、
入

退
居

時
の

空
床

日
数

平
均

7
日

間
以

内
、

目
標

介
護

保
険

収
入

1
9
8
,7

7
4
,0

0
0
円

）
②

必
要

な
体

制
を

整
え

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
化

を
図

り
、

新
規

加
算

の
取

得
を

め
ざ

し
ま

す
③

設
備

、
消

耗
品

に
対

し
て

の
コ

ス
ト
意

識
を

持
ち

、
オ

ム
ツ

費
用

支
出

削
減

（
-
1
0
％

）
、

電
気

代
の

節
約

（
－

1
0
％

）
に

努
め

ま
す

。

①
会

議
、

研
修

の
内

容
を

見
直

し
、

効
率

的
か

つ
効

果
な

実
施

を
す

る
こ

と
で

、
開

催
回

数
の

見
直

し
を

目
指

し
ま

す
。

②
毎

月
の

会
議

に
よ

り
、

業
務

改
善

に
つ

い
て

確
認

・
検

討
し

、
業

務
の

改
善

、
効

率
化

を
図

り
ま

す
。

③
現

在
行

っ
て

い
る

業
務

を
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
し

整
理

し
ま

す
。

①
有

給
休

暇
（
5
～

7
連

休
）
の

計
画

的
付

与
を

継
続

し
ま

す
。

②
職

員
間

の
懇

親
会

の
企

画
・
実

施
し

ま
す

。
③

他
施

設
合

同
の

職
種

間
交

流
と

情
報

交
換

の
場

を
つ

く
り

ま
す

。
④

休
日

の
会

議
、

研
修

参
加

に
つ

い
て

改
善

を
は

か
り

ま
す

。
⑤

ス
タ

ッ
フ

の
成

長
と

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
向

上
、

ユ
ニ

ッ
ト
活

動
の

活
性

化
を

目
的

と
し

、
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
人

事
異

動
を

定
例

実
施

し
ま

す

①
ご

入
居

者
と

ご
家

族
が

一
緒

に
楽

し
め

る
行

事
を

企
画

・
実

施
し

ま
す

。
（
目

標
：
さ

つ
き

祭
、

新
秋

祭
な

ど
の

全
体

行
事

の
ほ

か
、

各
ユ

ニ
ッ

ト
、

ご
家

族
を

招
待

し
年

に
1
回

開
催

す
る

）
②

ご
入

居
者

の
以

前
暮

ら
し

て
い

た
地

域
を

理
解

し
、

他
入

居
者

と
の

関
係

、
地

域
の

方
々

と
の

つ
な

が
り

、
結

び
つ

き
を

大
切

に
し

ま
す

。

ご
家

族
や

地
域

と
の

つ
な

が
り

を
大

切
に

し
、

積
極

的
に

交
流

の
機

会
を

も
ち

ま
す
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１
．

　
基

本
方

針

２
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
係

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
(1

)
新

規
尾

上
米

澤
稲

井

2
(2

)
継

続
米

澤
尾

上

3
(3

)
新

規
尾

上
米

澤

根
拠

に
基

づ
い

た
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

と
、

多
職

種
協

働
で

ト
ー

タ
ル

ケ
ア

（
総

合
的

視
点

に
よ

る
予

防
的

ケ
ア

）
を

実
践

し
ま

す

①
従

来
の

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

を
運

用
し

な
が

ら
、

ケ
ア

チ
ェ

ッ
ク

と
多

職
種

協
働

に
よ

る
ト
ー

タ
ル

ケ
ア

を
実

践
し

病
気

の
重

症
化

や
再

発
を

予
防

し
ま

す
。

（目
標

：
新

規
受

診
数

 前
年

比
-
1
0
％

）
②

3
6
.7

℃
以

上
の

発
熱

を
微

熱
と

と
ら

え
、

微
熱

に
対

す
る

要
因

分
析

と
対

応
を

強
化

し
、

症
状

の
重

症
化

を
予

防
・
健

康
状

態
を

維
持

し
ま

す

自
立

支
援

の
視

点
で

、
身

体
機

能
と

生
活

の
質

の
向

上
を

図
り

、
活

き
活

き
と

暮
ら

せ
る

生
活

と
環

境
を

創
り

ま
す

ご
家

族
が

安
心

し
て

在
宅

介
護

が
継

続
で

き
る

よ
う

支
援

し
ま

す

①
脱

水
や

低
栄

養
傾

向
に

あ
る

方
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
状

態
改

善
を

図
れ

る
よ

う
支

援
し

ま
す

②
そ

の
方

に
合

わ
せ

た
排

泄
方

法
、

オ
ム

ツ
形

態
を

見
直

し
し

ま
す

。
ま

た
、

尿
失

禁
の

あ
る

方
に

対
し

、
排

せ
つ

の
タ

イ
ミ
ン

グ
を

把
握

し
、

で
き

る
限

り
ト
イ

レ
（
ポ

ー
タ

ブ
ル

を
含

む
）
で

排
泄

を
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う
に

し
ま

す
。

③
下

剤
服

用
に

つ
い

て
、

安
定

し
て

水
分

量
と

栄
養

量
を

摂
っ

て
頂

い
た

う
え

で
下

剤
内

服
量

の
加

減
に

つ
い

て
検

討
し

、
ご

家
族

へ
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

④
残

存
機

能
を

活
か

し
役

割
を

持
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
で

活
き

活
き

と
し

た
過

ご
せ

る
よ

う
働

き
か

け
ま

す
。

ま
た

、
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

（
外

出
、

季
節

行
事

、
レ

ク
リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

活
動

、
手

作
り

お
や

つ
な

ど
）
を

充
実

さ
せ

、
計

画
的

に
実

施
し

ま
す

。
⑤

生
活

習
慣

や
Ａ

Ｄ
Ｌ

に
合

わ
せ

た
環

境
づ

く
り

と
、

安
心

し
落

ち
着

い
て

暮
ら

せ
る

生
活

環
境

を
つ

く
り

、
自

宅
に

戻
ら

れ
た

後
も

ご
本

人
が

戸
惑

う
こ

と
が

な
く

暮
ら

し
が

継
続

で
き

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。

地
域

に
必

要
と

さ
れ

、
信

頼
さ

れ
る

施
設

運
営

の
基

盤
を

整
備

し
ま

す

①
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

の
連

携
を

強
化

し
、

こ
ま

め
な

情
報

交
換

・
共

有
を

す
る

こ
と

で
、

潜
在

的
ニ

ー
ズ

を
引

き
出

し
、

在
宅

生
活

が
継

続
で

き
る

よ
う
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

②
退

院
後

な
ど

状
態

の
悪

化
に

よ
り

介
護

ニ
ー

ズ
の

高
い

方
を

積
極

的
に

シ
ョ
ー

ト
ス

テ
イ

で
お

受
け

入
れ

し
、

根
拠

に
基

づ
く

ア
セ

ス
メ

ン
ト
を

も
と

に
ケ

ア
計

画
を

た
て

、
本

人
の

状
態

改
善

、
Ａ

Ｄ
Ｌ

の
向

上
、

在
宅

介
護

の
負

担
軽

減
を

目
指

し
ま

す
。

事
業

所
名

（
部

署
）

鷹
栖

町
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

　
さ

つ
き

苑

（1
）安

全
で

根
拠

に
基

づ
く

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
と

多
職

種
協

働
に

よ
る

ト
ー

タ
ル

ケ
ア

（総
合

的
視

点
に

よ
る

予
防

的
ケ

ア
）の

実
践

し
ま

す
（2

）入
居

者
の

A
D

L
及

び
Q

O
L
の

向
上

を
目

指
す

過
程

（
介

護
過

程
の

展
開

）の
中

で
、

ス
タ

ッ
フ

の
専

門
性

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
と

仕
事

へ
の

や
り

が
い

の
向

上
を

図
り

ま
す

（
3
）
自

立
と

尊
厳

を
支

え
、

自
信

を
も

っ
て

活
き

活
き

と
楽

し
み

の
あ

る
生

活
を

送
っ

て
い

た
だ

け
る

よ
う
支

援
し

ま
す

（4
）安

心
と

信
頼

あ
る

地
域

密
着

の
施

設
を

目
指

す
（5

）豊
か

な
人

間
性

と
高

度
な

専
門

性
を

有
す

る
人

材
の

育
成

と
働

き
が

い
の

あ
る

魅
力

的
な

職
場

を
つ

く
る

（
6
）
安

定
経

営
の

持
続

と
業

務
の

効
率

化

（1
） 

根
拠

に
基

づ
い

た
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

と
、

多
職

種
協

働
で

ト
ー

タ
ル

ケ
ア

（総
合

的
視

点
に

よ
る

予
防

的
ケ

ア
）を

実
践

し
ま

す
（2

） 
利

用
者

の
心

身
機

能
の

維
持

向
上

を
図

り
、

在
宅

生
活

の
継

続
を

目
指

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
に

必
要

と
さ

れ
、

信
頼

さ
れ

る
施

設
運

営
を

目
指

し
ま

す
（3

） 
自

立
支

援
の

視
点

を
基

本
と

し
、

そ
の

方
の

将
来

の
姿

を
見

据
え

最
善

最
良

の
ケ

ア
方

法
を

共
有

し
実

践
し

ま
す

。
ま

た
、

活
き

活
き

と
し

た
暮

ら
し

が
で

き
る

よ
う
、

そ
の

方
に

合
わ

せ
た

役
割

づ
く

り
や

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
活

動
の

充
実

を
図

り
ま

す
（4

）安
全

に
お

い
し

く
口

か
ら

食
事

を
食

べ
て

頂
け

る
よ

う
、

外
部

委
託

業
者

と
の

連
携

を
強

化
し

よ
り

質
の

高
い

食
事

の
提

供
を

目
指

し
ま

す
（5

）働
き

が
い

と
魅

力
あ

る
職

場
環

境
を

つ
く

り
ま

す
（6

）適
正

収
益

の
確

保
と

コ
ス

ト
意

識
を

高
め

、
安

定
し

た
運

営
を

行
い

ま
す

（
7
）
業

務
の

効
率

化
と

業
務

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

し
ま

す

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者
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4
(3

)
継

続
米

澤
尾

上
稲

井

5
(4

)
新

規
鈴

木
尾

上
稲

井

6
(4

)
継

続
鈴

木
尾

上
米

澤

7
(5

)
継

続
尾

上
米

澤

8
(6

)
継

続
尾

上
米

澤

9
(7

)
継

続
尾

上
米

澤

適
正

収
益

を
確

保
し

、
安

定
し

た
運

営
を

行
い

ま
す

①
新

規
利

用
者

、
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

利
用

の
満

足
度

を
向

上
さ

せ
稼

働
率

を
向

上
さ

せ
ま

す
。

ま
た

、
安

心
し

て
ご

利
用

い
た

だ
く

た
め

、
感

染
症

予
防

対
策

を
徹

底
し

ま
す

。
（
目

標
年

間
稼

働
率

：8
5％

、
目

標
介

護
保

険
収

入
2
3
,8

2
4
,0

0
0
円

）
②

必
要

な
体

制
を

整
え

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
化

を
図

り
、

新
規

加
算

の
取

得
を

め
ざ

し
ま

す
③

設
備

、
消

耗
品

に
対

し
て

の
コ

ス
ト
意

識
を

持
ち

、
オ

ム
ツ

費
用

支
出

削
減

（-
10

％
）、

電
気

代
の

節
約

（－
10

％
）に

努
め

ま
す

。

業
務

の
効

率
化

と
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整

備
し

ま
す

①
会

議
、

研
修

の
内

容
を

見
直

し
、

効
率

的
か

つ
効

果
な

実
施

を
す

る
こ

と
で

、
開

催
回

数
の

見
直

し
を

目
指

し
ま

す
。

②
毎

月
の

会
議

に
よ

り
、

業
務

改
善

に
つ

い
て

確
認

・
検

討
し

、
業

務
の

改
善

、
効

率
化

を
図

り
ま

す
。

③
現

在
行

っ
て

い
る

業
務

を
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
し

整
理

し
ま

す
。

働
き

が
い

と
魅

力
あ

る
職

場
環

境
を

つ
く

り
ま

す

①
有

給
休

暇
（
5
～

7
連

休
）
の

計
画

的
付

与
を

継
続

し
ま

す
。

②
職

員
間

の
懇

親
会

の
企

画
・
実

施
し

ま
す

。
③

他
施

設
合

同
の

職
種

間
交

流
と

情
報

交
換

の
場

を
つ

く
り

ま
す

。
④

不
安

や
悩

み
を

取
り

除
き

、
上

司
・
部

下
が

心
を

通
い

合
わ

せ
る

た
め

に
、

面
談

制
度

を
継

続
、

実
施

し
ま

す
。

⑤
休

日
の

会
議

、
研

修
参

加
に

つ
い

て
改

善
を

は
か

り
ま

す
。

⑥
ス

タ
ッ

フ
の

腰
痛

対
策

に
取

り
組

み
ま

す
。

⑦
ス

タ
ッ

フ
の

成
長

と
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

向
上

、
ユ

ニ
ッ

ト
活

動
の

活
性

化
を

目
的

と
し

、
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
人

事
異

動
を

定
例

実
施

し
ま

す

命
と

尊
厳

を
守

り
、

安
心

し
て

生
活

で
き

る
施

設
づ

く
り

を
組

織
的

に
取

り
組

み
ま

す

①
事

故
に

対
す

る
危

険
予

測
の

意
識

を
高

め
る

た
め

の
研

修
会

を
開

催
す

る
ほ

か
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト
と

過
去

の
事

故
事

例
を

ユ
ニ

ッ
ト
会

議
内

に
お

い
て

継
続

的
に

周
知

す
る

こ
と

で
予

防
意

識
を

啓
発

し
ま

す
。

（
目

標
：
事

故
件

数
、

前
年

度
よ

り
、

20
％

減
少

、
骨

折
事

故
ゼ

ロ
、

服
薬

に
関

す
る

事
故

を
-3

0％
）

②
高

齢
者

虐
待

や
身

体
拘

束
予

防
の

研
修

会
の

実
施

の
ほ

か
、

毎
月

の
ユ

ニ
ッ

ト
会

議
に

お
い

て
身

体
拘

束
（
及

び
不

適
切

な
ケ

ア
）
を

議
題

に
あ

げ
疑

わ
し

い
ケ

ア
、

対
応

に
つ

い
て

全
員

で
検

討
、

共
有

し
ま

す
。

（
目

標
：
身

体
拘

束
と

虐
待

及
び

不
適

切
な

ケ
ア

0
件

）
③

医
師

及
び

感
染

症
対

策
委

員
会

と
連

携
し

な
が

ら
、

ノ
ロ

ウ
ィ

ル
ス

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
予

防
に

努
め

ま
す

。
(目

標
：

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
・
ノ

ロ
ウ

ィ
ル

ス
集

団
（
５

名
以

上
）
発

症
０

件
）

口
か

ら
食

べ
続

け
ら

れ
る

こ
と

に
こ

だ
わ

り
、

安
全

に
、

美
味

し
く

、
楽

し
め

る
食

事
を

提
供

し
ま

す

①
見

た
目

も
よ

く
、

お
い

し
い

嚥
下

食
の

提
供

に
向

け
研

修
会

や
先

進
施

設
と

の
情

報
交

換
に

よ
り

質
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。
（
目

標
：
先

進
施

設
に

調
理

実
習

研
修

に
行

き
、

施
設

の
メ

ニ
ュ

ー
に

反
映

す
る

）
②

食
事

が
安

全
で

お
い

し
い

も
の

に
な

る
よ

う
、

適
温

提
示

を
徹

底
し

ま
す

③
食

づ
く

り
に

参
加

す
る

こ
と

に
よ

る
生

活
の

質
の

向
上

や
、

季
節

感
の

あ
る

も
の

を
食

べ
る

こ
と

に
よ

り
四

季
の

移
り

変
わ

り
を

よ
り

感
じ

て
い

た
だ

け
る

よ
う
、

手
作

り
お

や
つ

の
提

案
、

実
施

し
ま

す
。

（
目

標
：
毎

月
1
回

、
ユ

ニ
ッ

ト
ご

と
に

開
催

す
る

）
④

 誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

と
嚥

下
機

能
の

低
下

や
認

知
症

の
進

行
に

よ
る

食
欲

・
食

事
摂

取
量

の
低

下
な

ど
に

迅
速

に
対

応
し

「
口

か
ら

食
べ

る
こ

と
」
を

継
続

で
き

る
よ

う
、

医
師

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

多
職

種
協

働
で

ミ
ー

ル
ラ

ウ
ン

ド
を

行
い

最
適

な
食

事
（
栄

養
）
ケ

ア
の

提
供

に
努

め
ま

す
。

⑤
玄

米
粥

の
継

続
と

、
新

た
に

玄
米

ご
飯

の
導

入
に

つ
い

て
調

査
研

究
し

、
導

入
を

目
指

し
ま

す
。

外
部

委
託

業
者

と
の

連
携

を
強

化
し

ま
す

①
衛

生
管

理
及

び
給

食
設

備
を

定
期

的
に

確
認

し
、

食
中

毒
の

予
防

に
努

め
ま

す
。

②
委

託
業

者
と

の
情

報
交

換
、

協
力

体
制

を
密

に
す

る
た

め
、

毎
日

の
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

と
月

1
回

の
給

食
運

営
会

議
を

実
施

し
ま

す
。

③
よ

り
お

い
し

い
食

事
の

提
供

を
め

ざ
し

、
新

た
な

食
材

の
導

入
の

検
討

と
併

せ
て

厨
房

の
業

務
（
調

理
行

程
な

ど
）
の

効
率

化
を

図
り

ま
す

。
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１
．

　
基

本
方

針

２
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
係

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
1

継
続

谷
藤

川

2
1

新
規

/
継

続
三

浦
谷

3
1

新
規

／
継

続
佐

藤
（
雪

）
谷

4
1

新
規

松
原

谷
口

5
1

継
続

中
山

谷
口

事
業

所
名

（部
署

）
　

鷹
栖

町
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
　

は
ぴ

ね
す

『
地

域
に

生
き

る
こ

と
を

支
え

る
』

私
た

ち
の

目
標

は
、

高
齢

者
が

最
後

ま
で

住
み

慣
れ

た
地

域
で

、
自

立
し

た
尊

厳
あ

る
人

間
ら

し
い

生
活

を
送

れ
る

こ
と

で
す

。
そ

の
た

め
に

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

？
そ

の
答

え
は

、
一

人
ひ

と
り

の
利

用
者

に
よ

っ
て

異
な

り
ま

す
。

私
た

ち
は

、
ひ

と
り

で
も

多
く

の
人

が
、

一
日

で
も

長
く

、
地

域
に

住
み

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

個
々

の
ニ

ー
ズ

に
的

確
か

つ
迅

速
に

対
応

し
な

が
ら

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
が

要
支

援
・
要

介
護

高
齢

者
の

「
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
元

気
づ

く
り

の
場

」
と

な
る

よ
う

全
力

を
尽

く
し

ま
す

。

（
1
）
デ

イ
セ

ン
タ

ー
が

「
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

が
元

気
に

な
る

場
」
を

合
い

言
葉

に
、

利
用

者
が

選
択

で
き

る
多

種
多

様
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
努

め
ま

す
。

（
2
）
介

護
予

防
か

ら
中

重
度

者
へ

「
良

い
ケ

ア
」
が

提
供

で
き

る
、

職
員

個
々

の
基

礎
介

護
力

と
専

門
性

の
向

上
に

努
め

ま
す

。
（
3
）
「
良

い
ケ

ア
を

す
る

た
め

に
、

良
い

職
場

を
つ

く
る

」
を

合
い

言
葉

に
、

チ
ー

ム
一

丸
と

な
り

働
き

や
す

く
・
や

り
が

い
の

あ
る

職
場

環
境

を
つ

く
り

ま
す

。
（
4
）
「
良

い
ケ

ア
」
を

合
い

言
葉

に
、

一
日

平
均

利
用

者
2
1
日

を
目

標
に

、
適

正
利

益
の

確
保

と
無

駄
を

省
く

こ
と

に
努

め
ま

す
。

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

居
心

地
が

よ
く

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
楽

し
く

利
用

で
き

る
環

境
づ

く
り

①
利

用
者

が
一

日
の

メ
ニ

ュ
ー

を
自

己
選

択
で

き
る

セ
レ

ク
ト
ボ

ー
ド

を
導

入
す

る
。

②
「
明

る
く

き
れ

い
で

お
し

ゃ
れ

」
な

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

を
作

る
。

（
観

葉
植

物
、

レ
イ

ア
ウ

ト
、

家
具

、
カ

ー
テ

ン
の

見
直

し
）

根
拠

に
基

づ
く

心
身

機
能

の
維

持
・
向

上
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

供

①
か

ら
だ

の
元

気
づ

く
り

の
た

め
、

リ
ハ

ビ
リ
マ

シ
ン

を
使

っ
た

運
動

器
の

機
能

向
上

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
②

生
活

目
標

の
達

成
（
目

標
達

成
1
0
人

）
③

非
マ

シ
ン

に
よ

る
運

動
器

の
機

能
維

持
・
改

善
に

向
け

た
取

り
組

み
を

行
う

。
④

学
習

療
法

の
効

果
を

積
極

的
に

P
R
し

、
利

用
者

増
加

を
図

る
。

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
の

充
実

①
形

に
残

せ
る

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
。

持
ち

帰
る

こ
と

の
で

き
る

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
の

実
施

。
②

希
望

に
よ

り
外

出
支

援
（
買

い
物

・
外

食
・
趣

味
活

動
）
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。

美
味

し
く

楽
し

め
る

食
事

の
提

供
①

食
事

を
バ

イ
キ

ン
グ

形
式

に
し

て
楽

し
み

と
自

己
選

択
で

き
る

機
会

を
増

や
す

。
②

自
ら

配
膳

、
下

膳
で

き
る

様
に

、
環

境
を

整
え

自
立

支
援

を
促

す
。

③
提

供
飲

料
の

充
実

を
は

か
る

。
（
コ

ー
ヒ

ー
の

ド
リ
ッ

プ
マ

シ
ー

ン
導

入
）

地
域

の
資

源
の

活
用

①
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

と
の

連
携

を
図

り
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

さ
せ

る
。

②
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
加

え
、

町
内

保
育

園
、

児
童

ク
ラ

ブ
と

の
交

流
も

積
極

的
に

行
い

、
地

域
交

流
・
世

代
間

交
流

を
意

識
し

た
取

り
組

み
を

行
う

。
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6
1

継
続

藤
川

三
浦

7
2

新
規

谷
口

谷

8
2

新
規

／
継

続
中

山
谷

口

9
2

新
規

松
原

谷

1
0

3
新

規
谷

谷
口

1
1

4
新

規
／

継
続

谷
口

谷

1
2

4
新

規
/
継

続
谷

谷
口

安
心

し
て

利
用

で
き

る
デ

イ
セ

ン
タ

ー
づ

く
り

①
感

染
症

対
策

委
員

会
と

連
携

し
な

が
ら

、
集

団
感

染
の

予
防

に
努

め
る

。
②

緊
急

時
に

備
え

、
研

修
会

を
行

う
。

③
使

用
す

る
物

品
の

点
検

を
定

期
的

に
行

う
。

④
緊

急
時

に
迅

速
な

対
応

が
出

来
る

よ
う

、
個

人
情

報
の

整
理

を
行

う
。

（
緊

急
時

連
絡

先
と

病
院

名
の

記
載

の
確

認
）

根
拠

に
基

づ
く

介
看

護
サ

ー
ビ

ス
を

確
実

に
提

供
す

る
た

め
に

、
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

運
用

す
る

。

①
総

合
記

録
シ

ー
ト
の

導
入

を
行

い
、

体
調

の
変

化
に

迅
速

に
気

づ
き

対
応

で
き

る
様

に
す

る
。

②
中

重
度

化
に

対
応

す
る

（
総

合
記

録
シ

ー
ト
の

導
入

・
・
・
目

標
2
0
件

）
③

入
院

者
削

減
（
前

年
度

比
2
割

削
減

/
H

2
6
  
4
2
件

　
　

H
2
7
　

3
8
件

）

外
部

研
修

へ
の

参
加

①
全

職
員

、
自

ら
参

加
し

た
い

外
部

研
修

を
考

え
、

計
画

し
主

体
的

に
参

加
す

る
。

②
先

進
施

設
見

学
の

実
施

。
②

接
遇

マ
ナ

ー
研

修
を

実
施

。

内
部

研
修

の
充

実
化

①
体

調
変

化
時

速
や

か
に

、
行

動
で

き
る

様
、

知
識

を
学

ぶ
。

（
ス

キ
ル

U
P
研

修
実

施
）

③
ご

利
用

者
向

け
学

習
会

を
開

催
す

る

や
り

が
い

と
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

環
境

づ
く

り
①

年
間

を
通

し
5
回

以
上

の
計

画
的

有
給

消
化

（
有

給
の

公
平

な
消

化
）

②
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

間
に

対
し

適
切

な
勤

務
時

間
に

な
る

様
に

改
善

す
る

。

利
用

者
獲

得
の

た
め

営
業

、
広

報
活

動
を

強
化

す
る

①
新

規
利

用
者

目
標

人
数

4
0
名

を
達

成
す

る
。

（
H

2
6
　

3
7
件

）
②

デ
イ

職
員

が
地

域
住

民
と

の
関

わ
り

を
深

め
、

デ
イ

利
用

に
つ

な
げ

る
。

（
茶

話
会

、
ケ

ア
ケ

ア
講

座
の

参
加

）
③

老
人

会
内

覧
会

の
開

催
。

適
正

収
益

を
確

保
し

赤
字

を
解

消
す

る

①
登

録
者

、
利

用
者

数
を

増
加

さ
せ

る
。

（
実

利
用

者
数

H
2
6
 7

2
名

→
H

2
7
　

8
0
名

　
平

均
利

用
者

（
月

間
）
H

2
6
 1

8
.8

名
→

H
2
7
 2

1
名

）
②

介
護

報
酬

改
定

後
、

サ
ー

ビ
ス

を
見

直
し

適
切

な
利

益
を

確
保

す
る

。
（
目

標
収

益
　

5
0
,7

6
2
,0

0
0
円

）
③

適
正

な
人

員
配

置
を

は
か

る
た

め
、

利
用

者
と

ス
タ

ッ
フ

の
人

数
調

節
を

常
に

お
こ

な
う

。
④

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
連

携
し

、
潜

在
的

な
ニ

ー
ズ

を
発

掘
す

る
。

⑤
追

加
・
ス

ポ
ッ

ト
・
振

り
替

え
利

用
を

積
極

的
に

勧
め

る
。
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１
．

　
基

本
方

針

２
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
係

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
（
１

）
継

続
西

中
伊

藤

2
（
１

）
継

続
西

中
伊

藤

3
（
２

）
継

続
伊

藤
上

野

4
（
２

）
継

続
伊

藤
西

中

担
当

者

①
利

用
者

の
飲

食
・
排

泄
等

健
康

状
態

の
把

握
を

日
頃

か
ら

行
い

、
基

礎
体

力
の

向
上

に
つ

と
め

入
院

件
数

を
月

間
3

名
以

下
に

お
さ

え
る

。
(ｈ

2
6
　

4
.3

件
）

②
茶

話
会

を
継

続
し

て
行

い
、

地
域

住
民

の
潜

在
し

て
い

る
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
。

(年
5
回

）
③

声
か

け
訪

問
を

実
施

し
、

過
去

に
関

わ
り

の
あ

っ
た

利
用

者
家

族
や

本
人

と
の

つ
な

が
り

を
再

開
し

す
る

。

重
点

目
標

と
の

連
動

①
丁

寧
な

ア
セ

ス
メ

ン
ト
を

行
い

課
題

・
ニ

ー
ズ

を
適

確
に

捉
え

個
別

に
即

し
た

ケ
ア

プ
ラ

ン
を

作
成

し
て

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
。

②
サ

ー
ビ

ス
提

供
後

の
効

果
を

把
握

す
る

た
め

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

実
施

し
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
成

果
や

変
更

の
必

要
性

に
つ

い
て

確
認

す
る

。
③

定
期

的
な

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

継
続

し
、

潜
在

し
て

い
る

課
題

の
把

握
に

努
め

、
課

題
の

深
刻

化
を

防
ぐ

。

①
ヘ

ル
パ

ー
の

サ
ー

ビ
ス

内
容

や
そ

の
提

供
方

法
を

統
一

し
、

利
用

者
の

安
心

と
満

足
に

繋
げ

る
。

②
ケ

ア
手

順
書

は
訪

問
介

護
計

画
書

に
載

せ
、

各
ヘ

ル
パ

ー
が

確
認

し
や

す
い

よ
う
改

善
す

る
。

③
ヘ

ル
パ

ー
会

議
の

情
報

交
換

を
活

用
し

、
ケ

ア
手

順
の

細
部

に
渡

り
統

一
で

き
る

よ
う
確

認
し

合
う
。

①
質

の
高

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

、
サ

ー
ビ

ス
評

価
自

己
点

検
を

定
期

的
に

行
い

、
改

善
点

を
探

り
サ

ー
ビ

ス
の

質
向

上
に

結
び

つ
け

る
。

②
利

用
者

ニ
ー

ズ
を

サ
ー

ビ
ス

内
容

に
反

映
す

る
た

め
、

嗜
好

調
査

や
満

足
度

調
査

を
継

続
す

る
。

地
域

・
家

族
と

の
関

係
強

化
の

取
り

組
み

鷹
栖

町
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

さ
つ

き
苑

事
業

所
名

（部
署

）

（
１

）
　

ニ
ー

ズ
を

正
確

に
捉

え
、

根
拠

に
基

づ
く

効
果

的
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
。

（
２

）
　

地
域

か
ら

信
頼

さ
れ

、
安

心
し

て
利

用
で

き
る

事
業

所
を

め
ざ

す
。

（
３

）
　

利
用

者
の

自
立

と
尊

厳
を

支
え

、
生

き
が

い
あ

る
生

活
が

送
れ

る
よ

う
支

援
す

る
。

（
４

）
　

豊
か

な
人

間
性

と
高

度
な

専
門

性
・
介

護
技

術
を

有
す

る
人

材
を

育
成

す
る

。
（
５

）
　

経
営

の
安

定
化

と
経

営
基

盤
の

強
化

に
努

め
る

。

（
１

）
　

根
拠

に
基

づ
く

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
確

実
に

提
供

す
る

た
め

の
基

盤
を

整
備

す
る

。
（
２

）
　

地
域

と
家

族
の

力
を

活
か

し
た

事
業

所
運

営
の

基
盤

を
整

備
す

る
。

（
３

）
　

職
業

倫
理

を
遵

守
し

、
安

心
か

つ
安

全
な

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
。

（
４

）
　

自
己

課
題

の
克

服
と

チ
ー

ム
力

の
向

上
を

目
指

し
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
る

。
（
５

）
　

効
率

的
・
安

定
的

な
事

業
所

運
営

の
基

盤
を

整
備

す
る

。

新
規

／
継

続
取

組
み

事
項

№
取

組
み

内
容

良
質

高
度

な
サ

ー
ビ

ス
提

供

サ
ー

ビ
ス

の
内

容
及

び
提

供
方

法
の

標
準

化

サ
ー

ビ
ス

評
価

と
自

己
研

鑽
の

取
り

組
み
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３
．

　
事

業
所

（
係

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

担
当

者
重

点
目

標
と

の
連

動
新

規
／

継
続

取
組

み
事

項
№

取
組

み
内

容

5
（
２

）
継

続
上

野
高

橋

6
（
３

）
継

続
西

中
上

野

7
（
３

）
継

続
伊

藤
上

野

8
（
４

）
継

続
上

野
西

中

9
（
４

）
新

規
上

野
伊

藤

1
0

(５
）

継
続

西
中

佐
々

木

1
1

（
５

）
継

続
西

中
伊

藤

1
2

（
５

）
継

続
伊

藤
西

中

①
利

用
者

・
家

族
と

職
員

と
の

繋
が

り
を

大
切

に
し

、
お

互
い

の
交

流
を

促
進

す
る

た
め

、
年

１
回

交
流

会
を

開
催

す
る

。
②

日
ご

ろ
の

感
謝

の
気

持
ち

を
込

め
て

、
誕

生
日

プ
レ

ゼ
ン

ト
を

贈
呈

す
る

。
③

入
院

中
の

利
用

者
を

見
舞

い
、

回
復

を
待

っ
て

い
る

事
を

伝
え

励
ま

す
。

①
ヘ

ル
パ

ー
の

専
門

性
と

介
護

技
術

の
向

上
を

図
る

た
め

、
毎

月
１

回
、

定
期

的
に

学
習

会
を

開
催

す
る

。
②

計
画

的
に

外
部

研
修

に
参

加
し

、
知

識
・
技

術
の

習
得

と
共

有
化

を
図

る
。

③
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

会
議

を
月

１
回

定
例

で
開

催
し

、
事

業
活

動
の

推
進

に
つ

い
て

討
議

し
、

利
用

者
情

報
を

共
有

す
る

。

①
書

庫
・
事

務
所

内
の

整
理

整
頓

を
心

が
け

、
業

務
の

効
率

ア
ッ

プ
と

環
境

美
化

に
努

め
る

。
②

計
画

的
に

有
給

休
暇

を
活

用
し

、
精

神
的

・
肉

体
的

な
健

康
管

理
を

行
う
。

③
事

業
所

内
交

流
会

を
年

2
回

実
施

し
、

訪
問

介
護

特
有

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

不
足

の
改

善
を

図
る

。

①
各

種
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
学

習
を

行
い

標
準

的
な

行
動

基
準

を
身

に
つ

け
、

緊
急

時
に

確
実

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
備

え
る

。
②

利
用

者
・
職

員
を

感
染

症
か

ら
守

る
た

め
、

感
染

症
予

防
・
食

中
毒

予
防

の
研

修
を

行
う
。

③
業

務
分

担
を

明
確

に
し

、
無

駄
や

ム
ラ

を
整

理
し

業
務

の
効

率
化

を
図

る
。

①
身

体
・
精

神
的

虐
待

ゼ
ロ

を
誓

い
、

安
全

確
保

に
徹

し
た

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
と

適
切

な
接

遇
態

度
を

身
に

つ
け

る
。

②
「
指

示
・
報

告
ノ

ー
ト
」
を

活
用

し
、

次
回

訪
問

者
へ

の
指

示
を

明
確

に
し

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
後

の
報

告
を

徹
底

す
る

こ
と

に
よ

り
、

注
意

事
項

の
確

認
漏

れ
を

防
ぐ

。
③

安
全

運
転

の
励

行
に

努
め

車
両

事
故

ゼ
ロ

を
目

指
す

。
、

①
登

録
者

数
5
3
人

(H
2
6
, 
4
9
.1

人
）
新

規
利

用
者

2
8
人

(H
2
6
, 
2
5
人

）
月

間
述

べ
訪

問
回

数
5
2
０

回
(H

2
6
, 
4
9
9
回

)を
目

標
に

掲
げ

毎
月

実
績

確
認

を
行

い
、

そ
の

都
度

収
益

増
減

の
原

因
を

明
ら

か
に

す
る

。
②

茶
話

会
で

得
た

情
報

を
精

査
し

、
継

続
的

な
関

係
を

維
持

し
な

が
ら

新
規

利
用

に
繋

げ
る

。
③

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
連

携
し

、
潜

在
的

な
ニ

ー
ズ

の
発

掘
方

法
、

効
果

的
な

Ｐ
Ｒ

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

①
個

別
研

修
の

取
り

組
み

や
、

指
示

報
告

ノ
ー

ト
の

活
用

に
よ

り
、

事
業

所
加

算
を

継
続

し
て

取
得

す
る

。
②

目
標

収
益

を
2
0
,1

3
0
,0

0
0
円

に
掲

げ
、

達
成

に
努

め
る

。

利
用

者
・
家

族
と

職
員

と
の

交
流

促
進

適
正

利
益

の
確

保

組
織

的
・
総

合
的

な
安

全
確

保
の

推
進

コ
ス

ト
管

理
の

徹
底

①
物

品
管

理
一

覧
表

に
よ

り
在

庫
管

理
を

徹
底

す
る

。
②

移
動

距
離

等
、

効
率

を
考

慮
し

た
訪

問
予

定
表

を
作

成
す

る
。

専
門

性
と

介
護

技
術

の
向

上

職
場

環
境

の
改

善

社
内

業
務

の
基

準
化

・
標

準
化

利
用

者
獲

得
の

た
め

の
営

業
・
広

報
活

動
を

強
化

す
る
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１
．

　
基

本
方

針

２
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
（
１

）
継

続
河

田

2
（
２

）
継

続
伊

賀

事
業

所
名

（部
署

）
介

護
セ

ン
タ

ー
さ

つ
き

苑

　
『地

域
に

生
き

る
こ

と
を

支
え

る
』

　
在

宅
の

要
支

援
・
要

介
護

高
齢

者
と

そ
の

家
族

が
、

的
確

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

下
、

必
要

な
時

、
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
、

鷹
栖

町
で

住
み

続
け

る
こ

と
を

支
援

す
る

。

（
１

）
　

健
康

リ
ス

ク
重

視
の

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
を

提
供

し
、

入
院

者
数

を
1
0
％

減
少

す
る

（
平

成
2
6
年

度
-
1
0
％

、
平

成
2
7
年

度
-
1
0
％

）
（
２

）
　

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
自

身
が

、
利

用
者

の
笑

顔
や

喜
び

を
導

き
出

す
た

め
の

「
活

き
活

き
ハ

ピ
ネ

ス
プ

ラ
ン

」
を

策
定

し
、

自
ら

が
ケ

ア
提

供
者

と
な

る
（
３

）
　

事
業

所
内

の
ケ

ア
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

・
会

議
・
勉

強
会

及
び

外
部

研
修

、
外

部
機

関
と

の
ケ

ア
会

議
を

通
じ

て
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

実
践

力
を

向
上

す
る

（
４

）
　

地
域

へ
の

貢
献

を
通

し
て

、
利

用
者

の
在

宅
生

活
を

地
域

機
関

・
住

民
と

共
に

支
え

る
人

的
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
拡

充
す

る
（
５

）
　

業
務

の
効

率
化

・
省

力
化

と
適

正
利

益
の

確
保

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

リ
ア

ル
ニ

ー
ズ

に
基

づ
く

、
心

を
込

め
た

丁
寧

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

提
供

①
利

用
者

の
利

益
を

守
る

こ
と

を
最

優
先

の
価

値
に

置
き

、
 リ

ア
ル

ニ
ー

ズ
（
当

事
者

の
要

望
＋

ケ
ア

マ
ネ

の
専

門
的

知
見

・
根

拠
・
社

会
的

通
念

）
に

基
づ

く
ケ

ア
プ

ラ
ン

を
立

て
る

。
②

健
康

リ
ス

ク
の

高
い

利
用

者
に

対
し

て
、

　
・
水

分
・
食

事
・
湿

度
等

の
健

康
ニ

ー
ズ

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
う

　
・
「
た

か
す

在
宅

版
：
ト
ー

タ
ル

ケ
ア

記
録

シ
ー

ト
」
を

導
入

し
、

家
族

と
サ

ー
ビ

ス
提

供
事

業
者

、
ケ

ア
マ

ネ
間

で
情

報
を

共
有

す
る

。
　

・
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

が
総

合
的

な
情

報
を

一
元

的
に

管
理

し
、

毎
日

、
毎

週
ケ

ア
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

。
変

化
や

予
兆

に
対

し
て

迅
速

か
つ

的
確

に
ケ

ア
プ

ラ
ン

に
反

映
す

る
。

（
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

一
人

4
名

以
上

）
③

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

適
宜

開
催

し
、

記
録

に
基

づ
く

状
態

把
握

、
要

因
分

析
を

行
い

、
仮

説
に

基
づ

く
有

効
な

手
当

を
お

こ
な

う
。

④
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

ケ
ア

プ
ラ

ン
の

内
容

及
び

作
成

過
程

に
つ

い
て

、
お

互
い

に
検

証
す

る
。

⑤
利

用
者

個
々

の
生

活
状

況
と

体
調

を
把

握
し

、
適

切
な

助
言

・
提

案
を

積
極

的
に

行
う

こ
と

で
在

宅
生

活
の

継
続

に
資

す
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
を

提
供

す
る

。
⑥

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
の

接
遇

及
び

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

満
足

度
を

把
握

す
る

た
め

、
満

足
度

調
査

を
実

施
す

る
。

さ
ら

に
、

そ
れ

ら
の

結
果

を
積

極
的

に
情

報
公

開
す

る
。

「
活

き
活

き
ハ

ピ
ネ

ス
プ

ラ
ン

」
の

策
定

と
ケ

ア
の

提
供

①
利

用
者

の
笑

顔
や

喜
び

を
導

き
出

す
た

め
、

「
活

き
活

き
ハ

ピ
ネ

ス
プ

ラ
ン

」
を

策
定

し
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
自

身
が

外
出

支
援

（
コ

ー
ヒ

ー
茶

ろ
ん

て
く

て
く

、
朝

市
な

ど
）
を

行
う

（
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

一
人

2
ケ

ー
ス

）
。

②
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

自
身

も
活

き
活

き
働

け
る

よ
う

、
長

期
休

暇
（
5
連

休
）
を

計
画

的
に

取
得

す
る

。
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３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

3
（
３

）
継

続
佐

々
木

4
（
４

）
継

続
坂

林

5
（
５

）
継

続
伊

賀

6
（
５

）
継

続
佐

々
木

専
門

的
知

識
と

技
術

の
向

上

①
介

護
保

険
制

度
改

正
に

伴
う

勉
強

会
実

施
（
4
月

）
②

法
人

内
の

「
基

礎
介

護
力

向
上

研
修

（
一

般
ス

タ
ッ

フ
向

け
）
」
に

参
加

し
て

、
確

か
な

知
識

を
習

得
す

る
こ

と
に

よ
り

、
利

用
者

の
生

活
状

況
や

身
体

状
況

に
応

じ
た

適
切

な
助

言
・
提

案
を

行
う

力
（
能

力
）
を

身
に

付
け

る
。

③
事

業
所

内
の

ケ
ア

カ
ン

フ
ァ

レ
ス

の
開

催
（
週

1
回

）
、

及
び

法
人

内
ケ

ア
マ

ネ
・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
ケ

ア
マ

ネ
と

の
合

同
に

よ
る

（
仮

称
）
地

域
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
会

議
を

定
例

開
催

（
月

1
回

）
し

、
事

例
検

討
と

課
題

解
決

の
過

程
を

通
じ

て
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
に

必
要

な
知

識
と

技
術

の
向

上
を

図
る

。
④

積
極

的
に

外
部

研
修

を
受

講
す

る
と

共
に

、
研

修
報

告
に

よ
り

共
有

化
を

図
る

こ
と

を
も

っ
て

専
門

的
知

識
と

技
術

の
向

上
に

努
め

る
。

⑤
法

人
内

サ
ー

ビ
ス

向
上

発
表

会
の

参
加

に
向

け
て

、
早

期
に

テ
ー

マ
・
発

表
者

を
取

り
決

め
、

よ
り

良
い

実
践

と
発

表
に

努
め

る
。

⑥
介

護
支

援
専

門
員

法
令

研
修

の
受

講

地
域

へ
の

貢
献

①
家

族
と

各
事

業
所

職
員

が
共

に
学

び
交

流
す

る
ケ

ア
ケ

ア
交

流
講

座
を

継
続

し
て

開
催

す
る

（
年

3
2
回

）
。

②
職

員
が

地
域

へ
出

向
き

、
認

知
症

予
防

教
室

の
開

催
及

び
行

事
・
催

事
へ

積
極

的
に

参
加

・
協

力
す

る
。

③
ブ

ロ
グ

、
広

報
さ

つ
き

に
お

い
て

、
介

護
セ

ン
タ

ー
さ

つ
き

苑
の

取
り

組
み

紹
介

、
Ｐ

Ｒ
を

行
う

。

適
正

利
益

の
確

保

①
目

標
利

用
者

人
数

（
期

初
1
2
0
名

→
期

中
1
2
2
名

→
期

末
1
2
4
名

：
4
名

増
加

、
年

間
平

均
利

用
者

数
1
2
2
名

、
平

成
2
6

年
度

年
間

平
均

利
用

者
人

数
1
1
9
名

）
②

目
標

介
護

保
険

収
入

　
2
0
,7

6
8
,0

0
0
円

（
前

年
比

+
2
,4

7
9
,0

0
0
円

、
H

2
6
年

度
決

算
見

込
1
8
,2

8
9
,0

0
0
円

）
②

加
算

・
減

算
要

件
を

把
握

及
び

請
求

前
の

ダ
ブ

ル
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
、

適
正

な
管

理
を

促
進

す
る

。
③

目
標

に
対

す
る

実
績

確
認

を
毎

月
行

い
、

利
用

者
・
収

益
増

減
の

原
因

を
明

ら
か

に
す

る
。

④
利

用
者

の
状

態
・
動

向
に

関
す

る
情

報
を

デ
ー

タ
化

し
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
に

よ
る

成
果

（
在

宅
生

活
の

維
持

、
A

D
L
・

Q
O

L
の

向
上

、
介

護
度

の
維

持
・
改

善
な

ど
）
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

自
事

業
所

の
強

み
・
弱

み
を

分
析

す
る

。

業
務

の
効

率
化

・
省

力
化

①
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ト
・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト
・
課

題
分

析
表

の
統

一
化

（
統

廃
合

・
改

良
）

②
定

型
業

務
の

標
準

化
（
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス

ト
作

成
）

　
1
)新

規
利

用
者

の
援

助
過

程
、

2
)個

別
台

帳
管

理
方

法
、

3
)事

業
所

内
の

業
務

内
容

・
担

当
者

の
明

確
化

③
内

部
監

査
の

実
施

（
年

1
回

／
1
0
月

）
・
自

主
点

検
（
年

2
回

／
7
月

・
1
月

）
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１
．

　
基

本
方

針

2
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
係

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
（
１

）
継

続
秋

保
設

楽
志

知

2
（
１

）
新

規
・
継

続
設

楽
志

知

巳
上

栄
養

士

3
（
１

）
継

続
設

楽
志

知
秋

保

4
（
１

）
新

規
・
継

続
秋

保
設

楽
志

知

事
業

所
名

（部
署

）
多

機
能

型
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

鷹
栖

な
ご

み
の

家

　
(1

) 
な

ご
み

の
家

の
基

本
理

念
で

あ
る

「
自

分
ら

し
く

心
豊

か
に

楽
し

く
生

き
る

」
の

も
と

、
ご

入
居

者
の

健
康

で
安

全
な

生
活

と
「
そ

の
人

ら
し

い
生

活
」
を

保
障

す
る

。
  

(2
) 

認
知

症
介

護
・
個

別
介

護
の

基
本

は
「
基

礎
介

護
」
に

あ
る

こ
と

を
前

提
に

、
根

拠
に

基
づ

く
ケ

ア
を

実
践

す
る

。
　

(3
) 

住
み

慣
れ

た
「
い

え
と

ま
ち

」
に

住
み

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

運
営

推
進

会
議

を
通

じ
地

域
に

密
着

し
た

運
営

に
努

め
る

。
　

(4
) 

職
員

一
人

ひ
と

り
が

自
律

し
、

か
つ

職
員

間
で

や
り

が
い

と
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

づ
く

り
に

努
め

る
。

　
(5

) 
安

定
し

た
経

営
が

持
続

さ
れ

る
よ

う
、

業
務

の
標

準
化

・
効

率
化

を
図

る
。

　
(1

) 
安

全
で

根
拠

に
基

づ
く

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
　

(2
) 

基
礎

介
護

の
向

上
と

認
知

症
の

方
へ

の
適

切
な

介
護

提
供

　
(3

)利
用

者
の

暮
ら

し
や

す
い

生
活

環
境

を
つ

く
る

　
(4

) 
地

域
に

密
着

し
た

運
営

の
見

直
し

　
(5

) 
職

員
の

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

が
向

上
し

や
り

が
い

と
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

を
つ

く
る

　
(6

) 
業

務
の

効
率

化
と

適
正

利
益

の
確

保

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

安
全

で
根

拠
に

基
づ

く
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

①
新

ア
セ

ス
メ

ン
ト
様

式
の

導
入

及
び

全
入

居
者

の
デ

ー
タ

ー
更

新
②

ケ
ア

チ
ェ

ッ
ク

、
ケ

ー
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

定
期

的
に

行
い

統
一

し
た

ケ
ア

を
実

施
す

る
③

安
全

で
予

防
的

な
ケ

ア
に

努
め

事
故

及
び

事
故

の
再

発
を

防
ぐ

（
事

故
件

数
H

2
6
年

3
0
件

→
H

2
7
年

1
5
件

）
④

身
体

拘
束

及
び

虐
待

防
止

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

行
う
（
年

1
回

研
修

実
施

）

疾
病

の
管

理
と

医
療

的
ケ

ア
の

充
実

①
ケ

ア
チ

ェ
ッ

ク
を

強
化

し
、

病
気

の
早

期
発

見
及

び
重

症
化

や
再

発
を

防
ぐ

（
入

院
延

べ
日

数
H

2
6
年

1
1
7
日

→
H

2
7

年
8
0
日

）
②

誤
嚥

性
肺

炎
に

よ
る

入
院

者
０

名
(H

2
6
年

2
名

→
H

2
7
年

0
名

）

食
中

毒
・
感

染
症

の
予

防
①

食
中

毒
、

感
染

症
（
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
）
の

予
防

策
を

徹
底

し
感

染
を

防
ぐ

(集
団

感
染

０
件

）
②

よ
り

迅
速

に
対

応
で

き
る

よ
う
、

現
場

で
活

か
せ

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成

安
全

で
美

味
し

い
食

事
の

提
供

①
よ

り
見

た
目

も
き

れ
い

な
ソ

フ
ト
食

の
提

供
②

一
日

2
食

（
朝

・
夕

）
の

玄
米

ご
飯

の
提

供
と

玄
米

1
0
0
％

粥
の

導
入

（
一

日
3
食

）
④

常
食

に
よ

り
近

い
や

わ
ら

か
食

の
提

供
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３
．

　
事

業
所

（
係

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

5
（
2
）

継
続

秋
保

設
楽

志
知

6
（
2
）

継
続

設
楽

志
知

各
担

当

7
（
3
）

継
続

設
楽

志
知

各
担

当

8
（
４

）
継

続
秋

保
設

楽
志

知

9
（
5
）

継
続

秋
保

設
楽

志
知

1
0

（
5
）

新
規

・
継

続
設

楽
志

知
秋

保

1
1

（
6
）

新
規

・
継

続
秋

保
設

楽
志

知

人
材

育
成

の
推

進
と

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

①
不

安
を

取
り

除
き

、
上

司
・
部

下
が

心
を

通
い

合
わ

せ
る

た
め

に
、

定
期

に
職

員
面

談
を

実
施

す
る

②
有

給
休

暇
（
５

連
休

）
の

継
続

・
実

施
③

外
部

研
修

の
計

画
・
実

施
④

他
施

設
、

他
職

種
交

流
を

図
り

情
報

交
換

の
機

会
を

つ
く

る
⑤

退
職

者
を

減
ら

し
、

安
定

し
た

運
営

に
取

り
組

む
（
退

職
者

０
を

目
指

す
）

基
礎

介
護

力
の

向
上

①
基

礎
介

護
研

修
を

実
施

し
、

よ
り

実
践

的
な

知
識

、
技

術
を

身
に

つ
け

専
門

性
の

向
上

を
図

る
②

現
任

職
員

が
基

礎
介

護
研

修
の

講
師

と
な

り
人

に
伝

え
る

力
を

身
に

つ
け

る

心
身

機
能

の
維

持
向

上
を

図
る

暮
ら

し
の

充
実

①
利

用
者

の
A

D
L
維

持
・
向

上
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
を

計
画

・
実

施
す

る
②

利
用

者
に

合
わ

せ
た

役
割

と
楽

し
み

・
喜

び
に

つ
な

げ
る

ケ
ア

の
実

施

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
向

上
①

週
目

標
を

継
続

し
、

具
体

的
な

目
標

を
意

識
し

て
思

い
を

一
つ

に
す

る
②

達
成

感
を

感
じ

ら
れ

る
よ

う
一

年
間

チ
ー

ム
で

の
目

標
を

決
め

取
り

組
む

（
サ

ー
ビ

ス
発

表
向

上
会

等
で

の
発

表
）

③
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
職

員
の

交
流

を
図

る

業
務

の
効

率
化

①
会

議
、

研
修

の
内

容
を

見
直

し
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
実

施
す

る
こ

と
で

、
開

催
回

数
の

見
直

し
を

行
う

②
業

務
の

見
直

し
を

行
い

、
勤

務
体

制
の

見
直

し
と

業
務

分
担

を
明

確
に

す
る

③
従

来
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
と

整
理

環
境

を
改

善
し

暮
ら

し
や

す
い

生
活

環
境

を
作

る

①
居

室
・
共

有
ス

ペ
ー

ス
の

衛
生

や
、

個
々

の
生

活
に

必
要

な
空

間
作

り
を

行
う

②
施

設
内

の
装

飾
品

や
植

物
を

適
切

に
管

理
し

潤
い

あ
る

生
活

空
間

を
作

る
③

利
用

者
の

身
の

回
り

品
の

整
理

・
清

掃
の

支
援

を
行

う

開
か

れ
た

事
業

所
づ

く
り

①
利

用
者

、
職

員
が

地
域

社
会

の
一

員
と

し
て

豊
か

に
暮

ら
せ

る
よ

う
積

極
的

に
地

域
行

事
に

参
加

す
る

②
地

域
の

方
々

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

募
り

、
地

域
と

の
交

流
の

機
会

を
設

け
る
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１
．

　
基

本
方

針

2
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
係

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
（
１

）
継

続
林

崎
松

嶋

2
（
１

）
継

続
林

崎
巳

上
栄

養
士

3
（
１

）
新

規
・
継

続
林

崎
秋

保

4
（
１

）
継

続
林

崎
小

野

安
全

で
根

拠
に

基
づ

く
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

①
新

ア
セ

ス
メ

ン
ト
様

式
の

導
入

･及
び

全
利

用
者

の
デ

ー
タ

更
新

②
ダ

ブ
ル

チ
ェ

ッ
ク

、
ケ

ー
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

定
期

的
に

行
い

統
一

し
た

ケ
ア

を
実

施
す

る
③

安
全

で
予

防
的

な
ケ

ア
に

努
め

事
故

及
び

事
故

の
再

発
を

防
ぐ

（
H

2
6
年

度
1
２

件
→

H
2
7
年

度
６

件
）

④
身

体
拘

束
及

び
虐

待
防

止
の

取
り

組
み

を
継

続
し

て
行

う
（
年

1
回

研
修

実
施

）

食
中

毒
・
感

染
症

の
予

防

①
食

中
毒

、
感

染
症

（
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
）
の

予
防

策
を

徹
底

し
感

染
を

防
ぐ

（
集

団
感

染
０

件
）

②
よ

り
迅

速
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

現
場

で
活

か
せ

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
③

感
染

症
発

症
者

（
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

・
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
等

）
の

在
宅

で
は

対
応

困
難

な
方

の
受

け
入

れ
と

支
援

の
実

施
（
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

）

疾
病

の
管

理
と

医
療

的
ケ

ア
の

充
実

①
ケ

ア
チ

ェ
ッ

ク
を

強
化

し
、

病
気

の
発

症
及

び
重

症
化

を
防

ぎ
入

院
に

よ
る

利
用

休
止

を
減

ら
す

（
Ｈ

２
６

年
度

5
名

→
Ｈ

２
７

年
度

４
名

）
②

誤
嚥

性
肺

炎
に

よ
る

入
院

者
０

名
③

水
分

摂
取

量
の

把
握

を
行

い
、

適
切

な
水

分
管

理
を

本
人

、
家

族
と

共
に

取
り

組
む

（
脱

水
症

ゼ
ロ

）

安
全

で
美

味
し

い
楽

し
み

の
あ

る
食

事
の

提
供

①
個

別
に

合
わ

せ
た

適
切

な
食

事
形

態
を

提
供

す
る

②
利

用
者

の
嗜

好
を

取
り

入
れ

た
季

節
感

の
あ

る
食

事
・
行

事
食

を
計

画
し

実
施

す
る

事
業

所
名

（部
署

）
小

規
模

多
機

能
ホ

ー
ム

鷹
栖

な
ご

み
の

家

　
(1

) 
な

ご
み

の
家

の
基

本
理

念
で

あ
る

「
自

分
ら

し
く

心
豊

か
に

楽
し

く
生

き
る

」
の

も
と

、
ご

入
居

者
の

健
康

で
安

全
な

生
活

と
「
そ

の
人

ら
し

い
生

活
」
を

保
障

す
る

。
  

(2
) 

認
知

症
介

護
・
個

別
介

護
の

基
本

は
「
基

礎
介

護
」
に

あ
る

こ
と

を
前

提
に

、
根

拠
に

基
づ

く
ケ

ア
を

実
践

す
る

。
　

(3
) 

住
み

慣
れ

た
「
い

え
と

ま
ち

」
に

住
み

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

運
営

推
進

会
議

を
通

じ
地

域
に

密
着

し
た

運
営

に
努

め
る

。
　

(4
) 

職
員

一
人

ひ
と

り
が

自
律

し
、

か
つ

職
員

間
で

や
り

が
い

と
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

づ
く

り
に

努
め

る
。

　
(5

) 
安

定
し

た
経

営
が

持
続

さ
れ

る
よ

う
、

業
務

の
標

準
化

・
効

率
化

を
図

る
。

　
(1

) 
安

全
で

根
拠

に
基

づ
く

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
　

(2
) 

基
礎

介
護

の
向

上
と

認
知

症
の

方
へ

の
適

切
な

介
護

提
供

　
(3

) 
地

域
に

密
着

し
た

運
営

の
見

直
し

　
(4

) 
職

員
の

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

が
向

上
し

や
り

が
い

と
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

を
つ

く
る

　
(5

) 
業

務
の

効
率

化
と

適
正

利
益

の
確

保

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者
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３
．

　
事

業
所

（
係

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

№
重

点
目

標
と

の
連

動
取

組
み

事
項

取
組

み
内

容
新

規
／

継
続

担
当

者

5
（
５

）
継

続
永

野
出

倉
林

崎

6
（
2
）

継
続

林
崎

松
嶋

7
（
2
）

新
規

・
継

続
高

橋
小

野
林

崎

8
（
3
）

継
続

林
崎

髙
橋

9
（
4
）

新
規

・
継

続
林

崎
秋

保

1
0

（
4
）

新
規

・
継

続
林

崎
秋

保

1
1

（
5
）

新
規

・
継

続
林

崎
松

嶋
業

務
の

効
率

化
①

会
議

、
研

修
の

内
容

を
見

直
し

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

実
施

す
る

こ
と

で
、

開
催

回
数

の
見

直
し

を
行

う
②

業
務

の
見

直
し

を
行

い
、

勤
務

体
制

の
見

直
し

と
業

務
分

担
を

明
確

に
す

る
③

従
来

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

と
整

理

リ
ハ

ビ
リ
・
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

の
充

実

①
利

用
者

の
A

D
L
維

持
・
向

上
し

現
在

の
生

活
が

継
続

で
き

る
よ

う
、

学
習

療
法

・
セ

ラ
バ

ン
ド

体
操

・
バ

ラ
ン

ス
マ

ッ
ト
体

操
を

取
り

入
れ

充
実

さ
せ

る
②

楽
し

み
・
喜

び
・
や

り
が

い
の

あ
る

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
ー

を
計

画
・
実

施
す

る
（
持

ち
帰

り
で

き
る

物
、

成
果

の
あ

る
も

の
）

③
利

用
者

一
人

ひ
と

り
の

「
ハ

ピ
ネ

ス
プ

ラ
ン

」
を

計
画

・
実

施
す

る
④

リ
ハ

ビ
リ
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

の
た

め
の

改
修

工
事

の
実

施

開
か

れ
た

事
業

所
づ

く
り

①
利

用
者

、
職

員
が

地
域

社
会

の
一

員
と

し
て

豊
か

に
暮

ら
せ

る
よ

う
積

極
的

に
地

域
行

事
・
活

動
に

参
加

す
る

②
地

域
の

方
々

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

募
り

、
地

域
と

の
交

流
の

機
会

を
設

け
る

③
小

規
模

多
機

能
ケ

ア
を

よ
り

多
く

の
方

に
理

解
し

て
頂

く
た

め
に

地
域

の
方

々
に

向
け

情
報

発
信

す
る

人
材

育
成

の
推

進
と

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

①
不

安
を

取
り

除
き

、
上

司
・
部

下
が

心
を

通
い

合
わ

せ
る

た
め

に
、

定
期

に
職

員
面

談
を

実
施

す
る

②
有

給
休

暇
（
５

連
休

）
の

継
続

・
実

施
③

外
部

研
修

の
計

画
・
実

施
④

他
施

設
、

他
職

種
交

流
を

図
り

情
報

交
換

の
機

会
を

つ
く

る
⑤

退
職

者
を

減
ら

し
、

安
定

し
た

運
営

に
取

り
組

む
（
退

職
者

０
を

目
指

す
）

環
境

を
改

善
し

過
ご

し
や

す
い

生
活

環
境

を
作

る

①
宿

泊
室

・
共

有
ス

ペ
ー

ス
の

衛
生

や
、

個
々

の
生

活
に

必
要

な
空

間
作

り
を

行
う

②
施

設
内

の
装

飾
品

や
植

物
を

適
切

に
管

理
し

潤
い

あ
る

生
活

空
間

を
作

る
③

利
用

者
の

身
の

回
り

品
の

整
理

・
清

掃
の

支
援

を
行

う

基
礎

介
護

力
の

向
上

①
基

礎
介

護
研

修
を

実
施

し
、

よ
り

実
践

的
な

知
識

、
技

術
を

身
に

つ
け

専
門

性
の

向
上

を
図

る
②

現
任

職
員

が
基

礎
介

護
研

修
の

講
師

と
な

り
人

に
伝

え
る

力
を

身
に

つ
け

る

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
向

上
①

週
目

標
を

継
続

し
、

具
体

的
な

目
標

を
意

識
し

て
思

い
を

一
つ

に
す

る
②

達
成

感
を

感
じ

ら
れ

る
よ

う
一

年
間

チ
ー

ム
で

の
目

標
を

決
め

取
り

組
む

（
サ

ー
ビ

ス
発

表
向

上
会

等
で

の
発

表
）

③
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
職

員
の

交
流

を
図

る
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１
．

　
基

本
方

針

２
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
(1

)
継

続
谷

本
森

2
(1

)
継

続
森

リ
ー

ダ
ー

谷
本

3
(1

)
継

続
新

規
谷

本
森

リ
ー

ダ
ー

4
(1

)
継

続
新

規
谷

水
森

地
域

密
着

型
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

　
ぬ

く
も

り
の

家
え

ん
事

業
所

名
（
部

署
）

（
１

）
安

全
で

安
心

で
き

る
生

活
が

送
れ

る
よ

う
に

根
拠

に
基

づ
い

た
ケ

ア
を

提
供

す
る

（
２

）
 そ

の
人

を
よ

く
知

り
、

個
人

が
尊

厳
を

持
ち

自
立

し
て

生
活

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
（
３

）
職

員
 一

人
ひ

と
り

が
プ

ロ
と

し
て

の
知

識
・
技

術
・
意

識
を

持
ち

、
利

用
者

に
求

め
ら

れ
る

人
材

と
な

る
努

力
と

、
そ

の
育

成
に

努
め

る
（
４

）
 知

識
・
技

術
の

専
門

性
を

持
ち

共
に

高
め

合
い

主
体

性
を

持
っ

た
チ

ー
ム

と
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

を
つ

く
る

（
５

）
 地

域
住

民
・
家

族
・
関

係
機

関
と

の
協

働
に

よ
る

施
設

運
営

に
努

め
る

（
６

）
 法

令
遵

守
と

適
正

利
益

の
確

保
を

図
り

、
経

営
の

安
定

に
努

め
る

（
１

）
 重

度
な

障
害

や
認

知
症

が
あ

っ
て

も
健

康
で

穏
や

か
な

生
活

を
支

え
る

 ケ
ア

を
提

供
す

る
（
2
）
 知

識
・
技

術
の

専
門

性
を

持
ち

、
主

体
性

を
持

っ
て

介
護

課
程

を
展

開
し

利
用

者
の

満
足

度
を

高
め

、
自

ら
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

を
つ

く
る

（
3
）
 適

正
利

益
の

確
保

①
新

ア
セ

ス
メ

ン
ト
様

式
へ

変
更

し
、

心
身

の
健

康
を

重
視

し
た

ケ
ア

プ
ラ

ン
作

成
と

ケ
ア

の
実

践
を

行
う

②
ご

本
人

や
職

員
が

達
成

感
を

感
じ

ら
れ

る
プ

ラ
ン

の
作

成
（
い

き
が

い
や

楽
し

み
の

あ
る

生
活

プ
ラ

ン
作

成
）

担
当

者

生
命

と
尊

厳
を

守
り

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
生

活
の

保
障

№
取

組
み

内
容

①
事

故
発

生
時

の
検

証
、

分
析

を
即

日
に

行
い

、
原

因
の

仮
説

を
立

て
改

善
を

７
日

以
内

に
必

ず
実

施
し

再
発

防
止

に
努

め
る

②
実

状
に

即
し

た
救

命
救

急
講

習
会

を
行

い
緊

急
時

に
備

え
る

（
年

1
回

研
修

実
施

）
③

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
緊

急
時

（
火

災
・
行

方
不

明
）
の

体
制

の
確

認
と

訓
練

の
実

践
を

行
う
（
年

1
回

）

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

強
化

と
緊

急
時

の
体

制
づ

く
り

根
拠

に
基

づ
い

た
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

重
点

目
標

と
の

連
動

新
規

／
継

続
取

組
み

事
項

①
身

体
拘

束
及

び
虐

待
防

止
の

取
り

組
み

を
継

続
し

て
行

う
（
年

1
回

研
修

実
施

）
②

事
故

検
証

を
徹

底
し

、
同

じ
事

故
の

再
発

を
防

止
す

る
(転

倒
、

転
落

事
故

を
前

年
度

よ
り

-
1
0
％

・
誤

薬
を

-
2
0
％

）

疾
病

の
管

理
と

医
療

的
ケ

ア
の

充
実

①
日

々
の

健
康

管
理

を
適

切
に

行
い

、
脱

水
症

、
低

栄
養

を
予

防
す

る
（
脱

水
症

で
の

入
院

ゼ
ロ

）
②

褥
瘡

の
予

防
、

早
期

発
見

、
発

症
時

の
適

切
な

ケ
ア

を
実

践
す

る
（
褥

瘡
発

症
ゼ

ロ
）

③
看

護
職

員
と

介
護

職
員

と
栄

養
士

、
調

理
員

の
連

携
を

図
り

、
安

全
か

つ
適

切
な

ケ
ア

が
行

え
る

よ
う
に

な
る

④
便

秘
を

予
防

し
下

剤
を

減
ら

す
取

り
組

み
（
玄

米
食

・
腹

部
マ

ッ
サ

ー
ジ

の
導

入
）
を

計
画

、
実

践
す

る
（
刺

激
性

下
剤

2
人

→
０

人
、

下
剤

使
用

者
1
2
→

7
人

－
4
0
％

）
⑤

口
腔

ケ
ア

と
摂

食
障

害
者

へ
の

適
切

な
ケ

ア
の

実
践

（
誤

嚥
性

肺
炎

の
入

院
者

ゼ
ロ

）
⑥

医
療

と
介

護
の

連
携

に
よ

り
、

入
院

者
を

減
ら

す
1
6
4
日

→
9
0
日

以
内

　
ま

た
、

入
院

の
際

も
入

院
が

長
引

か
な

い
よ

う
に

支
援

す
る
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３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

担
当

者
№

取
組

み
内

容
重

点
目

標
と

の
連

動
新

規
／

継
続

取
組

み
事

項

5
(1

)
継

続
谷

水
谷

本

6
(1

)
継

続
新

規
己

上
谷

本

7
(1

)
継

続
新

規
リ
ー

ダ
ー

森

8
(1

)
継

続
新

規
リ
ー

ダ
ー

森

9
(1

)
継

続
リ
ー

ダ
ー

森

1
0

(2
)

継
続

新
規

谷
本

森
リ
ー

ダ
ー

1
1

(2
)

継
続

新
規

谷
本

森

1
2

(2
)

継
続

谷
本

谷
本

心
身

機
能

の
維

持
向

上
と

日
常

生
活

の
活

性
化

①
個

別
リ
ハ

ビ
リ
・
集

団
リ
ハ

ビ
リ
を

実
践

し
心

身
機

能
維

持
向

上
を

図
る

（
集

団
体

操
の

継
続

と
個

別
の

リ
ハ

ビ
リ
の

導
入

）
②

入
居

者
の

喜
び

や
楽

し
み

に
つ

な
が

る
役

割
づ

く
り

と
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

や
行

事
の

計
画

、
実

施
　

　
（
セ

ラ
バ

ン
ド

の
継

続
・
学

習
療

法
の

導
入

）

①
マ

ナ
ー

・
モ

ラ
ル

の
啓

発
を

継
続

し
、

良
い

職
場

風
土

を
つ

く
る

②
業

務
改

善
を

迅
速

に
行

い
、

ス
ト
レ

ス
に

な
ら

な
い

職
場

環
境

を
つ

く
る

③
有

給
休

暇
と

連
休

の
取

得
を

推
進

し
、

職
員

満
足

を
図

る
（
5
連

休
の

取
得

）
④

他
施

設
、

他
職

種
交

流
を

積
極

的
に

図
る

働
き

が
い

が
あ

り
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
高

い
職

場
の

風
土

づ
く

り

楽
し

み
や

喜
び

の
あ

る
暮

ら
し

づ
く

り
①

入
居

者
個

々
に

合
わ

せ
た

役
割

づ
く

り
を

行
う

②
季

節
や

天
候

に
合

わ
せ

た
行

事
や

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
の

計
画

・
実

施
③

地
域

の
方

々
や

ご
家

族
と

共
に

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
行

事
の

実
施

過
ご

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
①

共
有

ス
ペ

ー
ス

の
整

理
整

頓
と

、
植

物
に

囲
ま

れ
季

節
感

あ
る

潤
い

の
あ

る
生

活
環

境
づ

く
り

②
入

居
者

の
生

活
状

態
に

合
わ

せ
、

個
人

の
心

地
よ

い
環

境
を

考
え

た
居

室
環

境
づ

く
り

と
整

理
整

頓
を

行
う

③
先

進
施

設
を

見
学

し
、

環
境

と
１

日
の

過
ご

し
方

、
役

割
作

り
を

学
ぶ

新
任

職
員

・
現

任
職

員
の

育
成

①
目

標
を

明
確

に
し

、
研

修
と

O
JT

の
内

容
の

個
人

差
が

な
い

よ
う
に

統
一

し
、

安
心

し
て

仕
事

が
で

き
る

よ
う
新

人
職

員
を

育
成

す
る

②
現

任
職

員
が

目
標

を
持

ち
仕

事
に

や
り

が
い

と
充

実
感

が
持

て
る

よ
う
担

当
入

居
者

の
プ

ラ
ン

作
り

介
護

課
程

の
展

開
・

実
践

を
行

い
育

成
す

る
③

指
導

者
の

ス
キ

ル
を

高
め

、
自

信
を

持
っ

て
指

導
で

き
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

(年
間

2
0
回

の
ミ
ニ

研
修

実
施

）

基
礎

介
護

力
と

認
知

症
ケ

ア
の

向
上

①
基

礎
介

護
知

識
・
技

術
の

研
修

を
自

部
門

の
講

師
で

行
い

継
続

・
実

践
す

る
。

重
度

化
対

応
や

根
拠

に
基

づ
く

ケ
ア

を
実

践
す

る
。

②
外

部
研

修
へ

の
参

加
を

計
画

的
に

行
う

③
認

知
症

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
随

時
実

施
し

、
お

だ
や

か
な

生
活

が
で

き
る

よ
う
な

ケ
ア

を
実

践
す

る
。

感
染

症
の

予
防

①
感

染
症

対
策

委
員

会
と

連
携

し
、

食
中

毒
、

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
予

防
策

の
徹

底
と

定
期

的
な

確
認

を
行

う
（
目

標
：
集

団
感

染
０

件
）

②
職

員
の

健
康

・
体

調
管

理
に

努
め

る

安
全

で
美

味
し

く
楽

し
い

食
事

の
提

供

①
食

中
毒

予
防

対
策

を
厳

守
し

、
安

全
な

食
事

を
提

供
す

る
②

摂
食

障
害

者
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
期

の
方

へ
の

適
切

な
食

事
形

態
や

提
示

方
法

の
実

施
（
お

い
し

い
ソ

フ
ト
食

を
3
食

・
や

わ
ら

か
食

）
③

他
職

種
に

よ
る

ミ
ー

ル
ラ

ウ
ン

ド
を

実
施

し
、

健
康

状
態

を
維

持
に

努
め

る
④

病
状

や
摂

食
状

況
に

合
わ

せ
美

味
し

く
健

康
維

持
が

で
き

る
食

事
の

提
供

に
努

め
る

（
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３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

担
当

者
№

取
組

み
内

容
重

点
目

標
と

の
連

動
新

規
／

継
続

取
組

み
事

項

1
3

(3
)

継
続

新
規

谷
本

森
リ
ー

ダ
ー

適
正

利
益

の
確

保

①
ケ

ア
の

質
向

上
に

よ
り

入
院

者
を

減
少

さ
せ

、
目

標
稼

働
率

を
毎

月
達

成
す

る
（
目

標
稼

働
率

9
8
％

）
②

新
規

入
居

者
を

退
去

後
７

日
以

内
に

受
け

入
れ

る
よ

う
に

努
め

る
③

全
職

員
が

コ
ス

ト
意

識
を

持
ち

、
消

耗
品

費
や

光
熱

費
、

暖
房

費
の

節
約

に
努

め
る

（
前

年
度

比
－

3
％

）
　

お
む

つ
コ

ス
ト
前

年
度

－
3
％

　
日

中
の

パ
ッ

ト
使

用
の

サ
イ

ズ
や

使
用

者
を

削
減

す
る

（
１

７
名

→
１

５
名

）
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１
．

　
基

本
方

針

２
．

　
重

点
目

標

３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

1
（
１

）
継

続
能

登
リ
ー

ダ
ー

2
（
１

）
継

続
リ
ー

ダ
ー

柳
原

佐
久

間
小

野

3
（
１

）
継

続
リ
ー

ダ
ー

能
登

取
組

み
事

項

①
身

体
拘

束
及

び
虐

待
防

止
の

取
り

組
み

を
継

続
し

て
行

う
（
年

1
回

研
修

実
施

）
②

事
故

を
未

然
に

防
ぐ

取
り

組
み

を
行

い
、

事
故

及
び

事
故

の
再

発
を

防
ぐ

③
在

宅
生

活
を

継
続

で
き

る
よ

う
、

集
団

体
操

・
機

能
訓

練
を

実
施

し
転

倒
防

止
に

努
め

、
自

立
支

援
を

重
視

し
た

ケ
ア

を
行

う
。

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
　

ぬ
く

も
り

の
家

え
ん

事
業

所
名

（
部

署
）

（
１

）
安

全
で

安
心

で
き

る
生

活
が

送
れ

る
よ

う
に

根
拠

に
基

づ
い

た
ケ

ア
を

提
供

す
る

（
２

）
 そ

の
人

を
よ

く
知

り
、

個
人

が
尊

厳
を

持
ち

自
立

し
て

生
活

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
（
３

）
職

員
 一

人
ひ

と
り

が
プ

ロ
と

し
て

の
知

識
・
技

術
・
意

識
を

持
ち

、
利

用
者

に
求

め
ら

れ
る

人
材

と
な

る
努

力
と

、
そ

の
育

成
に

努
め

る
（
４

）
 助

け
合

い
・
支

え
合

い
・
高

め
合

う
仲

間
を

つ
く

る
（
５

）
 地

域
住

民
・
家

族
・
関

係
機

関
と

の
協

働
に

よ
る

施
設

運
営

に
努

め
る

（
６

）
 法

令
遵

守
と

適
正

利
益

の
確

保
を

図
り

、
経

営
の

安
定

に
努

め
る

（
１

）
 重

度
の

障
が

い
や

認
知

症
が

あ
っ

て
も

、
地

域
・
自

宅
で

の
生

活
を

支
え

る
事

が
出

来
る

ケ
ア

の
提

供
（
２

）
 地

域
の

行
事

や
活

動
に

参
加

し
、

小
規

模
多

機
能

ケ
ア

の
理

解
を

深
め

る
（
３

）
 適

正
利

益
の

確
保

①
根

拠
に

基
づ

く
ケ

ア
を

行
う
た

め
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト
に

よ
り

課
題

を
明

確
化

し
、

ケ
ア

プ
ラ

ン
に

基
づ

い
た

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

し
、

毎
月

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

に
よ

り
適

切
な

ケ
ア

が
実

施
で

き
て

い
る

か
確

認
を

行
う

②
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

見
直

し
、

定
期

的
な

ケ
ア

プ
ラ

ン
の

更
新

と
ケ

ア
プ

ラ
ン

に
基

づ
く

統
一

し
た

ケ
ア

の
実

践
を

行
う

担
当

者

生
命

と
尊

厳
を

守
り

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
生

活
の

保
障

№
取

組
み

内
容

①
事

故
発

生
時

の
検

証
、

分
析

を
迅

速
、

か
つ

的
確

に
実

施
し

再
発

防
止

に
努

め
る

（
前

年
度

件
数

よ
り

－
2
0
％

）
　

特
に

内
服

薬
に

関
す

る
事

故
を

前
年

度
件

数
よ

り
－

5
0
％

（
Ｈ

２
６

　
　

２
１

件
→

　
　

１
０

件
）

②
実

状
に

即
し

た
救

命
救

急
講

習
会

を
行

い
緊

急
時

に
備

え
る

（
年

1
回

研
修

実
施

）
③

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
緊

急
時

（
火

災
）
の

体
制

の
確

認
と

訓
練

の
実

践
を

行
う
（
火

災
訓

練
年

2
回

）

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

強
化

と
緊

急
時

の
体

制
づ

く
り

根
拠

に
基

づ
い

た
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

重
点

目
標

と
の

連
動

新
規

／
継

続
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３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

取
組

み
事

項
担

当
者

№
取

組
み

内
容

重
点

目
標

と
の

連
動

新
規

／
継

続

4
（
１

）
継

続
新

規
小

野
能

登

5
（
１

）
継

続
新

規
西

江
調

理
員

能
登

6
（
１

）
継

続
新

規
西

江
加

藤
小

野

7
（
１

）
継

続
佐

久
間

寒
河

江

8
（
１

）
新

規
継

続
西

江
加

藤
能

登

9
（
１

）
継

続
能

登
リ
ー

ダ
ー

1
0

（
１

）
継

続
新

規
能

登
リ
ー

ダ
ー

1
1

（
１

）
継

続
能

登
リ
ー

ダ
ー

疾
病

の
管

理
と

医
療

的
ケ

ア
の

充
実

①
看

護
職

員
と

介
護

職
員

と
栄

養
士

と
連

携
を

図
り

、
日

々
の

健
康

管
理

を
適

切
に

行
い

、
脱

水
症

、
低

栄
養

を
予

防
す

る
（
水

分
量

・
必

要
栄

養
量

の
確

認
と

把
握

）
②

褥
瘡

の
予

防
、

早
期

発
見

、
発

症
時

の
適

切
な

ケ
ア

を
実

践
す

る
（
褥

瘡
発

症
０

件
　

Ｈ
２

６
　

２
件

）
③

便
秘

を
予

防
し

下
剤

を
減

ら
す

取
り

組
み

を
計

画
、

実
践

す
る

（
医

療
面

と
介

護
面

、
栄

養
面

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

）
④

口
腔

ケ
ア

と
摂

食
障

害
者

へ
の

適
切

な
ケ

ア
の

実
践

（
誤

嚥
性

肺
炎

の
入

院
者

０
件

　
Ｈ

２
６

　
１

件
）

⑤
医

療
と

介
護

の
連

携
に

よ
り

、
入

院
者

に
よ

る
停

止
者

４
件

(Ｈ
２

６
　

８
件

)
　

　
自

宅
で

の
水

分
・
栄

養
状

況
を

把
握

し
、

体
調

変
化

を
防

ぐ
（
記

録
シ

ー
ト
活

用
者

　
４

件
　

Ｈ
２

６
　

３
件

）
⑥

入
院

時
、

迅
速

な
状

況
把

握
を

行
い

、
在

宅
復

帰
へ

の
支

援
を

提
供

す
る

安
全

で
美

味
し

く
楽

し
い

食
事

の
提

供
①

食
中

毒
予

防
対

策
を

厳
守

し
、

安
全

な
食

事
を

提
供

す
る

②
摂

食
障

害
者

、
タ

ー
ミ
ナ

ル
期

の
方

へ
の

適
切

な
食

事
形

態
（
ソ

フ
ト
食

・
や

わ
ら

か
食

等
）
や

提
示

方
法

の
実

施
③

利
用

者
の

嗜
好

を
取

り
入

れ
た

季
節

感
の

あ
る

食
事

、
行

事
食

の
計

画
、

実
施

。
満

足
度

調
査

に
よ

る
評

価
の

実
施

。

心
身

機
能

の
維

持
向

上
と

日
常

生
活

の
活

性
化

①
学

習
療

法
・
個

別
リ
ハ

ビ
リ
・
集

団
体

操
（
セ

ラ
バ

ン
ド

）
を

実
践

し
心

身
機

能
維

持
向

上
を

図
る

②
利

用
者

の
喜

び
や

楽
し

み
に

つ
な

が
る

役
割

づ
く

り
と

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

や
行

事
の

計
画

、
実

施
③

利
用

者
・
家

族
に

成
果

の
見

え
る

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
の

実
施

（
学

習
療

法
や

セ
ラ

バ
ン

ド
の

測
定

記
録

の
共

有
・
創

作
系

の
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

の
充

実
を

図
る

）

①
マ

ナ
ー

・
モ

ラ
ル

の
啓

発
を

継
続

し
、

良
い

職
場

風
土

を
つ

く
る

②
業

務
改

善
を

迅
速

に
行

い
、

ス
ト
レ

ス
に

な
ら

な
い

職
場

環
境

を
つ

く
る

③
有

給
休

暇
と

連
休

の
取

得
を

推
進

し
、

職
員

満
足

を
図

る
（
5
～

7
連

休
の

取
得

を
目

指
す

）
④

退
職

者
を

減
ら

し
安

定
し

た
運

営
に

取
り

組
む

（
退

職
者

０
）

働
き

が
い

が
あ

り
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
高

い
職

場
の

風
土

づ
く

り

楽
し

み
や

喜
び

の
あ

る
暮

ら
し

づ
く

り
①

全
ス

タ
ッ

フ
が

担
当

利
用

者
の

内
1
名

に
、

い
き

い
き

は
ぴ

ね
す

プ
ラ

ン
を

計
画

・
実

践
す

る
②

季
節

や
天

候
に

合
わ

せ
た

行
事

や
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

の
計

画
・
実

施
③

地
域

の
方

々
や

ご
家

族
と

共
に

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
行

事
の

実
施

過
ご

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
①

共
有

ス
ペ

ー
ス

の
整

理
整

頓
と

、
植

物
に

囲
ま

れ
季

節
感

あ
る

潤
い

の
あ

る
生

活
環

境
づ

く
り

②
利

用
者

の
状

態
に

合
わ

せ
、

個
人

に
過

ご
せ

る
空

間
や

、
季

節
感

を
全

て
の

空
間

で
作

り
出

す

基
礎

介
護

力
の

向
上

①
基

礎
介

護
研

修
を

現
任

職
員

が
講

師
と

な
り

、
研

修
の

実
践

。
（
年

５
回

）
②

基
礎

介
護

研
修

を
通

し
て

現
任

・
新

人
職

員
の

介
護

力
向

上
を

図
り

、
重

度
化

対
応

や
根

拠
に

基
づ

く
ケ

ア
を

実
践

す
る

。
③

外
部

研
修

へ
の

参
加

を
計

画
的

に
行

う

新
任

職
員

・
現

任
職

員
の

育
成

①
目

標
を

明
確

に
し

、
研

修
と

O
JT

の
内

容
の

個
人

差
が

な
い

よ
う
に

統
一

し
、

安
心

し
て

仕
事

が
で

き
る

よ
う
新

人
職

員
を

育
成

す
る

②
現

任
職

員
が

目
標

を
持

ち
仕

事
に

や
り

が
い

と
充

実
感

が
持

て
る

よ
う
育

成
す

る
③

介
護

過
程

（
ケ

ア
プ

ラ
ン

作
成

）
展

開
の

実
践

を
１

人
、

年
１

ケ
ー

ス
以

上
取

り
組

む
④

指
導

者
の

ス
キ

ル
を

高
め

、
自

信
を

持
っ

て
指

導
で

き
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

42



３
．

　
事

業
所

（
課

）
に

お
け

る
取

組
み

主
査

補
佐

取
組

み
事

項
担

当
者

№
取

組
み

内
容

重
点

目
標

と
の

連
動

新
規

／
継

続

1
2

（
２

）
継

続
新

規
能

登
谷

本

1
3

（
３

）
継

続
能

登
リ
ー

ダ
ー

適
正

利
益

の
確

保

①
利

用
者

目
標

人
数

2
1
名

（
H

2
6
年

実
績

1
7
名

）
。

新
規

登
録

者
4
名

を
増

や
す

②
市

内
の

居
宅

支
援

事
業

所
・
病

院
の

相
談

室
・
老

人
保

健
施

設
を

訪
問

し
、

新
規

利
用

に
つ

な
げ

る
（
年

４
回

）
③

町
内

の
各

団
体

（
民

生
委

員
な

ど
）
へ

の
説

明
会

を
開

く
（
年

2
回

）
④

全
職

員
が

コ
ス

ト
意

識
を

持
ち

、
消

耗
品

費
や

光
熱

費
、

暖
房

費
の

節
約

に
努

め
る

（
前

年
度

比
－

3
％

）

①
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域
の

行
事

や
奉

仕
活

動
に

参
加

し
地

域
貢

献
を

図
る

②
事

業
所

と
住

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
関

係
性

を
大

切
に

し
、

意
見

交
換

や
実

施
報

告
等

の
機

会
を

設
け

る
③

学
習

療
法

･セ
ラ

バ
ン

ド
の

ご
家

族
見

学
会

の
開

催
（
年

2
回

）
④

2
ヶ

月
に

一
回

の
運

営
推

進
会

議
開

催
と

、
家

族
会

・
ぬ

く
も

り
友

の
会

・
行

政
機

関
等

の
、

第
三

者
か

ら
の

意
見

や
要

望
を

取
り

入
れ

た
健

全
で

地
域

に
根

付
い

た
施

設
運

営
を

行
う

ご
家

族
・
住

民
と

の
協

働
と

地
域

へ
の

貢
献
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平
成

２
7
年

度
　

行
事

・
研

修
予

定
表

年
次

月 日
2
3
～

2
7

1
1
～

3
4

24
・
27

22
1

2
0

9
・1

0
8
・
9

20
・
21

中
旬

5
2
1

9
・
1
0

法 人 全 体

新 任 職 員 研 修

入 社 式 ・ 辞 令 交 付 式

新 任 職 員 研 修

新 入 職 員 歓 迎 会

職 員 全 体 会 議

マ ナ ー ・ モ ラ ル 研 修

新 人 一 か 月 面 談 （ 第 4

週 ）

総 合 職 昇 格 試 験

総 合 職 昇 格 試 験 合 格 発

表
定 期 人 事 異 動

上 期 職 員 面 談

在 宅 ケ ア チ ー ム 合 同 勉

強 会 （ 泉 田 氏 講 師 ）

よ い 挨 拶 大 賞

食 中 毒 予 防 研 修 （ 鈴

木 . 己 上 ）

新 人 三 か 月 面 談 （ 第

2 ・ 4 週 ）

全 道 老 人 福 祉 施 設 研 究

大 会
 

新 人 四 か 月 面 談

熱 夏 フ ェ ス タ ・ 御 輿

老 人 福 祉 施 設 研 究 発 表

会
感 染 予 防 研 修 （ 感 染 症

委 員 会 ）

新 人 五 か 月 面 談

新 人 六 か 月 面 談

下 期 職 員 面 談

個 人 調 書 徴 収

職 員 互 助 会 忘 年 会 ・ よ

い あ い さ つ 大 賞

老 人 福 祉 施 設 長 セ ミ

ナ ー （ 札 幌 ）

先 端 ケ ア 研 究 会

サ ー ビ ス 向 上 発 表 会

上 川 ユ ニ ッ ト ケ ア 研 究

会

日
20

24
・
27

1
7

20
2
5

3
0

1
5

2
0

2
4

2
2

下
旬

下
旬

末
ま

で
8
・
9

2
6

2
3

30
4

2
8

下
旬

25
1
3

1
5

2
3

2
7

下
旬

2
4

2
3

2
6

3
1

総 務 課

法 人 現 況 報 告 書 提 出

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 1 回 会 議

職 員 全 体 会 議

消 防 設 備 点 検

さ つ き 苑 一 斉 清 掃

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 2 回 会 議

大 成 老 人 会 花 壇 お こ し

監 事 監 査 （ 決 算 ）

評 議 員 会 ・ 理 事 会 （ 決

算 ） 、 懇 親 会

東 日 本 大 震 災 義 援 金 募

集 （ 6 / 1 ～

7 / 3 1 ）

大 成 老 人 会 花 壇 整 備

プ ラ ン タ ー 作 り

賞 与 支 給 日

日 赤 奉 仕 団 外 窓 拭 き

資 産 変 更 等 登 記 、 就 業

規 則 変 更 届

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 3 回 会 議

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 4 回 会 議

監 事 監 査 （ 第 1 四 半

期 ）

理 事 会 （ 第 1 四 半 期 ）

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 漏 洩

検 査
H 2 6 処 遇 改 善 加 算 実

績 報 告

貯 水 槽 清 掃 （ 第 １ 日 曜

日 ）

熱 夏 フ ェ ス タ ・ 御 輿

さ つ き 苑 避 難 訓 練 （ 総

合 ）

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 5 回 会 議

介 護 福 祉 士 養 成 校 へ 求

人 票 送 付

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 6 回 会 議

上 期 激 変 緩 和 手 当 支 給

日
さ つ き 苑 一 斉 清 掃

新 規 学 卒 者 採 用 試 験

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 7 回 会 議

監 事 監 査 （ 第 2 四 半

期 ）

理 事 会 （ 第 2 四 半 期 ）

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 8 回 会 議

消 防 設 備 点 検

東 日 本 大 震 災 義 援 金 募

集 （ 1 2 / 1 ～

1 / 3 1 ）

年 末 大 掃 除

賞 与 支 給 日

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 9 回 会 議

年 末 調 整

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 1 0 回 会 議

監 事 監 査 （ 第 3 四 半

期 ）

理 事 会 （ 第 3 四 半 期 ）

H 2 8 処 遇 改 善 加 算 申

請
財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 1 1 回 会 議

さ つ き 苑 避 難 訓 練 （ 夜

間 想 定 ）

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 1 2 回 会 議

評 議 員 会 ・ 理 事 会 （ 事

業 計 画 ・ 当 初 予 算 ）

下 期 激 変 緩 和 手 当 支 給

日

日
1
2

2
2

2
7

8
・
10

2
5

2
12

3
0

8
9

1
0

1
3

1
5

4
8

1
2

1
4・

1
5

10
11

・
18

9
・1

6
2
5

2
8

14
3

10
・1

7
2

さ つ き 苑

北 海 道 知 事 選 挙

花 見
危 険 予 知 ト レ ー ニ ン グ

研 修
畑 づ く り

北 野 小 学 校 交 流 会 ①

チ ャ レ ン ジ デ ー

ケ ア プ ラ ン 研 修

鷹 栖 養 護 学 校 交 流 会 ①

鷹 栖 養 護 学 校 交 流 会 ②

さ つ き 祭

焼 肉
戦 没 者 慰 霊 祭

熱 夏 フ ェ ス タ ・ 御 輿

鷹 栖 養 護 学 校 交 流 会

新 秋 祭

長 生 き 感 謝 祭

さ つ き 苑 一 斉 清 掃

北 野 小 学 校 疑 似 体 験

秋 の チ ャ レ ン ジ デ ー

ト ラ ン ス フ ァ ー 研 修

北 野 小 学 校 交 流 会 ②

認 知 症 ケ ア 研 修

食 事 ケ ア 研 修

ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 寿 司

パ ー テ ィ

年 忘 れ 餅 つ き

新 年 会

節 分
排 泄 ケ ア 研 修

か み か わ 実 践 発 表 セ ミ

ナ ー

日
8

2
9

6
17

１
２

・
２

３
12

2
4

8
8

9
１

３
・
２

６
2
1

2
5

26
3
0

８
・２

1
2

６
・
２

1
4

1
8

2
7

13
2
5

９
・
２

26
１

３
・２

７
１

４
・１

５
2
9

3
２

５
・
２

９
2
5

な ご み の 家

活 動 計 画 作 成

オ ペ レ ー シ ョ ン 見 直 し

G H 花 見

第 １ 回 運 営 推 進 会 議

（ 応 援 の 会 ）

春 の 一 斉 清 掃

避 難 訓 練 （ 昼 間 想 定 ）

救 命 救 急 研 修

 
さ つ き 祭 見 学

流 し そ う め ん

第 ２ 回 運 営 推 進 会 議

（ 応 援 の 会 ）

戦 没 者 の つ ど い

熱 夏 フ ェ ス タ （ 焼 肉 ）

熱 夏 フ ェ ス タ （ 花 火 見

学 ）

高 齢 者 虐 待 予 防 研 修

長 生 き 感 謝 祭

第 3 回 運 営 推 進 会 議

（ 応 援 の 会 ）

秋 の 一 斉 清 掃

紅 葉 狩 り

食 事 ケ ア 研 修

運 動 会

認 知 症 ケ ア 研 修

青 年 会 と の 食 事 会

避 難 訓 練 ( 夜 間 想 定 ）

第 4 回 運 営 推 進 会 議

（ 応 援 の 会 ）

Ｇ Ｈ 年 末 大 掃 除

ク リ ス マ ス

排 泄 ケ ア 研 修

餅 つ き ＆ 忘 年 会

ト ラ ン ス フ ァ ー ・ ポ ジ シ ョ

ニ ン グ ・ 褥 瘡 ケ ア 研 修

外 部 評 価

第 5 回 運 営 推 進 会 議

（ 応 援 の 会 ）

節 分
レ ベ ル ア ッ プ 効 果 測 定

第 6 回 運 営 推 進 会 議

（ 応 援 の 会 ）

日
3

1
3

9
1
5

8
7
.8

1
9

5
14

１
２

・
２

３
1
0

12
17

4
8

1
1

1
5

1
7

1
5

13
1
8

2
4

2
6

15
3

3
1
3

ぬ く も り の 家 え ん

ひ な 祭 り

友 の 会 総 会

窓 ふ き

運 営 推 進 会 議

マ ナ ー ・ モ ラ ル 研 修

お 花 見

避 難 訓 練

ケ ア プ ラ ン 研 修

家 族 会 総 会

花 壇 整 備

円 山 幼 稚 園 運 動 会

買 い 物 ツ ア ー

救 命 救 急 研 修

虐 待 ・ 抑 制 廃 止 研 修

他 施 設 研 修 ( 特 養 ） ①

運 営 推 進 会 議

さ つ き 祭 見 学

友 の 会 焼 き 肉

タ ー ミ ナ ル ケ ア 研 修

（ 谷 水 ）

他 施 設 研 修 ( 特 養 ） ②

流 し ソ ー メ ン

北 野 神 社 祭

戦 没 者 慰 霊 祭

夕 涼 み 会

他 施 設 研 修 ( 小 規 模 ） ①

運 営 推 進 会 議

長 生 き 感 謝 祭

収 穫 祭 ＆ ボ ラ 集 い

他 施 設 研 修 ( 小 規 模 ） ②

買 い 物 ツ ア ー

紅 葉 狩 り

福 祉 の 集 い ポ ス タ ー

避 難 訓 練

食 事 ケ ア 研 修 （ 能 登 ・

坂 口 ）

友 の 会 研 修 旅 行

運 営 推 進 会 議

排 泄 ケ ア 研 修 （ 佐 久 間 ・

松 本 ）

ト ラ ン ス フ ァ ー 研 修

（ 山 内 ・ 津 野 ）

友 の 会 忘 年 会

ク リ ス マ ス

忘 年 会 ＆ 餅 つ き

運 営 推 進 会 議

入 浴 ケ ア 研 修 （ 加 藤 ・

室 橋 ）

節 分
認 知 症 ケ ア 研 修 （ 成

田 ・ 常 田 ）

先 端 ケ ア i n 大 分

ひ な 祭 り

運 営 推 進 会 議

基 礎 介 護 効 果 測 定

（ 森 ）

か み か わ ユ ニ ッ ト ケ ア 研

究 会

日
1
8

2
0

4

デ イ セ ン タ ー

ご 存 じ で す か シ リ ー ズ

（ 谷 口 ）

さ つ き 会 一 斉 清 掃

ス キ ル Ｕ Ｐ 研 修 （ 谷

口 ）

ご 存 じ で す か シ リ ー ズ

（ 松 原 ）

在 宅 ケ ア チ ー ム 合 同 勉

強 会 （ 泉 田 氏 講 師 ）

ご 存 じ で す か シ リ ー ズ

（ 中 山 ）

ス キ ル Ｕ Ｐ 研 修 （ 谷

口 ）

デ イ 夏 祭 り

前 期 慰 労 会

ご 存 じ で す か シ リ ー ズ

（ 佐 藤 ）

ヘ ル パ ー 食 事 会 （ デ イ

職 員 参 加 ）

ス キ ル Ｕ Ｐ 研 修 （

）
さ つ き 会 一 斉 清 掃

ご 存 じ で す か シ リ ー ズ

（ 三 浦 ）

ス キ ル Ｕ Ｐ 研 修 （

）
先 進 施 設 見 学 （ 西 野 デ

イ セ ン タ ー ）

デ イ 忘 年 会

ご 存 じ で す か シ リ ー ズ

（ 谷 ）

ス キ ル Ｕ Ｐ 研 修 （

）
ご 存 じ で す か シ リ ー ズ

（ 谷 ）

サ ー ビ ス 向 上 発 表 会

（ 藤 川 ・ 松 原 ）

ご 存 じ で す か シ リ ー ズ

（ 藤 川 ）

職 員 親 睦 会

ス キ ル Ｕ Ｐ 研 修 （

）

日
9

8
2
2

22
1
3

2
7

2
4

1
2
・

17
2
0

2
2

2
6

5
26

2
1
6

2
7

2
1

4
2
5

2
9

2
1
6

1
3

2
7

3
24

2
1

2
2
3

2
7

ヘ ル パ ー

ス テ ー シ ョ ン

ヘ ル パ ー 研 修

ヘ ル パ ー 研 修

ヘ ル パ ー 会 議

財 政 健 全 化 推 進 チ ー ム

第 1 回 会 議

ヘ ル パ ー 研 修

ヘ ル パ ー 会 議

第 １ 回 茶 話 会

救 急 救 命 講 習

ヘ ル パ ー 会 議

在 宅 ケ ア チ ー ム 合 同 勉

強 会 （ 泉 田 氏 講 師 ）

食 中 毒 予 防 研 修

ヘ ル パ ー 会 議

第 ２ 回 茶 話 会

ヘ ル パ ー 研 修

ヘ ル パ ー 会 議

ヘ ル パ ー 研 修

ヘ ル パ ー 会 議

食 事 会

感 染 症 予 防 研 修

ヘ ル パ ー 会 議

ヘ ル パ ー 研 修

ヘ ル パ ー 会 議

第 3 回 茶 話 会

ヘ ル パ ー 研 修

ヘ ル パ ー 会 議

ヘ ル パ ー 研 修

ヘ ル パ ー 会 議

ヘ ル パ ー 研 修

ヘ ル パ ー 会 議

第 4 回 茶 話 会

ヘ ル パ ー 研 修

ヘ ル パ ー 会 議

第 5 回 茶 話 会

2
2

1
8

2
0

2
7

2
0

2
4

12
2
2

2
0・

2
6

3
0

4
2
8

11
・
18

2
5

9
・1

6
22

2
7

9
・
1
0

2
4

23

居 宅 介 護 支 援

事 業 所

地 域 包 括 ケ ア 研 究 会

（ カ ン フ ァ レ ン ス ）

さ つ き 会 一 斉 清 掃

高 齢 者 住 宅 認 知 症 講 座

地 域 包 括 ケ ア 研 究 会

（ カ ン フ ァ レ ン ス ）

チ ャ レ ン ジ デ ー

在 宅 ケ ア チ ー ム 合 同 勉

強 会 （ 泉 田 氏 講 師 ）

地 域 包 括 ケ ア 研 究 会

（ カ ン フ ァ レ ン ス ）

さ つ き 祭

地 域 包 括 ケ ア 研 究 会

（ カ ン フ ァ レ ン ス ）

ケ ア ケ ア 交 流 講 座 ①

老 人 福 祉 施 設 研 究 発 表

会 ( 河 田 発 表 ）

地 域 包 括 ケ ア 研 究 会

（ カ ン フ ァ レ ン ス ）

地 域 包 括 ケ ア 研 究 会

（ カ ン フ ァ レ ン ス ）

さ つ き 苑 一 斉 清 掃

ケ ア マ ネ 更 新 研 修

専 門 Ⅰ 坂 林 　 専 門 Ⅱ 伊

賀
地 域 包 括 ケ ア 研 究 会

（ カ ン フ ァ レ ン ス ）

ケ ア ケ ア 交 流 講 座 ②

認 知 症 ケ ア 研 修

地 域 包 括 ケ ア 研 究 会

（ カ ン フ ァ レ ン ス ）
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